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海洋科学技術センターは，海洋の開発に係る科学技術に関する総合的試験研究等を

行うことにより．我が困の海洋科学技術の向上を図ることを目的として，昭和46年10

月．民間発起の認司法人として設立されました。以来．当センターは「シートビア計

画Jによる海中居住実験をはじめ．波力発電装鍍 f海明Jによる海洋エネルギー事IJ.lfl

筏術の研究開発， fしんかい2000Jシステムの開発途造と深海調査への活用等の基

盤主的．先端的な研究側発プロジェクトの推進．高圧実験水槽をはじめとする大型共用

実験研究施設の重量備と供用．潜水技術を中心とした研修事業及び海洋科学技術に関す

る文献情報の収集・提供等の事業を通じて，我が国の海洋科学技術の発展に寄与して

きたものと考えております。

特に四面を海に閉まれた我が図では，基礎的・創造的な海洋科学技術の発展が．各

方面から強〈期待されております。

当センターでは，このような状況を認識しつつ各種の事業を展開してまいりました。

開和62年度にI；！：，我が悶初の本格的な深海用無人探査機「ドルフィン3K. jも完成

し，深海繊の調査能力も充実しつつあります。また．間和61年度からは．待望の 6500m 

潜水調査紛システムの開発途造を進めております。

今後は．これら最先織の絞備をフルに活用し，我が国のみならず．諸外国の研究機

関とも逮撲を傑ち，国際的な共同研究等も穣様的に推進することにより，これまで以

上に海洋科学技術の研究開発に取り組むこととしております。

この年報は.ll!l和62年度に当センターが実施した諸事業をとりまとめたものです。

この年報により．当センターの活動及び海洋科学技術の研究開発について，皆綴方

の御理解を深めて頂ければ幸いに存じます。

昭和62年 9月

海洋科学技術センタ一

理事長 牧 村 信 之
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第 1意総鋭

1 事業舞I!

昭和52：事業年度，当センターでは，我が国の海

洋開発の縫進のために，関係各機関との緊密な速

機．憶力のもとに．研究開発司事業，研修事業，情

報業務.t主役・役備の整備と供用等を行った。
各事業の概要は．次のとおりである．

(1）研究開発事業

当センターでは，研究開発の目的．内容，進捗

状況等を勘案し，プロジ£クト研究，特別研究，

経常研究，調査研究の4つに区分し，年度当初II:

策定した針画11:従って研究を進めるとともに，外

音容槻闘の要援や脇カのもとに，受託研究及び共同

研究を行っている。

昭和6埠幾年度に実施した各研究開発事業は，

次のとおりである。

I) プロジ品クト研究

当センターでは，経済社会の発震に重要な役

割を果たす研究開発課題について，経常研究等

のJllA!的な研究成果にもとづき，実用化を目処
とする研究開発計画の投定が可能な研究をプロ

グェクト研究として推進するζととしており．昭

和6掃業年度には，次の11テーマをプロジェク

ト研究として実施した。

。深海調査研究

②有人潜水調査船システムの研究開発

③ 6500皿潜水調査船の係発建造

③ 6500m潜水網筆紛支費量等船舶の開発建
進

⑤教幾・事前調査裳恨の調査研究

⑥ 水中画像伝送システムの開発

①無人探査機の研究開発

③海洋エネルギー利用技術の研究開発

⑥海緩和j御技術の研究開発

⑮海洋鍛測技術の研究開発

＠潜水作業技術の研究開発

2）特別研究

当センターでは，経常研究を~鍍とした応用

段緒あるいは，プロジェクト研究への中間段階

として位置付げられる研究を特別研究として推

進するとととしており．昭和62事業年度には，

次の2テー？を特別研究として実施した。

① 敷費量・司Jfti!調筆装置周大深度光・.気複
合ケープルのftf'F
②大気圧潜水システムの基礎研究

3）経常研究

当センターでは，プロジェクト研究及び特別

研究の基盤的あるいは，舗充的役割を果たす乙

とを目的として， 20テーマの経常研究を実施し
た。

4）調査研究

研究開発事業の効果的かつ効率的な推進l己資

するために，海中Z十揖IJ妓衡の動向調査を，調査

研究として実施した。

5）受託研究及び共同研究

当センターでは．海洋科学技術Ii:関するもの

で，センターにおいて実絡することが，センタ

ーにとって有主主であり，他機関から実施を依頼

された研究を受託研究として行う乙ととしてお

り，昭和62事業年度には. 自テ寸の受託研究

を実施した。

また，他機関と共同して行うζとにより，経

費の節減．研究11:嬰する期間の短縮及び優れた

研究成果があげられる研究を共同研究として行

う乙ととしており．昭和62事業年度11:は， 13テ

ーマを実施した。

(2）研修事業

当センターでは，研究開発の成果を広く一般に

普及し，署員が箆における海洋開発の推進に必要な

人材を養成するために研修事業を行ゥており．昭

和62•. 幾年度II:は，潜水技術等11:関する研修を実
施した。

(3）情報業務

当センターでは，海洋科学技術情報の噂門セン

ターの役割を果たすために，海洋科学技術に関す

る文献情報等の収集，加工及び提供等を行ってお

り，昭和62事業年度iζは．海洋科学技術II:関する

文献情報等の収集を行うとともに，海外の海洋開

発の動向調査のために， OTC・87等の鎗外箆で開

催された海洋開発関連の会議等II:純益回を派遣し

た。

(4）船舶運用業務
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当センターでは，上紀各種事業を推進するため

に， 2000m潜水調査船「しんかい2000J及び支



援母船『なつしまJ.無人傑査機「ドル7，｛ ン3
KJ ;lJiびに海中作業実験船「かいよう」を保有し
ており，昭和62事業年度におけるとれら紛舶等の

運用は，次のとおりである。

I) 「しんかい2000J,fなつしまJ及ぴ fド

ルフィン3KJの運用

「しんかいZOOOJによる潜航調査は，駿河

湾，相模担軽，南西諸島周辺海犠，伊豆・小笠際

諸島周辺海域及び白本海において行った。また，

「なっしまJ単独で．水中画像伝送システふの

関発のために2回の実海績実験，南J鳥島周辺海

域での深海曳航鈎査を行うとともに．「ドル7,{ 

ン3K」を絡調Rし．重量河湾において慣熟訓練を
行った。

2) 『かいよう」の運用

潜水作業技術の研究開発のために3包の実海

続実験を行ったほか．深海曳航調査，海洋立体

観測.』高潮調査等を行った。また，自仏共同調

査のため，南太平洋海耳まにおいて，リフト系（地

殺の湧出口）の調資を行勺た。

(5｝施設・設備の整備と供用

当センターでは，海洋科学技術に関する各種研

究開発寄与を行ううえで，共通に用いられる各種大

型共用実験研究飽設，設備を保有，盤備し，自ら

の研究開発事業及び研修事業に使用するとともに，

外郷関係機関の婆墾に応えて，施設・絞備を供用

した。

(6) その他の業務

また，当センターでは， ζれらの各事業を安全

かっ効果的IC推進するために，昭和6~事業年度tζ．

安全管理体制の強化を行うとともに，研究管理体

制の充実を図った。

I ）安全管理体制の強化

従来，研究開発事業等の実施IC伴う，各種海上

実験の安全性については，実施部局を中心に検討

していたが．海洋という厳しい環境下での作業を

より安全性の高いものとするために，昭和62事業

年度に安会管理室を設置し．第3者的立場から．

各~重量等の安全性をチュックする体制を強化した．

2）研究管理体制の充実

研究開発君事業等の適正かっ効~的な錐進を図る

ために．企画苦手価会織において，各事業の進鯵状

況の偲獲に努めるとともに，効果的な成果が得ら

れるように，業務計画の見直しを行った。

2. 組織と定員

本年度の組織及び定員は，~－ J IC示すとおり

である。

定員については，深海祭査技術の研究開発のた

め研究員l人，無人傑査機「ドルフィン3KJの

運航開始iζ伴い技能織員3人の場員を行った。

なお，本年度末の定員は，役員10人〈内非常勤

5人〉職員 145人の合計155人〈前年度末153人，

4人地員， 2人減員）となった。
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組織及び定員 ｛昭和62事業年度〉

定員 「ー総務課

役員

磯良 145 

「一一一一一ーーー
会長

トー緩 理 錬

「総理事鶴一-I
契約課

工溺謀

調査役

「一企画蝶
L企画ヤ管理室4

」ー針箇管狸線

rー第1研究グループ
ト深海研究郎ー一→

」ー第2研究グループ

「一第1研究グル田プ

ト深海開発 ー一-L
校側 ト知研究グループ

」ー第3研究グループ

理事長「
ド運航

部f航7
線

型車
理事

一 ーム

~I 「第1研究ルプ

ト潜水銭符部ー「寸

ト~ I事

-2研究グル四プ

研究

4研究グループ

S研究グループ

2研究グループ

3研究グル由プ

4研究グループ

修室

情鰻蜜
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人事．給与，厚生，文嘗．庶理事

広報．初島海洋資料館

予算．決算，用度

契約

錨段段備の保守．供用．安全管趨

業務運営IC関する調査

表－！

業務の.本的運営方針研究開発の企画立案．縄
査．司開計画作成．国自E交棟等に関する義務
研究開発E植の管理．受託．共同研究．特榊の
濃密

深海の微錦地形，微細地質婿造IC関する縄憲研究

深海の物理・化学的及び生物・水iii!Iζ関する調査
研究
6000血級渇水禽査船システふの鱒発
錨ぽ水舗醐システム及び海中作業実験船の

6000血細目聖地建掬釜船システムの開発・水中音．銭
術及ぴ音御調査観車l膿穏に関する銭厳窃究

無人鐸董機海中作集機器，海申通信．海洋調査
等海淳工学教衡の研究

潜水調査船及び支援母船並びに海中作業実駿紛の
運航に関する業務

潜水調査船及び支援母船主主びに海中作業実験船の
聾備等IC関する業務

治ホ調査船の綴織・聾備に関ずる業萄

波カエネルギー等の総会事lj)lj銭術IC関する研究

海中事臨海物．海繊制御校術~びIC海中構造物に係
る係留技術IC関する研究

海洋環境の物理的化学的な観測・保全校衡に関す
る研究

海洋環嶋の生物的生態学の観測・僚会後術に関す
る研究

海洋環境の電子工学的な観測・保全授術．海洋観
測センサーに鈍する研究 ’ 

海中における作業等海中銭術IC関する鉱厳研究

調書水機器IC関する銭量産研究

豊富同悦人体傘型・心理等海中医学哨する
研究

実駿動物による高庇生理学の研究とその応用分野
花関する鉱敏研究

海洋工学潜水鏡術，海洋針測伎街等海岸科学校
術に附す為研修

き間協富団体との連絡，寄付金及び出資の募集並
IC音量助金の事業

ま糊学伎側報の収集・分銅・翻・加工・鍵
・保管



3. 予算と決算

昭和62事業年度は，海洋開発に係る科学技術に

関する研究開発等総合的抵験研究並びIt:研修及び

情報等の事業を本格的iζ推進するため，収支決算

では， 11,695百万円の収入決定及び11,453百万円

の支出決定等で新たに8百万円の決算剰余金が生

じるとともに．財務諸表では， 49,452百万円の資

本金を有する乙ととなる一方で．当期f員失金4,761
百万円が新たに生じたため．欠償金総額は28,804

百万円となった。 （巻末「資料」緩怠照〉

なお，昭和59事業年度以降の予算の推移を表－

l 1ζ示す。

(1) 資本金

昭和62事業年度においては，昭和611事業年度よ

り邑745,000千円を地資し， 49,452,192千円とな

った。 ζの地資は，政府出資金によるものである。

なお．出資金の増加状況をalt-Zit:示す。

(2) 資本剰余金

昭和62事業年度末における資本剰余金総額は，

3,149,972千円である。

(3）契約

昭和62事業年度における契約実績のうち主なも

のは次のとおりである。

研究関発資関係では，深海調査等のための6500

メートル潜水調査船支媛等紛舶の建造契約を締結

し.65年度完成をめざしている．また，ドルフィ

ン3K運用のための 『なつしま」の改造等につい

て契約を締結した。

業務運営費関係では．例年どおりfなつしまJ.

『かいよう」の運航管理聖業務，「しんかい2000J 
の中間検査工事等について，また．本年度は，補

正予算成立により共遜施設等建設費関係でVAX

8800システムの.備等の契約を締結した。

なお， 58事業年度以降の契約実績（支出原因〉

は~－ 3 のとおりて・ある。

表ー 1予算推移

'110 
〈且位：億円〉

104 
』00•·

：！！？｜｜ム：：：1:::r：：~；：：r::r::i~：：r:::r:：~i::1:::
。

62 63年度59 ω 61 

ロ
菌

表－2 出資金の治加状況
〈単位：千円〉

区 分 61事業年度 構成比事 62事業年度
栂成比S事

開 ω 

政府出資金 40.677,192 99.9 49,422,192 99.9 

民間出資金 30,000 0.1 30,000 。l
u 40,707,192 100 49,452,192 100 

-4 -



合 1十 段lt・監理及び工事契約 物件その他の契約
年度 備 考

契約金鍬 件数 契約金額 件数 契約金額 件数．

(4,770) I 件200万円以上

58 の契約金額及び契約

2,526,716 127 746,196 19 1.780,520 108 件数

(4,555) 2. l I内は．金契約件

59 数

2.002.40 I l 31 296,955 15 ),70 5.446 116 
3 ~吏契約件数は除

(4,482) く

60 
2.638,168 I 14 286.220 8 2,351.948 106 4. ⑫Ii債務負但行ぬ

1⑬ 2,475,000 
(4,393) ⑪ 

61 2 12,475,000 2 
3,987,127 107 179.285 17 3,807,842 90 

(4,647) ＠ 
62 !:o~ooo 6,200,000 

9 521 165 5 l l,720 32 2,983,80 I 133 

袋一3 契約（支出原因｝状況年度j!IJ撤移 〈単位：千円〉

4. 土地と建物

{1）土地

昭和47年 4月．園から神奈川県横須賀市の国有

地 40,169.57nlの現物出資を受妙た。 また昭和55

事員長年度以来工事を進めていたセンター地先の埋

立工事は．第1耳目埋立工司I分として昭和57事業年

度IC18,391.84nlを綬工させ， 昭初58lJi幾年度！ζ

は国から855.99nlを餓入，更に昭和60年5月ICIま

m2期埋立工事分として4,518.93nlを竣工させ土

研究施段等の重量棚状況 （単位： nl)

幾康区分 越感稲積 ~備年度 建屋区分 悠館街積 型車備年度

海中環境訓練実験棟 1.586.64 nf 4年7年度度及び50 海底災験水梅線 622.33af 5が芋度

海洋工学練 1,535.54 
47年度及び52 情 報 棟 796.50 51！手l.!l'.
年度

潜水伎術観 430.29 47年度 特 JllJ 食 ~ 198.69 " 
ユーテ受ィ電リ所ティプラ 330.00 H 動物シミ a レF タ棟 202.05 52年度
ント・

泌王手工学実習練 584.88 • 動物実験棟 754.84 54年度

海洋工学lll験場 3.00000 47～48年度 潜水呼吸器訟験室 54.08 55年度

潜水訓練プ m ル線 1,569.57 6年度 潜水調査船整備湯 1,254.72 58年度

ガスパンク練 309.33 
錦年度及び53 海洋実験織材保管庫 112.18 59年度
年度

廃棄物処理練 153.90 48年度 治水線査船’E備湯変 72.0 62年度
電線

共同研究・研修筏 2,249.93 49年度

合 It 15,817.47 

g
J
 



研究.段司，12aim

地の合計面積は，63,926ofとなった。なおζの埋

立地と既存地豊富との間に，段差が生じていたため．

既存地盤の禽上げ工事を61～62年度で実絡した。
｛創建物

建物については，下袋のとおり昭和47事業年度

から順次整備してきでおり，昭和62事3単年度まで

の各議研究施設等！9t車延べ！5,8!7.47nfとなった。

5. 国際交涜

当センターの研究開発の対象である海洋は広大

であり，海洋の開発利用は多くの分野の科学技術

の有機約結合なくして実現するζとはできない。

とれらの科学技術のすべてをー闘で側発してい

くζとは図簸であり，世界の各国はそれぞれの社

会的・経済的要務IC応じ．量点分野を定めて海洋

科学技術の研究開発を縫進している。その中には

我が国の海洋開発IC事lj.Jflできるものもあり，また

逆に我が図で推進する海洋科学技術の中には国際

的Iζ寄与できるものもある。 ζのため世界各国に

おける梅洋科学緩術の研究開発の動向を知り．当

センターの研究開発計画を立案する必要がある。

かかる観点から当センターは積極的IC国際交流

を推進し，他国の海洋！と係わる研究開発の動向の

把握，国際飽カIC努めている。

昭和6拝度当センターの実施した主な国際交流

は以下のとおりである。

(1) IEA （国際エネルギー機関〉の共同プロジュ

クトとしての波力発電の研究側発と成果報告

(2) 天然資源の開発利用IC関する日米会議（UJ 
NR）海洋資源・工学縄護委員会（MRECC)

治水技術専門鄭会（D/p）第9回日米合同部

会開鍛

(3) 筒太平洋における海洋プレート形成績〈リフ

ト系〉の解明IC:関する目仏共同研究

(4) 日中共同黒潮潟盗
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(5) 米包ワッズホール海洋研究所との悔カ関係樹

立のための了解事項覚書を締結

(6）地獄将学国際シンポジウふを科学校術庁，字

宙開発事業団と共同で繍催

(7）外国出猿．調査団．長期海外研修．海外の研

究者・技術者のt百へいについては資料5『外国
出猿等jのとおりである。

(8）外国人来紡者については資料8「見学者」の

とおりである。





第2:1医研究開発

海洋鈎発の範囲は極めて広く，多くの分野を含

んでおり，それに関連する研究開発は広鎚多伎に

わたうている．

そ乙で当センターでは．前年度IC引き続き，民

間企業にあまり期待できないもの．富家的見地か

ら早急1ζ鱒発を襲E脅されている先行的な技術につ

いて研究開発を実施した。

1. プロジェヲト研究

( 1 J深海調査研究

期間： l沼狗57年度～

担当額1：深海研究費事

乙の研究は，曳航式深海潟筆システムによる広

織調査，並び？とζれまでの潟査資料をもとにして，

fしんかい2000Jによる浴航調査を行うζとを併
せて目的として笑絡するものである。

潜航潟査は，昭和58年度から本格的κ始められ
て昭和62年9月Kli300回を超えた。昭和61年度

以降φ5ヶ年間について，新たfJ.量点潜航潟盗話事
績が選定されて調査が実施されつつある。本年度

の潜航織ままlま5月の相様湾IC始まり．伊＂§.諸島，

沖縄トラ 7，日本海，駿河湾そして再び相模湾周

辺で行った。

組織湾では乙れまでに存在が判明していた西側

の4列島沖lζ加え，東側の沖の山堆でもシロウリガ
イなどからなる生物鉾集が発見されるなど，生物

＊••付近のマンガンJジ；，－ I』

学的，海洋学的ICも興味深い成果が上りつつある。

曳航調査は4月の相模湾，伊豆諸島北郡ll始ま

り，南鳥島周辺海緩で行った。筒鳥島周辺ではコ

バルト1q富むマンガンクラストやマンガンノジa

ールの存獲を確認した。

潜航潟査の結果は， 12月にシンポジウムが俄さ

れ22舗の報告があった。乙れらを試験研究報告の

特集号〈第4号）としてまとめた。

(2）有人潜水鱒査船システムの研究開発

期限：昭和52～65年度

担当部：深海鮪発後術部

ζの研究は，現在運航中の fしんかい2000」及・

ぴ『なつしまJの機能向上等を図ると共に，開発

建造中の 「しんかい6500Jを含む深海潟資総シス

テムの安全等を目的として笑施するものである。

本年度は次の事項について実施した。

I) 2000m潜水線蒼鉛システムの就航後の工学的

評価等｛サブシステムの長潟命化のためのデー

タ収集及びS審査観測機器の開発〉

閣 7-

①昭和57年の就航以来発注したal(陣Kついて，

まに寿命・耐久伎の観点から調家，分析し，

採られた対策1ζついての検討を行った。また

故隠と関連するサブシステムの述泡B寺実施し

た信頼性評価のフォロー，見直しを行った。

具体的内容は次のとおりである。

ィ.rしんかい2000Jの事飲・敏筒状況，原
因潟2ま・処ill内容及び対策滋びICfしんか
い6500Jへのフィードパック毒事の調査分析

ロ・関速するサブシステムの信頼性野領（FM

EA：放隊モード影響解析〉及び整備保全方

法の見直し・評価検討

②調査観測機器としてのロックドリルの総動

llは，観測機器用電源でIi容ii不足のため，

水中役光器用電力が使えるよう改造した。主

な改造点は，駆動篭圧を28VからlOBVにし

たととと．起動1'iittを抑えるために電波制限
回絡を開発したことである。

2）安全性ll鈎する研究（内外情報の収集潟査〉

OT C・87＆ぴ海洋続発関連企業調査団等ll#



加訪問し，各療情報を調書を．収集した。また．ζ

れらの結果をまとめて発表・報告会を開催した。

(3) 6500m潜水調査船の開発建造

期間：昭和61～64年度

但当部：深海開発技術部

ζの研究は，昭初64年度建造完了をg綴tc，過
去の各積研究開発κ2基づき昭和61年度より実施す
るものである。

耳目和61年度1q基本設計を終了し，建造IC着手し

たが，本年度Ii｝婁迭を本絡的』ζ縫進し，詳細設討

をほぼ終了するとともに， E詰圧殺をはじめ各種の

簸Z重機器の製作．当センターの高庄実験7)(.J曹等を

使用しての耐水圧.i'@;Jk圧下動作試験．及び水中

雑音2十iJIIJ等の各緩特殊紋般を笑絡した。本年度iζ
製作終了した主要なものには下記がある。

I ）耐圧殻

内後2m，チタン合金（Ti -6 Al -4 V, ELI ) 

豊臣のE事裁で，半Eま2徳を2置子ピーム浴緩して作製

した。なお耐圧殻の耐水If試験Ii，米国のデビッ
ド・テイラ－車監鉛研究側発センターの高圧涼験水

槽を使用して行った。

2 ）各事E膿装－~

① インバータ・制御街llまチタン合金事選耐圧g

...タ・2ンピ8・・＇ ’－タonピ．ータ
... lb2 

a老雄舘 a

四
国
四
日

。－1,,:,, ~·， 7 ふγ トワ・ク

，.＿＿.，，，ル，νぜ..-1 

誌に収納，主回路部iま油潰絢圧方式

＠ 主配電車産：油漬均庄方式

③ 推進傑縦装霞： ；主推進若草．垂直スラスタ．

水平スラスタ〈泊量豊富量動機による電気後進方

式〉

＠油圧ポンプ：筒動140kgf/cm以12£ /min 

③侮水ポンプ：in動685kgf/cm2x 6 £/min 
⑥音響緩器：周期ピンガ，音響測伎袋霞.jrij 

皮 ・ 上方監筏ソナー，水中遜#ii~

① マニピA レータ： 7自由度，？スタースレ

ープ方式

③ グラパ： 5el由度，ジョイスティッ夕方式

③ 綬話事jソナー：超音波式（水中映像表示裟霞）

⑬水中テレビカメラ：旋回術仰式× 1台，図

定式× 1台

潜水弱音E紛自体iま63年度来ICは完成し， 64年度
』ζ母紛との結合作動試験・海上公主式等を11う予定
で‘ある。なお名称は一般公募1ζより「しんかい6

500 Jと定められた。

(4) 6500m潜水筒議船支彼等船舶の開発建造

真理 問：昭和62～65年度

!fl.当部：深海開発緩衝都

ζの研究は．昭和61年度IC実施した 「6500m 

支媛等船鱒のLAN(L。同lA阿a Network）システム
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潜水調査紛支援等船舶のit題検討Jを路まえて，
向紛紛の開発建造を目的として実施するものであ

る。

今年度は本開発建造の初年度iζ当り， 6500m 

潜水潟査船支援等船舶の建造を行うための伎術仕

様舎の作成及びζれに遜づく務縮設計を実B在した。
また，乙れに号l続いて建造iζ箸手し，主IC紛体プ
ロァクの製作，終戦及び搭載綴器の製作を行ゥfこ。
本船舶の主要131ま下認の巡りである。
長さ×樋×深喜： 95mx 16m x 7. 3m 

総トン数：約4500トン

速 力：約16ノット

乗組員数： 57名（母船来組員・ 27名． 運航

委員： 18名，研究員： 12名）

推進方式：可変ピッチプロペラ×2純

主題韓関：ディーゼル機関3000！馬力× 21基

また，本船紛の主な特徴I立以下の通りである。

I ）音密機器性骨量Iii保のための績低級王号化

2）コンピュータシステムによるインテリジ忌

ント化（LANシステム，図多照〉

3）尊重水調重量船経＊傷収作業の効E事化及び合理

化

4）管轡及び；≪波泌i伎の高務lJt化

5）マルチナPーピ－In音轡成j深設置等を朗い
た事前調査の効率化

おお，本総勉i主将来10000m級無人傑まま機が鯵

載できるよう配慮されている。

(5）救幾・事前調査装置の繍査研究

期間：昭狗62年度～

l!:！当部：深海開発技術誌

ζの研究は6500m潜水車車窓紛「しんかい6500J

の潜航海繊の事前潟査及び万一の場合の救灘を目

的として支援等紛紛 fよζすかJIζ俗載すべき救
簸・事前潟:i!i装置の研究開発を推進するζとを自

的として実線した。

まず，今までにt世界で開発した，または開発中
の大深度用の需要人話番水機について潟筆検討し多考

資料とした。

支緩等船舶「よζすかJIζ繕載し運用するため
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IC必要な条件．空間， E監1量的婆~も検討の上要求

性能2震を作成した。

最大使用水深10050mで計歯されている乙の装

tilζ使用するためのケーブル．各種センサーにつ

いても調査．検討を鍾ね概念投計のための仕織を

決定したが上認の鴻重量，検討のほか fしんかい6
500 Jの救難方法の検討にも予期しなかった時閉

そ要したので，概念設計の実行については63年度

に2基本絞計と併せて実施する乙ととした。

16）水中画像伝送システムの開発

期間：昭和60～67年度

担当爺・深海開発伎術部

乙の研究lま，潜水潟議船のお筆効率の向上のた

めに，潜水潟査紛で得たTV薗像を，音響信号iζ

より母船上に伝送するシステムを開発する事を8
的としている。本年度iま，主tζ次の君事療について

試験を実施した，

1)カラー画像の伝送試験装置の製作

前年度までの銭験結果を援にして．できるだ

け鮮明ti,カラー画像を伝送するための試験装滋

を製作した。裟鐙のまは諮元は次のとおりであ

る。

①伝i珪方式：ライン鰍次伝送方式

②表現色（R×G×B): 256 x 256× 

256色

③ 函紫数（指定×検〉 : 256×256薗素

＠伝送速度：約40秒Ii扇面
2) P SK （位縮変潟〉方式の検討

伝送速度の高速化と伝送エラーの低減のため

にPs K変潟方式による基世量的なデータの伝送
の検討を行勺た。

3）海上紙験の苦言絡

昭和62年5月及び10月IC遠州調書沖の水深4000

mの海域で伝送波量産を実施した。銭験は．昭和

61年度IC製作した音聖書信号伝綴試験装置を使用

し．音響信号の送放には， 61年度〈共同研究：

広キ帯域送波書号の開発） IC製作した送波器を用い．

以下のような結果が｛専られた。

①伝送悶期方式I＜－より.25kHzの周波数で



ss B方式において，水深方向綾大3,500m 
の路線で．非常1<：：良質なカラー箇像が得られ

た．｛悶1) 

＠ 独立同期方式では，紛の揺らぎによる送受
波~問の綬隙変動fl:よって，画像のfilがlj!草野

fl:現われるζとがわかった。 （図2)

図1 伝送開綱方式による受信画像

国2 独立同期方式による受信酒像

(7）無人探査機の研究開発

員耳 悶・昭和57年度～

担当部：深海開発技術総

乙の研究は， 2000m治水調査紛による潟査研

究をより安全かつ効果的1ζ行うために，潜航海媛

の事前~蒼や数量産等が可能な無人探査機を開発し，

機能向上等を行う事を目的として実施するもので

ある。これまでに組み立て，陸上紙験及び海上試

験の一部を終了した。本年度は以下の項目につい

て実施した。

1 ）「ドルフィン3KJ海上試験

全体システムを「かいようJll:絡載し， 5月と
8月ll:海上試験を行った。 8月の海上認験により
試験再員自がすべて実施できたので建造者の三井造

総〈株〉から受領し，引きつづいて当センター職

員による運用訓練を行った。シロウリガイコロニ

ー害容のある沖の山地で6回潜航し連用の練度も向

上した。

2) rなつしまJ改造．「ドルフィン3KJ裕裁
62年12月から63年1月tζか砂て「なつしまJを
改造し「ドルフィン3KJシステムを答書店するヱ

療を川崎重工業（株〉の神戸造船所で行った.fな

っしまjの左舷告書艇甲板を2田強り践して「ドル

フィン3KJのウインチ等を搭敏し．新たにダシ

パ目付の着水・錫1皮裟健を製作しAフレームクレ

ーンの下ii::iiり下げるようにした。第唱え完了後ド
ックにおいて試験及び訓練を実絡した。

3）海上試験及び適用訓練

63年2月tζ駿河湾において fなつしまJIC｛書滅
後の試験及び適用訓練を~Ii在した。渇況は惑か勺

たが12悶翁航し， fなっしま」による運用にも留

熟した。

4) CTD~鑓の製作
『ドルフィン3KJ機能向上として．寝分，水話l,

深度をZ十測するためにCT D袋訟の2主計と製作を
行勺ている。

沖ノ山雄のシ白ウザガイとマニピaレータ
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「なっしま」塔鍍後の「ドルフィン3K』爺・織~間練

(8）海洋エネルギー利用妓衝の研究開発

期間：昭和52年度～

f目当部：海洋側発研究SIi

乙の研究は，ま王様約な波力発Z電Z高官立を開発する
ζとを目的として実施するものである。

これまでに，f海明J!l'J波力発1aシステムの最適化
及び経8毒性について検討し多くの成袋をi尋た。ま
た照時iζ実施したIE A共i号研究により海外の緩

力発'iUIζ関する負'if!な情報を入手した。

そ乙で， ζれまで成業．情報を集約して，商売1・
E事I攻エネルギ一手IJ!'IH査績の研究開発ぞ実施した。
本裟鐙Iま波の方向IC対し織1§.き型装僚のため， ζ

れまで以上に波の方向．被駐車の長さなどが符牲に

大きく影響するため，ノルワエ｝の研究所の協力

を得て． 三次元不主足跡l波中における燃費2実験を実
線し基本的な4幸俊を解明した。また本毅還はf.j.体
式であるため浮体構遊物として諸問題についても

検討した。

本裟霞の特徴は波エネルギー変換効率が渇く．

かつ装霞の背後海島棄を傍穏化ずるζとができる浮

消波混としての性能も備えているζとであり，広

範！J.利用が考えられる。

寓効率波エネルギ－ilJI肩書量憧
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(91海滋制御彼術の研究開発

鈎間；昭和61～66年度
怨当留l：海洋開発研究部

乙の研究は．外海It語した開放性海岐における

沿岸海滋の総合的利用のために必皇きとなる技術の

開発を目的として実絡するものである。 ζのため

海中構遊物lζよる波浪制御技術として．投水平板

による波浪集中技術を研究開発し，さらに集中波

を効率よく吸収する治波吸収Z菱電．立Eびiζ波浪エ
ネルギーを利用して16着によって泌級制御総造物
を経済的に布再築するt支術を研究関発している。
本年度比笑施した研究項目と内容は以下のとお

りである。

I ）没水平仮Iζよる波浪集中技術の研究

三日月型没水平4置による波浪集中装置を沿岸海
減iζ役目置するζとを想定してZ喜志店主計を行ゥた．

設置E話量級を水深20mとして， 日本海に面した海減，

太平洋岸，湾内のそれぞれにおいて代表的な潔縫

条件を設定して，級品量級武及び建設費等を検討し

た。没水平,Iiの材料としては，コンクリート及び

スチールを後合して使用するものとした。没水平

仮の支持梅造は検討の絡巣，統武とした。本袋震

の設計では波力による杭の~I絞力に対抗するため，

没水平・4臣及び杭のEl~を大きくした。

没氷平叙装置の段ltf!J

2) ii皮カ利JH'1遍翁妓絡の研究

波浪エネルギーを利用する'ill穏技術の研究開発

のため，山形県証書問市由良漁港において小型波力

発電装億！とよる111:l費実験を行っている。夏季を除
くお発電時期には，古屋着量は多く，しかもカルシ

ウム分が多くて硬い電器物が形成されている。 j皮

カ和l閣の電器物は．出力の変動lζよゥて軟質と硬

質が交互に積層される傾向があり，乙のような7

孟ージング効巣を活用する通電制御システムの研

究関発を行っている。

(10）海洋観測妓衡の星野突開発

期間：昭和52年度～

f旦当部：海洋開発研究都

ζの研究は，地縁全体のE軍境変化を支配する大

きな婆悶でおる大規績な海洋変動現象の実態の氾

燈とその変動繊摘の解明Iζ有用な海洋観担1Jt宣衡の
確立を目的として実施するも’のである。乙の研究

開発は． I ）海洋立体綬測. 2）海洋広級銀首相；J,

3）海洋自動観測. 4）海洋観測のシスチムイヒ．

5）海洋変動シミ A レーションの各校術の研究開

発から成り立っている。

本年度は， I ）項では．航走塁2観測技術として
前年度ICつづき，海里F通信衛易経由でm11'A:データ
を紛から陰へ伝送する妓術の開発を行い， 三陸沖

での海犠実験＇＇て実 m:試験を行った。
また，浅海績のill）深及び蛍光綬測を自的とする

紛紛俗載型話ij1tレーザ測定装鐙の紙念設計を行ゥ

fこ。才、オディワム・ヤグレーザ光線の第2品高調波

(532回）がiJIIJl//1lC，第3a高調波（355阻）が蛍光

担l))i'.Iζ利ffJされる。

2）項では.11,J年皮ICつづき．航空機による海

面マイクロ波放射観測を紀伊水道で実姥し，必婆

なデータを取得した。そして，今後，航空緩や人

工衛産のように動経する飛均体から観測を行う場

合の動機の彫響を補正する方法を中心とするデー

タ解析法を開発した。

3）項では，沖の鳥居主を長期途銃自動観測技術

開発のポイントと~め，簡易型自動気象 ・海象観測

袋鐘を役躍した。絡エ：r.事では，環礁内のコンク
リ｝トプロックょに高高等7mの鋼管製のタワーを

建てて，上積llζ風向，風速，気温．気圧，湿度，

自身t放射測定装鐙を取り付けた。また．海象観
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議l問主践としては環E院内lζ波長草tt.続i勾t流速tt.持現
役itを投銭し，計測を開始した。

環機内コンクリートプロックょの気象観測タワー

4 ）項では，析しい草！l.i別手経も絞り入れながら

誕百洋級制技術のゾステムイtを試みるとともに．黒
潮流滋のエネルギー把擦の袋縫とはるif•ir.羊術品主の

研究を行勺ている。

本年度i孟．長iUl防ICわたる主黒潮流mの変動と陸
棚縁辺媛の氷lJll混合をii点的IC！悶望ました。東シナ
海で31自点fl:係留2主流i車Z十を設Zをするとともに澄

子島東方と石鹿島~t;羽海奴でスライド式曳総体に

よる後深君主域のお節度観測を笑，~，した。

(11）潟水作業妓街の研究開発

j切 tb1 : HHfUSl年度～

i且当笥I：治水f虫fヰi昔！I

ζの研究は．大縫械の開発Iζ必交ーな共i鍾f支持iで
ある，人間が潜水裟鐙により治水して~jrj:I作業を

frう潜水作業システムについて．シートピア計画
による水深100mまでの研究成集を織まえ，水深

300血までの治水作集システムの開発及び~井Ht

を白的として策絡するものである。本年度ば玖：の

事項ICっき~~した。

I ) 300 m治水作業νステムの研究開発

① SDC・DD C保守管l1ll及U!el品

イ．「かいようJ搭載のSDC•DD Cシステ
ム及び関連諸袋議ICついて，保守管illl~笑

側 13僧

5起するとともに裟震の性能向上を自がjとし
た炎治裟銭の改造等の増資備を~犯した。

ロ．大循様式荷重7)<1lif.O及袋畿の研究開発

SD Cl求書2のダイパー l名分の大循環式

治水!If-~装置ー式を製作し．実海域におい

て水深200m及び300mでの有人による矧：

能篠認、紙重量を1l!hi§Lt.こ。さらに非常期呼吸
袋鐙の装備を実施した。

@ SDC·DDC~泌緩実験，ダイパー主主員

訓練・ SDC • DDC システム ICよる笑海域笑

堅実はDp S状態での200m予備5芸術者Y.,200 
E災海峨実験及び300m予備~y毎減実験を~

絡し.300m災海草！（~署長fl'.必袋な絡事務のぬ：

認を行い， 実験の安全~胞に対して見i溢しを

1｛！.た。

2）高H；環境下における主主.f1ll，心恕IC関する研究

① 動物シミュレーνョン実験

潟B:環境（51ATA H「ぬで02.Hc-02, 
l～1 l・ATA空気.He”02）下でネコ，ザJt,,

ラットtζよる動物3軽量全を動物シミ a レータ．
＆び小型動物チャンパーにより笑施し．ぬ添

加のii;轡，呼吸機能への影鍔．減庄気泡の検

知手法等Iζっき知見を得た。

大循IIへルメ.，トと深々 度用非常呼吸装Ill



②街人シミュレーション~望書

飽和治＊＇とおける J.ill庄時11:発症する高圧神経
怨候群（HPNS）の発現機序のj解明と対flE法
についての知見を繰るため 180m綴待問治水を

実施した。さらκ飽和治水妓衡の実Jfj性向上を
包的としたエクスカーゾヨン潟水実験を実施し

た。

3）研究開発用施設整備

①潜水シミュレ由IJ一筆備

潔生産コントローノレ袋縫の増設を行った。
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②動物シミュレーター整備

三穣混合ガス加圧迷安定ラインの増設を実絡

した。



Z 特別研究

( 1 I教重量・事前”査装置用大深度光 ・電気複合ケ

ープルのtit作

期間：昭和62年度

但当部：深海開発伎術部

ζの研究は． 「しんかい6500Jのために計画し

ている救鑓・事前B事録祭賞の開発IC先立勺てあら

かじめ乙れに対応できるケープルやケープルスト

ップの基本的伎衡を磁立しておく ζとを自的とし

て実経するものである。

10050mという大深度で計画されている教簸－

g前調査装置朗ケープルICついては，機械的強11.,

耐圧伎のみならず，送られる電力.i昌信の貨と質に

ついて厳しい性能が要家される．との，，.ープルIC

対応できる筏術はまだ完全にはS直立されておらず

また．短期間での開発は緩めて図幾であるのであ

らかじめま刻字を行い実用化の見通しをつけておく

必要がある．

救童E・事前.筆書室置の潟査研究の過程で全体シ

ステムの検討の中から主主作1ζ必要はケープルの仕

機ぞ決定し紋作を1Tう予定であうたが，救縫・3事

官官潟貧富喜遣の調査研究が遅延したためケープルの

仕織は作成できたが．鼠作の発注にl主主らず＇63年

度に行うζととした。

(21大気庄海水システムの..研究

期間：昭狗62～64年度

但当事事： 治水妓術部

ζの研究は．昭和59～61年度に実施した経常研

究で， 一人乗り．寄書官．大気圧潜水システム（O

MADS）を開発する乙との意義が大きいとの判

断がなされた総』院を絡まえて．今後プロヅェクト

研究としてOMADSの開発・図E量化を実織する

にあたり，更に必要紘基礎データを得る乙とを目

的として~－するものである．

本年度Ii，次の事項を実施した。

ニュートzーツ

1 ）現状縄査

OMAD S関連の文献 ・特許の収集袋理及び

邦訳を11い，次年度以鯵IC予定しているOMAD

SIC関する分析 ・ 評価が~，誌に行えるようにre備

した．また， OMAD Sを圏内で使用するにあた

り，圏内法線の連用を受砂るζとにはるが． 現時

点では適用すべき妥当な圏内法規を見出すととが

できないζとが判明した。 OMADSの開発と並

行して法的態備が必要であると判断される．

2）婆索後衡の研究

OMAD Sの重要要素緩衝のーっとして，環境

制御を取り上げ，超狭俗空間における呼吸制御量産

獲の概念紋S十を実絡した。 ＆年度以降IC, ~!rlレ

ベルでの実験を実施し，tま術確立に資するζとが
必要であると判断される．

3）研究会κよる総合評価の研究
外illl~員14名より車種成された研究会を遜して，

OMAD Sの重要性． さらに開発・国産化の必婆

伎とその愈袋付けが明らかとなり，そのための効

果的江揮を途方法．その他今後取り組むべき指針を

明確にするζとができた．
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主経常研究

(1) 海水とIE鍵との相互作用の計測手法の研究

期間：昭和60～62年度
担当部：深海研究部

との研究は．深海底Kおげる減れとそれに伴う

店主質形状の変化を観測し．海水と底質との相互の

働者の前係を解明するための計測手法を工夫し．

観測する乙とを目的とする．

本年.~は• A彊菅波ii遥It.アーンデラー滅逃Jt.
~i毎カメラ ・ ストロボ， トランスポンダ，プイ等

を取り付けたフレームを駿河トラフの水深1970

田の海底IC紛上より自由ii下させIll'.憶し. 3自後

』E「しんかい2000Jにより股鑑状況を観察した

後K，紛上からの音響信号によりti量を切り厳し

浮上させ回収した． ζれにより．今後の長期間の

連続敏治iのための基本的は役目E回収技術はii立し
た。

観測結嬢より．織汐に対応していると恩われる

周期的f,il,lfれが存在し，掻大1以前後の強い涜れ

がIt測された。海底面の写実では強流による洗舗

の機予を捕えるζとができた。

1988年10月29a. 22時09分織’E
石の周りに，：.ilれによる洗纏が見られる．

(21 フィリピン海北鋪鶴の深海微細他形・勉貿信

迭の研究

耳目 問：思表制～62年度

担当ffl：深海研究錦

この研究I!,7 ，（リピン海北端邸である縄線if;.

駿河湾．遺州諸量及び伊豆鎗1/,周辺海織において，

『しんかい2000Jによる治銑第筆や．その予備調

査によラて得られる深海底の微細封書形及び締造花

関するデータを集積し．海底精官官図としてまとめ

るものである．さらにζれらデータを穫にして，

乙の燭辺の厳近の地鍛変動について考察するζと

を§9<）として笑絡するものである．

本年度は．昨年/.llζ引き続き．ソーナー紀録や

ビデオ・写真紀録等の繍正及び解析．分婚を行い，

さらにも草取した銭斜の分針及び向)i!,§IIを行っ

た．また，とれら多量の情報を速やかに倹索でき

るパソコンレベルのデータベースシステムの梅築

とプログラム作成を行い，さらに過去のデータの

入力を実施した。

本年度の特筆すべき成果は．相模湾束事B神の山

雄のシロウリガイ務9院の続$11査と，八丈島周辺

の海底火山活動の縛牽である．

(3） 濠海曳航システムを用いたI(科書Ul!~監の嶋発

期間：Z週初61～62年度

但当部：深海研究郷

との研究Iま．深海曳航itカメラシステムに銀事E

~を 15，臨し，紛上での深海テレピ薗像のワアルタ

イムの観測の後，進傭録作で採泥~を1W下させ，

岩石及び堆積物をサンプリングするζとが可能な

装置一式の開発を行うζとにある。それまでに誌

作製としてのま霊泥器切厳し装置及び間宮章子制御811

を側発し.；軽海織での鼠般を実施した．

本年度It，安全かつ信頼性の為る性能ぞ宥する
よう切荷量し量産置の改良を行った。また， flj@ffの

多様化のため，新しく録制E器を自書入するとともに

その銀泥容を水中で巻きあげるモーター及び制御

回路の作成を行令た．乙れによって2つの保留E繕
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を同時繕載して2点で係泥ができるようになった。

そしてζれらのうち，一式のみの製作ではあるが

商店も鳥周辺の海山続においてコパルトクラストや

マンガンノ :J品 ールの縁取に成幼した。

(41 カメラ曳航体の視野拡大等による機能向よ化

に関する研究

期間：昭和62～64年度
担当部：深海研究鶴

乙の研究は， g/.有のカメラ曳航体の綬苦言視野を

鉱げ調査効率をあげるζとと，曳航体の高度．深

夜情報や水滋．導1ll率等のデータをリアルタイム
で船上装置に伝送するととにより調査精度の向上

イむを計るととをg的として実施するものである。
本年度iま，カメラ視野拡大Iζ関するシステムの

検討，及び試験装置を作成し，陸上での各穫銭験

を行った。また．曳航体の深層！＇.. ＊温.i;揮官Ii）事デ
ータについては．送信郎と受信書Bを製作し.lllE有
のCT Dセンサーを曳航体le:終電車し，ビデオ信号

と同時にデータ伝送が行えるように改善し.j定際

IC深海綿奪で使用している。曳航体の高度デ｝タ

については，局波数約120kHz.分解能JO冊以

上，最大測箆総30血以上の超音波式高度計本体

を製作した．

(5）深海生物の生態縞査とサンプリング法に興す

る研究

期間：昭和62～65年度
但当節：深海研究稼

乙の研究は， fしんかい2000」やf!l航式深語単調

査システムJによる深海調査研究の結果蓄積され

ている深海生物のデータモ有効に生かし，吏K詳

細な研究を実施するための深海生物用採取機器や

生態潟査用機器等の開発・袋6簡を'rtうと岡崎に，
深海生物の生悠学的研究を行う乙とを目的として

いる。

本年度は，主として水産資源としても有用なベ

ニズワイガニの生態調査の一環として，領鈍音収

録装置の開発を行い.rしんかい2000JKより実
海犠試験を行った。その結果．ベユズワイガニの

級車耳音が収録され，そのm飽音をベニズワイガユ
を飼育している水槽内IC放奮するζとにより貧!Ii
f,t生態学的データを得る乙とができた。また．梅

線湾沖／山堆におけるシロワリガイ群集の生態調

査を実絡し．深海開発技術訴が開発した保圧回収

裳遣を利用して水害事1100mから生きたヒパリガ

イの採取に店主JJ.うした。

(6）潔海微生物に関する予備的研究

期間：昭和62年度

t邑当苦Z：深海研究部

との研究は．今後セ＇／ '9ーが深海微生物研究を

行うためのお本計画資制作成，昭和63年度より関

給される予定のf深海鼠料の保存及び深海微生物
の培養に関する葛健研究」のための基盤獲備及び

深海微小生物研究連絡会の関催を行うζとをB的
として実施するものである。

1基本計画資料の作成主して，センターの待つ深
海調査・開発技術を有効に利用し今後センターが

深海微生物花関する潟査・研究及びそζから派生

するであろう応用研究・利用という新分野を展開

していくための裳本計画資料作成及び深海微生物

IC関連する資料集の作成を行った。

2基礎研究のための£§1'f備として，深海試料保
存1¥(及び忠告j養護〈合無菌室〉からなるコンテナ，

落射蛍光顕微鏡，超低温申書.ml1l器等を豊富備した。
深海微小生物研究連絡会を6月， 1fL 3月IC

開催し，深泌微小生物の採取，培養等について情

報交後を行った。

{71 キャピテーション抑制と海中放射雑音の量産音

に関する研究

期間：昭和61～63年度

担当部：深海開発絞術部
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ζの研究は，流れの！I，れが気持当者を生成すること

にようでキャピテーションが発生するという仮設

を＆＼IC，キャピテーションの抑］龍！Jと海中欽射錐音

の遮音I（関する実用的は方法について研究するも

のである。

前年度IC{専られた，渦Iζ大きは音響滋袋能力があ

るという笑聖書結果1ζ主主づき．プロペラキャピテー

ションへの透I自について検討したが，プロペラj司

闘の絞れが非常・1ζm雑であることからこれ托つい
ては見合わせ，代りに派場がlt絞がj単純なき型車送

証主総への適問について考事実した。 i&I去の多くの研
究者による研究結果も本仮設により卜分説明でき

るので．本年度l:t.』庇れのゅは乱れや泌の発生を
鈎えるために高給性ililを憎い，かつ綴動猟鋭部で
の綴4誌を小さく！印える1正法総局ケースを製作し，
また｛吏湖するお紘性ilil&:lllζ微細な気泡が存在する

と容易にキャピテーションが発生するζとから．

真空鋭気と走塁声高圧印加による滅淘袋鐙を製作した。

送波書量ケース 滋泡装置

181 自航式ピー？JI,の鈎発に関する研究

期附；昭和61～例年度

但当総・深海開発妓術部

ζの研究は，乙れまでに開発してきた「ホーネッ

ト500J（水深500m.で使用できる自航式無人潜水

機）の実用化をl刈るζとを包的として実織するも

のである。 61it:oc ,, 1:1: rかいようJで水深100曲
までの試験会｛すった。

今年度は，その第2年度として，伊豆初島沖の

水深200mでfiわれた潟水作業システムの実験の
擦に『かいようjで水深200mまでの訟験を行っ

た。また，ホー才、y トのコントロール祭遣を共f吉l

研究でB司祭中のUROV.Eflκi:',(進’し．ホーネッ ト

専用のつント口町ル装置を製作した。ホーネット

のための要素妓衡の研究として．海中でのt骨t~臣の

ためにレーザを｛吏mする事を検討申で小型の半自車
体括自主主ヤグレーザを隊入し基後的制定を行今た．

「かいようJよ恒吊下し中のホF ネット

(9）有~ii:無人潟水機におけるテザーケープルシ

ステムに関する力学的研究

期間；昭和61～62$/!r

I且当郎深海開発技術部

乙の研究Ii，街2主主主費量人潜水機のオペレーショ

ン最通化のためのデータ提供と．今後の新しいシ

ステムの開発におけるケーブルシステムの力学的

特性の推定をg的として実施するものである。昭
和61年度より開発してきたケープルシスデムのν

ミュレーシヲンプログラムにより，ケーブルの外

径， J.t'ii:'号単性係数などの議特性般を変化させた
場合のケープルの運動特性の精進，母船の運動tζ

Ii:'.対するケー？ル，特；ζ待索式無人諸事J)(機におい

て問題となる．ケーブル先端につけられた無入浴

水機の応答などについて，シミ A レーション計算

Iζより検討を行った。また．定常縫困曳航〈母紛

が阿局上を遜動する｝における系のふるまい｛凶

I ）が．母紛の水平方向の正弦的運動における系
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図1 館周曳航におけるケーブルカテナリ（2紋の図により立体像が機成される｝

図2 10 000m級無人海水織のランチャーに装備
された雛量産量事（権力400kgf)による移動
（カテナリI孟1000秒ごとに描かれている｝

のふるまいと類似している乙とに務包し，計算が

きわめて館1£置な．静的つり合い計算による系の水
平方向における動的特性の縫定を試みた。また，

締に深海Iiiの脊索式熊人潜水機システふでは，通
常ランチャーと呼ばれている中総務の泉たす建緩

としての役割が治水機の運動性にとって，重妥・で

あるとと，海Eまにおける無人機の移動性絡を向上さ
せるためIC，ランチャーIC推進穏を袋備するとと

が有効でおるζとなどがわか勺た。 ~2 は• I万

メートル級の無人潜水型車のランチャーに縫進袋畿

を装備した場合の海簸近くでのランチャーの移動

状況のシミ a レーション結果の－W!Jを示したもの

である。

(10)しんかい2000の解析等潟盗

Jill 1羽：ll!Un6Z年度
担！~告B : .i裂前i開発妓術総

ζ0）研究は，近年中tζ革主役後約10年を迎える

fしんかい2000Jの耐久性専の技術的自平価検討必；
びIC,6500m潜水調鐙鉛との関巡を含めた話器盗

観測ιーズの剥盗 ・島幸析唱をfrうことを目的とする。
本苦手.ffi:は， /J(の事項について実絡した。

I ）「しんかい2000Jの耐久性等の技術的務舗の

検討

「しんかい 2000J 耐久性を系統的に~筆研究する

初年度として，耐久性を評価するよで重姿なサブ

システム総裁の選定を行い．評価方法〈試験方法

等〉及びそれらの牢l）~i;懲について. i湾盗倹討を

した。

ケート潟沓

①深海拠資のニーズをより災体的IC1E'.~量的に

把鐙するζと。

＠ 「しんかい2000 J の回定装備機~及び各種
ベイロード機苦言者事について開発・改良ニーズ

を偲復する乙と。

などを包約として，総計約480人を対象にアンケ

ートおま監を実施した。
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(111ターミネーター型波浪エネルギ－JtlH目撃緩の

研究

期間：llr.{frJ59～62年度

総当部；侮洋開発研究郷

ζの研究lま，波浪エネルギー吸収効率がおく．

t満1度機能をも有l,.波の進行方向！と底的iζ空気室

を後数鋼連ねて係留する浮体式のタ・・ミネータ－

~ii浪エネルギー利用装畿の基礎研究を．水徳笑

験及び理t書検討により進めるζとを白的として笑
施するものである。

昭和61年度までの研究により．一方向規則lji!主ヰ3

における実験では. ~気~の悶陣誌を適当IC開ける

ζとfCより空気~~当りの波線エネルギー吸収効率

は， 三次元効薬iζより向上するζとが明らかにな

った。 しかし匂がら，一方向規則波中における結

果のみでは， Jrn量級にお砂る装置性能の~録的は

推定Ii困費量である。

本年度は.~陸海域波浪を再説した多方向規則波

中実験を実施し．その結果．ー方向綴目lj技中笑署員

とほぼ間程度．殺意のま貴鐙状態ICよ勺ては，それ

以上の波浪エネルギ一般収効率を程するζとが明

らかとなゥた。

今後，実瑚化IC向けて波浪エネルギー吸収効if,、
のみに答目するだけで恕＜. ~車置の安全性11:関し

でも十分fa.検討を笑施する予定である。

多方向不規則波浪中における実績

(12）浮体弐洋上定援総合実験墓地に関する研究

1!11 悶；昭和61～62年度

ttH当部1：海洋開発申f究部

ζの研究は，海洋笑験基地のニーズを明らかに

し沖合穴水深海減｛ζ設置する総合的伝海洋実験

基t也のコンセプトを明らかにする乙とを目的とし
て実施するものである。

話通洋実験基地の妓術的・経ll1i的な実現可能性を

検討するため，精進4葉氏・係留方式について潟資
した結果，海洋実験基地の洋上プラット7;tーム

として，設緩水深，館住性，荒天草寺のU/JIIJ・観測の
可能性．さらICは移設可能性等を満足するものと

して，緊強係留方式（TLP方式｝が飯沼である

ζとが明らかとなった。

TLP は大水深海織における石油生産問として

開発され，近年脚光を浴びてかる形式のプラット

フォ ームであり， 1989年にはメキシコ湾の水深

550mの海域IC絞舗が予定されている。本研究で

は， TL Pの開発綾織と今後の動向，さらに佼術

的開発課鍾を潟貸した。さらに海洋実験基地の利。

用方法花関しては，定点長期観測．海洋利用技術．

海中作業・居住妓術，海洋5主物和J.fl]妓術について

9司王量を行った。

(13)高鳴度光センサーの鈎発に関する研究

期間：11Bf06l～63年度
w.当部：海洋00発締究llll

ζの研究Ii，海洋フロント綾など7l<割程が激しく
混合し生物の生，E主性が高い領骨量で，積物プランクト

ンなどの微細な分布精造を迅速．かっ，定象的tζ

把t霊するための光センサーの開発を図的として実
施するものである。

本年度は，前年度IC行った婆ヨ軽々子及び基本構

成法の検討結果を£ICして，水中謝1の溢鍵テスト

周として，複数個の光源と受光素子を配111した水
中モジ...－，レの試作を行った。
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E定期した光源・受光壬ジ:i.-/1,とマルチモード・パ
ルス発生部

(141海中低周波音醤技術に関する研究

期間： S{l狗62～64年度
j.§当81>：海洋開発研究部

乙の研究は，広大な海中~聞におげる音響妓衡

による海中ザモートセンシング妓術磁'SLのため，そ

の基礎伎衡の研究を行うζとを8的とする。
本年度l丸低周波音綴の設計，試作及びその基

本特性の測定を行った。

主制下音源は共鳴型.250 Hzのもので．鉄バイプ

＆ひ’アルミニウムパイプのニ凝菱自の素材を胸いた。

特性測定の絡~，主量計仕様を満足しているζとが

確認できた。

指向性測定第備中の録作音源

(15）経常導の海洋利用後衛への適用に隠する続究

期間：昭和62年度

初当部：海洋開発研究部

ζの研究は，務総電噂材料を期い，海洋科学校

術分野へ適用可能性について語調査する乙とを包的

として笑絡するものである。

現写Eの~話量忽電il{.；材料のデ－ 11 は，持夜空主．安

定性害事のE量級を含んでいる。しかし， 5起用された

務会の社会へのインパクトは緩めて大きい。そζ

で以下の3段閉まで検討を進めた。

J ）従来超電軍事を例にとった超電導の裳俊妓街。

2）各分野iζおりる超'ii当事応用技術。
3）泌洋科学す責術flおbする超官量連事応朗佼衡の将

米像の緩l'i1!.
S車盗結泉より．鐙電器事伎術の海洋科学校術分野
への適m範!mlま広く．海洋エネルギ一帯IUl，海洋
資源利用．海洋空間事ljj:ij＇交通輸送， Z電力供給等

9分野にわたっている乙とが姥認され．また，今

後さらに鉱大されてゆく ζとが予想された。

(161潜水作業サブシステムの碁礎研究

期間；昭和59～64年度

鎚当部：滋水t支持j部

この出f究は．治水作業のま記念性・効率向上を局
的として， b、くつかの必鍵約事項について研究開

発を進めているものである。

I ）ダイパー支援装置（DOV）の研究

ダイパーの作業用具としての無人機を検討する

うえで，ダイパーを支持するのに必要以力等の基

礎データのii'ifflJを行った。また， DOVへの搭載を

検討している水中工具類について，水深200mの

笑海駿でのt式電売を行った。
2）緊急安全兵の研究

深梅潜水時の緊急安全具、としてフラ手シュライ

トとダイパーハーネス吊金物の評価鼠験を行った。

3）海洋4構造物基盤E面の前処獲，後処淫筏術の研
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重要は依霞を占める。そζで非敏雄検後や補修等

を行う際Iζ必,J.l,とされる表磁iの前処!'i手法主事につ
いて事例検討を行った。

DPSモードで逮周できる無人様の洋よ鼠敏

071高量産素分圧環療の活魚綿送後衡の開発

期間：Bllfll62年度

l!l.当g{＼：治水銭綜ili匹

乙の研究l立，センターが独自に特~：申i青したE員

数加1王飼育水織の製作と占幸俊研究を行うもので，
昭和62年度11.，乙の水槽のtt織の検討及び水t曹の

製作を~！在した。
乙の魚綴1周任飼育水4曹は．水深40m相当圧まで

加圧して:({I_を途続飼育できる特殊な水平帯で，総背

水を循環ろ過するとともiζ．加任下のf!.＼主華Iζ飽を与
えられる給餌滋績が取り付けられている。また， ζ

の水婚の特徴1:1.，水格容器内を空気JJO圧するζと

で．空気加If':cよる首長素分庄の上昇を利用して飼

育水の綴彩滋ぷ鑑を通常の2僑から5イ自と目高めてい

る。乙のため従来活魚紛i基で問題となっていた後楽
欠乏による収~Ii;＆の低下は姉えられることから．

~mil収容の活魚鱗送害事への利Illが考えられる。

また．庇力下で飼育するζとから，深海俄魚類

のwn写や減圧対策等の知見も今後得られると思わ
れる。

． 
通園田園圃．

魚額百B庄飼育水槽｛魚の渇水シミaレーター｝

(18）海中作業ロポットの§礎研究

耳目 防： l沼剥162年度

担当締 ：活水校術愈i

との研究は．水深500間前後が限度といわれる

街人波旬Uf.治水領域における潜水作業技術の商店主

化．合型型化，省1｝化を計るため，絞近急速な発展
を遂げているセンサー，マイクロエレクトロエク

ス及びロポティクス妓術をri'SITIした汎用性の高い．

i弱m:・多綴縫製海中作業ロポントの研究開発を目
的として実施するものである。

本年度は，その骨O~lltとして．ロボッ卜妓衡の

筑v；、犯俣のため．陸上部門も含めたロポy ト妓衡
に関する凶内外の文献収集・話器資及び「極綴作業

ロボットJむど閣内他線開で開発中のロボッ卜の
現状i閣議，生Eひrrcζの研究で開発すべき海中作業ロ
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ポットのイメージの倹討を~~した。

本調査の結果．高度で復維な技術を饗する字笛，

海洋.fJ;l子力．建設.18！塵・福祉芯どの非製造業
分野のロボット化の実態，そζで研究開発されて

いる饗索技術の務状が沼健された。

海洋部門のロボット．即ち無入浴水織（ROV)

は，海底石油開発分野で高度化，多機能化が計ら

れているが，実際のE喜朗面では多くの点で能力不
足カtf云えられており，センサー，マニピュレータ，

移動，機嫌，制御などの基礎技術の他K，通期作

業｛C却した作業装置や機器の高度化舟徒、婆とされ

ている。

昭和63年度lま． ι｝ズ縄査や海洋工事の実態m
Z量・分析をもとに，本研究で開発すべき海中作業

ロポットのコンセプトを確立する予定である。

(191 潜水員量!IHE~準に鱒ずる研究

期間： lll'l狗60～62年度
復当音B：潜水綬術部

f下回周辺の海女』このようなベテランでさえ耳後
をLて濁っている．

乙の研究は，潜水員選抜時の血液検査等の内容

について調査，検討を行うζとをg的として実施
するものである。本年度の潟査結果では，空気潜

水研修コースIC多加した多くの者κ．訓練4目白
の調査で顕著な貧血傾向がみられた。 ζれは過激

f,i訓練による運動性貧血であると恩われたが， ζ

のほか訓練中の栄裳不足もー要因と考えられた。

一方．潜水漁業者を対象とした現地調査では..

E患者が多くいるのを・6'(認した。しかし， ζの疾街
$には地減差がみられ，潜り方fl:問鑓があると恩

われた。費量聴者の中には“主主膜穿孔”のために耳

絵をLて潜水をする者もいたが，単iζ “耳It:水が
入ると気持が懇いから”という理由で，それを使

用する者も多く見受けられた。後らの中κは襲撃軍事
は免がれ費量い犠業病であると考える者が多くいる。

しかし，治水についての正しい知識を啓獲するζ

とにより．その影智を最小限lζ止める乙とができ

ると恩われる。

120）生体における減圧気泡の後知手法に関する高野

究

期間；昭和60～62年度
規当笥l：潜水佼術総

減庄置Elま減圧時の不活性ガスの気泡化によって
発怨すると考えられている。との気泡の早期発見

の一方法として， ドップラー法による気泡検知が

実施されている。しかしながらζの気泡検知は心

普及び臨管雑音にまじる気泡奮を聡覚だげで判

断するので熟練を必要とする。 ζの安i泡告を他の
縫奮と区別するために周波数分析を行い気泡検知

のための新たな手絵の伎術開発をするととを目的

とする。

今年度は，初年度（60年度〉と1奇織に（61年度〉種

々の実験によって得られた気泡音データの周波数分

ベースlζアナグロ表示できる装置It:よってζの気

泡奮を解析し今まで実験で得られたデムタと対比

を行った。潜水時の過度の運動負荷による主主体へ

のストレスと減圧忽の発漢について61年度ft:製作

した動物運動負荷装穫を周いて実験を行勺た。そ

の結果，気泡音をアナログ表示する事ができるよ
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うになゥた． 声高圧環境下』E暴露したラ γ トIC運動

負術を行った状態とそうでない熊負荷のラットを

比鮫した場合，遜重力負街を行ったラットtζ減圧症

の発車£8棋が高かった。 ζれらのデータを分析する

、，. φ 

川 山 田ーム白祉 、 ... .,, .. ~ .... ~-~J ！川町、．伊咋－ －
！日 1 ・ s ・一一 ゅ ー干,r ＇.タ ’ー、， e司ぜ 、e ，，、’f
i 旬 、← 白句、 → ，、 一
宅 、’..、t- .. 

’e 、 g‘ ι白

鐙音波ドップラ－~；包倹知縫

と共に人聞において減反症の早期発見に役立てる

ものであるよう今までの実験データを解続してい

きたい。

，、
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動物運動負街裳a0-30m/sec 



4 調査研究

{1）海中計測技術の動向網査

期間：昭杭路O～63年度

t旦当部：情報室

ζの研究は．海洋における研究， S調査.i!霊業等
！ζ飼いられる計iJII股術のうち，海醤下の総状況を

測るための技術について現状と動向を潟資するζ

とにより．今後の海中It担If技術において，何が重

要課題でそれを解決するにはどうすれば良いかを

怨媛しようとするものである。また，将来の海洋

開発』ζ有mな資料となる<3i'.もg的として実施する
ものである。

初年度は．海中計測佼術について横断的む抱皇室

-25 -

を行い， Z再2年度は岡村委員長を含めた12名で稼

liltされるf海中針8制緩衡の軍事向調査察員会JICより，

務状f支持？の分4斤と問題点、の抽出を行った。
本年度は，抽出された問題点を軍HIし，その中
から特IC重要と態われる問皇重点、として以下のテー

？を選択し．その関車量点と動向について研究した。

海象関係で・Iま沿岸織の波浪it揖l店主術．海洋音響
トモグラフィ一等音響f!Jlflによる海洋機造変動の
観測妓術， WOTA N，アルゴスシステム深海

係留技術が挙げられた。海水関係では密度場計測

と水質針irul，生物関係では養殖管理用議針換！とIt

蚤魚S軍機がま詳げられた．また，海店主関係では海底
的形？ッピング，海面高と獲カ異常，海洋．物E票総
に飼いられる針測技術，及び海底鉱物資源問の調

査機誌が挙げられた。そのほか，レーザー技術の

海洋ヘの応.EH1ζついても鍋倉研究が行われた。



鐙当部：海洋開発研究部

委託者；科学技術庁
受託研究5. 

乙の研究は，海中におけ各組菅波のドップラー

効果を利用して航走中の船舶より，深度400mま

での流向・lilt速及び音響数乱強度を連続的に測定．

算出し． とれらを~時間で可視化できる装置の開

発を目的として実施した。

本年度は．散乱信号受信処理ソフトウェ7の改

良を行い，海続実験IC:よりそのS平価を行った．
すなわち，水中雑音や装鐙自身がもっている維

奮の影鰭を最小限1ζ留めるために，自己栂開演算

での遅延時間の選択が2重要になるので．己の｛遣に
ついて検討を行った。

その結果，計算機上での~験及び海緩~草案の筒

( 1）富山湾・能畳半島海援における海底微細変動

状況調査

期間：昭和60～62年1ft
t且当官l¥：深海研究邸
委託者．科学校術庁
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己の研究は，7;tッサ・マグナの北総延長織に当

たる富山荷量・官巨J量半島海績において海｛震微細変動
状況の弱音量奇行うととにより，地震予知研究tζ資

するζとをg的として実施した。
本年度は，能登半島沖の3富山深泌長谷iζ沿って
fしんかい2000Jの潜航掬査を針3回実織し，変
動地形やEま質の自筏鍛察，写真織影，海底での重

力測定を行った。

3年間の調査を通じて得られた本研究の成果は

~の通りである。

I)昨年度のシービーム潟遊では深海長谷IC沿っ

て北北東ー南街西方向の顕著な線精進が見出さ

れたが．そのE拒否両祖IJでの請書航の結果，向織の

地質断面が観察された。

2) 1十 6地点、で行った隻カ泊＇）~の結果では．直線

繊趨の前fflllで＇t量定される地下t構造に大きなき奥
はwめられなかった。
3）以上の結果，乙の海駿の変動地形は， ii線的
な断庖IC沿今た浸蝕作用により形成されたもの

であるζとが明らかとなった。また，ζのl直線

樽通告は垂直変位の余りない倹ずれ断患である乙

とが考えられる。

4）地質構造中には様庖からシルト庖への急変も

見られたが，乙のととは過去における後菅地の

活発な浸蝕活動の変化．延いては大規模な地鍛

変動を反映している可能性がある。

鑓音波利用海洋簡査機鍵及び小!l'l定鑑ブイ等

の開発

12) 

浪速測定の遅延時間τへの依存絵 (cn/s) 
S/N=4dB，周浪数＝100Hz，平勾時節＝10sec
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l ）鰻音波ドップラープロファイラーの開発

期間：昭和58～62年度



実験からす＝ 0.8msecが畿通鐙である乙とが明ら

かになった。

図tζ示す数値シミュレーシaン結果t,，τ沼 0.8
msec l伊良いζとを示している。

2）定穆ブイの小型高位能化・長期無保守化毒事の

f主術の開発
期間：昭和58～62年度

担当邸：海洋開発研究部

委託者：科学技術庁

乙の研究Ii，裁が歯周辺200海恩経済水緩にお

ゆる気象．話量象をはじめそζIζ包蔵されている生

物．鉱物，エネルギーなど各種資源の有効利用を

図るために必婆な海洋調査システムの強化を目標

《

E
V

町通
．8
・許
斗
念
品
品
於

-i:::〔
事抽
il'3：瓦：
足並）

。

として，安箔，長寿命で．しかも， ill,l苦境性IC-ff
れた定/11ブイシステムの開発を目的として実施し
えものである。

本年度は．前年度IC行った実海繊係留広重責で得

られたデータの解析と.：式験後fζ回収された浮体
と係留系などの点検，評価及び係留系の設計と評

価IC必要伝最適設計手法の開発を行った。

プィ動揺特性の鮮!Ir結果．係留された浮体の波

薗i畠従性lま4量れており，主主高針としても利用でき
ることが明らかiとなった。

装置等の点検結果．釜本的IC問題はなかった。

また，4系ii系シミュレーション手法は．今後の研
究ICも広く有用なものと恩われる。図IC係留計算

結集の一例を示す。

メど，－；＂.＂＇
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紗的解析結果のグラ7表示

；μ可三日子l
2000，置

1500 i ・……－…” 1 

1町田I叫・”・ 二ぷ： l 

；ド~~ーぶ~ふ－－4ごごい｜
。 s IO IS 25 {s田）20 

動的解街結果のグラフ表示

係留計算結巣
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3) I援策情報解析システムの闘発

期間：昭和58～62年度
担当鶴；深海開発技術郵

委託者：科学後術庁

ζの研究Ii，返年海洋開発の進展にともむい重

姿獲の高まりつつある浅渇題提を高精度IC効率良く

潟貨できるシステムへの需要IC応えるべく．潟分

解能・広係資総で反射披のレベルlζよって底貨を

区jJI／できる「祭賞情報解析システム」の開発を目

的とする。

本システムlま，既存の.，，Jレチナロービーム音唱E
illlJ深機｛シービーム等）が，送波器→海底面司受

I宜~という音波の｛云量産時間のみに積包しているの

は対して，さらに伝鮫過程ICおける音波の減量まを

検ti;，して！表質に起因する減衰のみを算出し， ζれ

にようで皮質を区別するシステムである。

本年度！乱昨年度製作した送・受i波探及びi基・

受信機！と加えて昂lj位；情報室事をJIS(り込むインターフ

ェース．送・ 受波採取り付1:/nt奥等を製作し，fか

いようJIi'.悠厳して海よ5実験を笑絡した。実験で
は．ハードウェアの総合的な性能穫忽を行うとと

もに．海底への入射角と反射強度レベルの関係及

0:.怨質と反射強度レベルの関係について検討する
ための資料をi号た。

また，反射強度レベルIC関するデ－-7を処理主し
綬賂化して広総聞の等反射強度線鈎を作画するた

めのオフラ1／処漣プログラムを作成した。

~ 

リアルタイムモニタの表示例

(3）海洋深層資源の有効利用後衡の研究

l)深慮水の生物的環続の解明

期限： B古和61～63年度

飽当部・海洋開発研究都

委託老：科学校術庁

乙の研究Ii，深鹿水利用のモデル海域である富

山両替の深層水の実態解明．特Iζ生物的環境の解明

を目的として笑絡するものである。

本年度iま，本研究の第2年度として，高知県室

戸締沖合海滋及び富山線滑川沖合海援で担軽渇水

(100～400m）を縁取し，綴物プランクトンの

f曽般に及ぼす彩轡を遠鏡培養実験〈写実容熊〉に

より軍事べた。

その結果.高高知県jI戸締沖合繊波及ひ＇i吉山県湯

川沖合繊織の両派漏水とも鎚物プランクトンのi車
続生,Utlζ対して有効であり，さらIζ，深層水への

鈴化鉄の添加は生産細飽数及び深燭水中の栄養4握
手ljf!l雇容に対して増大効果をもっζとが明らかlζな

勺 f4：。

連続縫養護響
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(7.Skw），配管望撃を検討した。

上認の装鐙のうち，本年度k: ＇ま，深層水取氷~

〈童話函をl)IDIC示す。敷t貨は来年度Iζ行う。），ポンプ
・ピット及び深癒水 ・ ~潜水取7Jd霊周貫通孔を製

作した。

3）人工光利用5臨場生産袋績の開発

真再 開：昭和61～63年度

担当部 ；海洋開発研究部

委託者：科学妓術庁

ζの研究は，海洋環境の怒化tζより海水の透明

伎が低下し海君臨が繁茂し幾くむっている海域で，

海中（（人工的に光を導入し.~織を造成するため

の海中緑化技術の確立を図るζとを目的とし笑施

するものである。

昭和62年度I.I.，前年度IC~$草した全体システム

についての概念設計を援にして，海中ICおける基

幹郎となるス〆ーブイと実験ti!！の詳細設討を行い

2）陵上設鍍豊百深肩書水利用装債の蹴発

耳障 問：昭手前1～63年度
/g当創1・証言洋開発研究部
委託者：科学校術庁

乙の研究は， 生物集産を行うために．深態水巻

陸上Iζ汲み上げる袋鐙を開発するζとをlヨ的とし
て~~するものである．

本年度は．昨年度行った概念設計結集iζ基づき

鮮総設計を行うとともに．装遣の一部lを建設した。

電電12.S
I = I 1 
2ド歓 s1 
l = 1.7 
t = 1.1 

25.7m 

3.2m 
〈内経〉

金'.iR鐙： j約I7.0 ton 
会浮力： j約46.0ton 
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－深層水取7血管の断面繊造

詳細設計I.I.，装鐙IC対する要求条件として，深

鑓水取水深夜を250m，深lffi7J<・音質層水のl日当
りの!1)(7Jd量を各々 460m3と設定して行った。本

装置置は，深層水!ix水害事，~焔7J<ll)(氷郎及びポンプ

$より構E立される。深泌水取水認については，取

水管の材料〈鉄線量量殺硬質ポリエチレ／iま〉，内後

(125蝿），長さ（2,650m），強度，敷設方法（リ

ールパF ジ法〉，取水答。用貧述孔の形状，取水口の

形状害事を検討した。表1道水取水誌については，目立
水深夜（0.5田〉，取水管Ill貫通孔の形状，取水口

の形状等を検討した。ポンプ部Iζついては，ポン

プ・ピットの形状〈内側寸法： 4.0×3.3x深志1).6 

Ill）.ポンプの材質〈題化ピニル製〉と所婆動力
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試作を行った。

主主作したスパープイと実験棚とから成る海中の

3基幹宮容を図に示す。 ζのうち，実験1111主上下II:移
動でき，しかも風．波浪，潮流伝どによるスパー

プイの動憾に対しても安全性を備えるよう考織さ

れた．

4）深海微生物録集器の開発

期間： lfB和61～63年度

m当部：深海研究部
委託者：科学妓術庁

己の研究は，深海底に生息する微生物を~圧 ・

低温という茨場環境のまま係取するための深海底

微生物事長祭器の開発を自IY-Jとして笑絡するもので

ある。

本年度Ii，昨年度までに試作し陸上試験を~M§·

した深海底徴集物録集認について点検整備し，fし
んかい2000Jによる実海減紙験を1987年7月IC

沖縄トラフ海主主〈第288自治航．水深650m, ＇.；宮

289回潜航，水深1665m）及び1987年9月IC臼

本海資源沖海犠（第299悶潜航，水深1145m）に

おいて計3回行った。各t式験は2喜本的II:Iま成功し
ま式絡を得るζとができた。しかし，オベレーショ

ン等についていくつかの間総点が残されたため，

当該録集＇~の実用性を高めるべく検討及び改良を

行ゥた．なお，本年度の笑海繊試験では費者~的採取

を考[(tせず，保庄・保溢でのサンプリ Yグ民主眼

を置いた。

「しんかい2000Jに装備した深海底微生物
採集録

(4) 冷却水路付理店生物生態の調査研究

民自 問：昭如60～62年度
I§当官事：潜水後術部

秦託者：：東京童話カ妹式会社

乙の研究は．発電所冷却水絡における汚領生物

のうち．比較的出現頻度が高く除去・鴻婦が困難

であるアカフジツボにつき，基礎的な生態情報を

得て防汚対策IC宮寄与するζとを目的として実施す

るものである。

アヵフジツポ欝体の付篇強度絢憲状況
（水中トルヲメ－？による3制定）

本年度は，アカフジツボの緩怠笑童書を犯援する

ため，本種が周年にわたり棲息している平縁市沖

観測絡において4図の潜水潟筆を行った。
その結集．本種の意字体をまlj総するために必婆な

カは，水中トルクメータ測定：によれば平勾値で7.9

-I0.9k91口n2ICも巡するζとが判明した。また冷

却水路内の骨量占穆ムラサキイガイとの関係では，

本穏の方が付滋総位iζ加わる波浪・潮流などの外

力lζ対する耐性が大きいことが浸潰付着板の電車察

Iζより示唆された。本積書字体Ii樹木状の立体熔途

を成すが．個体相互の付事量密度によって綬底のま

ちより湧象が認められたり．局閣の先着4也事重徳体
を被覆する様式などが擁E草された。さらに付事ill草
の厚み計担I）や成熟度羽海を行い関連資籾を得た。
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(51 海窓積書宮地形の調査・研究

期間：昭如62～64年度

担当部：深海研究部

望号録者：科学技術庁

ζの研究は，科学技術緩興調E皇賞による「南太
平洋における海洋プレート形成績〈ザフト系〉の

解明IC関する研究Jのうち「海底務¥ii地形の潟査

・研究jを当センターが分mし．日仏国際共同研
究の一環として行うものである。

本年度iま．昭和62年11月27日から63苦手1月2白

にかけて．北フィジー海盆の海底拡大紬において，

当センターの実験紛「かいようJI(より，精密地
形．地質，勉磁気，生物及び化学的調査が行われ

た．調査語審加綴鈎は包内から工業妓術陵地質調査

所，国立公害研究所，海上保安庁水路部及ぴ当セ

ンターが．圏外からはフランス（IFREMERほカ守，

CCOP/SOPAC及びハワイ大学が割目した。

当センターは， GPSによる精密演j位，シーピー

ムによる精密治形00作成及び深海曳航式カメラな
どによる調査を行った。その結果， 3カ所の調査

海繊のうち，量量Jt章容に当るトリアルジヤンクショ
ンのやや間部で，費電w色iζ変色した海底や帯主水伎
の7ウンド，さらにヒパリガイや巻貝等からえ五る

熱水系の生物総集媛を発見した。以上のζとから．

jtフィジー海盆のリフト系が現夜も活動的である

証拠が得られた。

全長皇80.00 m 
ill! = 13.00 m 
深さ＝ 6 .. 30 m 
砲水＝ 3.768 m 

自

(6) ダウンレンジ観測船候鋪鉛船 fなっしまJの
改造に関する鰻蛮

期間：昭和62年度～

組当線：深海開発技術部．運航様

委託者： f宇宙開発事業倒

乙の研究iま，宇宙開発事業団がロケットを打上

げる際K，とれを渇尾するためのダウンレンジ観

測段備を fなつしまJIC搭紙する湯合のケースス
タディを行うζとを目的として実施するものであ

る．調査ケースI！，船速122並び15/.，ト，観測l待

の海書記条件シーステート4及び6のそれぞれの総

合せとし，各ケースについての改造内容，紛貴自性

能.＆造期間．改造銃鑓，運航経費等について調

査を実施した。

＝査の結果， fなつしまjをダウンレンジ観測船と
して使綱するためには，いずれのケースについて

も大~ーアンテナ．ダウンレンジ観測役4構内量産コンテ

ナ等の祭場a，鍛錬1員飼居室の増設及び長期観測航
海tζ伴う水，油毒事J自民品の積書武士普のため，スペー

ス及び載貨重量量共現状の船型では不足する．乙の

ため．各ケース共20皿～30mの船体中央部t首長工
事〈ジャンボ化三事｝命術、要である乙とがわかっ

た。

区ffi±.1新設 又は 改造区画

fなっしまJi!!I造寮（紛il12ノット，シーステート4の場合｝
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t 7）海洋モニタリングシステムの開発

奴間：昭和62～66年度

担当部：深海研究部

委託者：日本原子力研究所

乙の研究は．水深200mまでの海繊において海

水中及び海底推積物中の放射能を測定し．さらに

海底状況潟ままも可能な海洋モニタリングシステム

の開発を行うことを目的とする。乙のシステムは，

曳航体とそとから発進可能な小型白紙式無人機

(ROV）から成り，曳航体やR0 VにはカラーT

Vゃ放射能センサ怠どが終戦される。 62年度は，

全体システムの概念役ttを行い， .!!'I.航用光一電気
復合鍵裟ケーブルの陸上試験を行った。

(81 熱帯主義海洋混合膚における勲鎗迭の精密観測

及び氷海嫌における大気海洋鎗送聞の観測研

究

I ）熱干普緩海洋混合層における熱紛送の草書官官級協j

研究

期間；昭和62～64年度

t!!当部・海洋開発研究郎

委託老：科学校術庁

西部赤道太平洋紙の水温．塩分分布及び臼射，

潜熱などの海面熱フラックス分布の観測を目的と

して160・E,170・Eの経線及び5・N,5・Sの緯

線IC閉まれる海域で62年11月～12月において観測

を行った。海洋・大気関の熱収支K大きな影轡を

与える混合層の観測により暖水層の厚さは16σE,

赤道よでは127mであり気候デーヂの170mIC比

べかなり浅くエル・ユーニョ時の海ilt特後がまだ

持続しているζとを示していた。降雨の活発さを

示す低かん水の分布は170・Eの働l線での観測によ
り前回の観測にくらべて酋へ後退しておりエル・

ιーニョからの回復を示していた。海面熱フラッ

クスの観測から〈図）160・E,5・N～2・Nで雲量
9～10のとき日射エネルギーは当然低く乙の銀総

中の会平均値224W/rtlの半分程度であった．しか

しζの気象状態で気温が1・～2・C院下するため

J.tli差は高くなり潜熱は金平均の124W/rtlの2
倍程度の量を示したのは興味深い。

海面勲フラッヲス観測

2）氷海域における大気海洋間熱輸送の鍛祖IJ研究

期間；昭和62～64年度

但当部：海洋開発研究郎

委託者：科学技術庁

ζの研究は．氷海嫁におげる大気～海洋間の熱

鎗送過程をモデル化するζと及び将来，とのモデ

ルを運用するに際しては．との過程に関与するパ

ラメータ一億を主としてマイクロ彼ラジオメトリ

ーを中心とするリモートセンシングにより与える

乙とを惣定して，乙のパラメーターの簸遜観測条

件を明らかにするζと，の2つを自約として鋭測

と資総潟査の扇面から実Ii{§するものである。

昭和62年度は，観測を昭和63年2月158～3月

1 8の間，オホ四ツク海沿岸で実施し，雪氷内温

度，気象， iffi外放射，臼射，雪氷マイクロ波放射

などを綬測した．昭和62年度に得た成果は，

①氷海草Eにおける大気海洋聞の熱紛送過程を

‘，． ’3
 

喝



いくつかの紫過程に分解できたζと．

＠望書氷を通して輸送される然の包安となる雪

氷内温度匂配lま気象条件に強く影響される乙

とが1定性的に明らかになった乙と。
③海氷を通して鎗送される然Iζ対して強い断

熱効果をもっ冠雷深度Ii，マイクロ波ラジオ

メトリーで観測iiJ骨量であると判明した乙と．
などである。
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6. 共同研究

Ill膜質化学組成の分析手法の関発に備する研究

期間：昭和61～65年度

担当郵：深海研究部1
共同研究機関：化学分析コンサルタント側

ζの研究は， fしんかい2000Jや深海曳航シ
ステムによって採取した深海の岩石，堆積物．生

物試料等について，その綿密な化学分析手官去を開

発準備し．深海底It存在する有用金属資源等につ

いてその探査から係I&，分続.i準価というー貧し

た技術を保有しようとする試みである。

本年度は沖縄トラフ熱水線．筒鳥島周辺コパル

トリッチクラスト織，オtフイージー海盆織等から
の堆積物や熱水位集積物及び？ンガンクラスト等

など約301式料について，主成分，徴2量成分の分析
を行うとともに，総料の前処理となる分解法の途

いによる分析鎖への影響を調べた。また大学が所

有する機器によづて.『母一減料の分析を数種類の方

法で実施しその比絞を行った。

本研究による分析手法として．主成分は湿式法

で行い，微震分析は原子~光法で行勺た。そして

乙れら録料を今後の畿器分析に対する綴準試料約

な也絡をもたせる乙ととして，新しい織告書での分

析に使用している。

昨年度It引き続き.1式料の分解法では分解液と

なる酸の濃度及び温度を13'1:化させ．ま式料ごとに特

異なパター γが得られないかを確嫁した。またそ

の際なるべく試料の髭を少なくする慌来は5g 

であったが現在は Ig程度〉乙とを試みている。

今後はさらに少量の試料で能率よく短時間に結果

がでるようにしていきたい。

{2）光による無人無策潜水織の運動制御に関する研究

期間・昭和60～63年度

鑓当総：深海開発絞術総

共同研究機関： iヨ本飛行機側

ζの研究は，将来開発が見込まれている無人無

索潜水緩や．さらに進んだ自律型無入浴水携すなわ

ち海中ロボットの開発において不可欠の，無人潜

水機の運動制御に関する基礎的妓衡のii立をめざ

して実施するものである。本研究では，海底また

は街中にある目縁物から数m以内の銀総における

高精度の逃動制御をめざしており，従来用いられ

ていた音響による測位にかわり．光学センサーを

使用した測位システムを銭みている。乙れまでに，

機体と推進装置Eの特錠を米めるための計算とま式験
を実施した。さらに今年度から次年度にかけて，昭

季節3年度lζ行う予定の．水織内での通勤制御特性

2式験（図Iζ試験の緩念図を示す）のための銀理費用

車主体の試作を進めており．機体の外先生と． ζれに

俗紙される機濃の一線がま式作されている。

／ 

‘、人〆－ －－－－鴎点
f 8ヤ ’

運動制御tit験鰻念図

(3）三浦半島周辺海峨の生物 ・底貧鶴蛮

期間：昭和60～63年度
組当音事：深海側発妓術古事

共同研究機関：機須賀市自然博物館

¥. 

この研究l久三鴻半島周辺海地抵の沿岸から水深

約500m位までの生物相， Ill;貿及び海水の基礎的

佐賀を明らかにし，あわせて当センターの開発し
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た小型スチルカメラ，自航式ピークノレ等の1114査に

おける有用性を~征するζとを目的として実施す

るものである。乙れまでに水深20m～200mの41

地点でドレγ ジ．写真鎌~等を行った。

本年度はその第3年度目として.J富山沖から三

崎沖の水深100mから400mの海域で年4伺潟査

を行い，ドレッジ資料や鮮明なスチル写真を得る

事ができた。

餌付小型スチルカメラによる写真．亀量産海E申．
水深刻5m

141簡易型大深度自航式TV t軍査室長鍾（UROV)
に関する研究

期間．昭和61～64年度

t旦当部：深海側発妓谷部
共同研究機関：住友E量級械工渓（株），住友

活気工業〈線）

ζの研究l:t，遂動の自由ffl'.i,J，大きく，小型船で

も使用できる光7ァイパ方式，パッテリ内競裂の

大深度（水深2000m）.アンテザF ドROV 

(UROV）を開発するζとを目的として実施す

るものである。 ζれまでに2基本設計，続!r1試験．
:till衝l豊富遣の設計，そのli認の製作，光7ァイパケ

ーブルp 光ファイパスプーラの試作試験を行って

きた。

本年度はその第2年目として．全体システムの

鉾細設計，制御装鐙の製作， TVカメラの製作，

バッテリの倹討と試験.t量進用プロペラの単独訟

験．光7ァイパスプーラの訟作試験のS平僑と詳細
設計等を行った。

民－＇

UROVJ!lプロペラの試願状況

{5）氷中画像伝送の画像処理の研究

紛間－昭和62～63年度
担当苦B：深術開発技術創刊
共同研究機関：自本~気株式会社

ζの研究li，音聖書によるi萄像信号の伝送の研究
において．テ・ィジ-9JレIA:後潟方式における伝送途
度の向上と伝送エラーの影響の少ない画像符号化

技術（函像データの圧縮）の凶祭を行うことを包

的としている。

本年度は，以下のような蘭像圧縮の方式につい

て検討した。

(1) OCT (Discrete Cosine Transfer ) 

{2) DPCM (Different旧lPulse Code Modu目

lat ion) 

{3) V. Q. ( Vector Quantunization) 

その結果， OCTによる方式が綾も過した方法

であるζとが分かった。そ乙で， ζれによるソフ

トウ;f.7'を製作しシミュレーシ曾ンを行った結果

画像の劣化を主主じさせずに，伝送時間を約1/10ま
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でF主総するζとができるζとが判明した。

原萄像

OCT処理Eを行った箆像

(6）浮体式海洋繊造物の係留踏惜衡に関する研究

期 i湖昭和59～62年度

t旦当然：海洋開発研究部
共同研究機関：日立造船情報システふ悌。

シパタ工業側

ζの研究：;t浮体式街洋f揖造物の緊張係留方式に

ついて，設計手法を擁立する乙とを包的として実

施するものである。 ζの研究では，科学校街振興

潟l'!liによる受託研究 f緊強係留方式の笑海域笑
託研究j を実行するために．災証単語草~需費用の事1g長

係留シスチ ヘJ・3立討を行った。
昭干U59年肢は繁強係繍システムの動的挙動を明

らかI(するための袋縫的研究を~Ji亀し，乙れにまE

づき昭和60年伎は緊張係留システムの基本設計を

行うとともに，~海減災験の安全性について検討

した。昭和61年度は海続実験におけるデーヲ計損1)

・解析処理法及びシミュレーションu：努．手法の朗
発を行った。

本年度（;t；！主馬研究の殺終年度として， 5器4長係留
に使用したt盟会係留~ラパーチa ーンの回収及び

検査， g~g長係留~t貴データと， 理論解析の比絞検

討を行った。実験期間中1ζ計測された政大波i笥が

7.3mのとき，綾大変動張力の綴織は約lOtonで

あり．銀総解析結果ともよく一致しており，設計

手法の妥当伎を検tif.する乙とができた。

( 7）浮体式海洋傍若草物による~海域実験

草月 間 ：昭和61～64年度

i旦~苦B ：海洋開発研究部1

共同研究綴拠： iiU由省船員自技術研究所

ζの研究は大型の浮体式海洋繊造物のi4l設越後

技術iζ関し．模型紙署員や奴治解析でi専られた研究

成泉を厳しい自然環境条件下において検託するζ

とを闘がjとして~~するものである。

本研究においてet字体式海洋機i急物を山形県鶴
岡市由良沖4ζ係官Z投践して，当センクーは緊強係

領実験を行い，述紛省紛紛技術研究所は弛緩係留

実験を行ってI南方式における~体の動銭応答につ

いて比絞検討した。緊4長係留浮｛本の動車tli従来の
係留；方式Iζ比べて緩めて小さくなり， ζのため動

mm損1）手法としてTVカメラlζよる凶像解析手法
を開発して~周伎をぬ：辺、した。

緊張係留実験は紹初62年！！JIJJで終了したので，

浮体は6本の弛緩係留S貨により沖合Iζ係留されて
いる。昭和63年度以降も浮体を利用した各種の研

究開発を笑施する計画である。

(8）深層水有効利用綾衝の研究開発

期間：昭和6.1～63年度

!la当告B・海洋開発研究部
共同研究者車関：清水建設（株）
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ζの研究は生物生獲のための事業波綴のi!iiR量水
利用妓術を聞発するために，その共通的』基礎絞衡

の硲立を白的として実施するものである。

~年t!(l久本研究のモデル話器減lζ設定した悶知

県下の~戸仰周辺海織において海洋i爆資を行うと

ともに．深扇7l<の低水温特性を生かした隆上生産
プラントの設計を行勺た。

説話洋海査としては， 6月11'.，水温.~草分，栄養

護慾．タ口ロフィルa等の鈴鹿分布を測定し．昨

年度のデ日宇とlt絞して，深l菌水の水質変動につ

いて検討した。

また．深層水（低滋）と！＆局氷（声高温）を数日京

とするヒートポンプ方式の飼育水溢制御システム

を検討・設計した。本方式の特徴Ii，①深潜水と

表層水の成分を各々変化させないで，水温のみを

制御するζとができる．②水選制御のす宮店主がよい

③空気を熱源とする方式iと比べて．所重要議力t,，約
50%と緩滅的である．＠逮朗が簡便である．等が

あり’られる。

(91 i金水平板による波浪変形解析手法の開発

期間：昭和61～63年度

怨当部：海洋開発研究総

共闘研究機関 JffiK/)＇鐙設（妹）

ζの研究は．没水平絞帯構造物による波浪集中緩

F時の5起用イじのため，波浪変形解析手告去に開発して

設計の4基礎資料を得るζとを目的として実施する
ものである。

本年度は．没水平板11'.唱動く波力特性及び各種7/<
理畿の変化Iζ伴う集波特性について潟貸した。没

水平緩』1'.(l¥＜波カは．主主浪変形現象が砕波1ζ代表

される非線形現象が顕著であるにもかかわらず，

線形臼続波E聖書告で評価できるζとを＆.認した。ま

た集波性能Iζ関しては，没水平叙のL事さ，波高，

淡水iilil!f.の変化Iζあまり修理事を受けないζとが明
らfJ>になった。

(10) i鹿カ利用海水ウラン回収に速した吸着物の研

究

期間：昭和62～65年度

観当係：海洋開発研究部

共同研究機関．臼本原子力研究所

ζの研究，i波エネルギーを利用して海水中IC溶

存しているウランをf霊祭する装館の笑用化のため
に，責主遜な吸着材を島自発するζとを目的として~

hl!iするものである。
本年度は．日本原子力研究所高鋳研究所が開発

した放射線グラフト重合法により合成した種々の

形状のアミドキシム型繊維吸器材について， w海
水を用いて定統f量級務試験及ひ．波浪中での吸着を

総継状吸漕材による海水ウラン回収実織
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機綬した加担量級事昔絡による2起草案を行ゥてウラン吸
省主主を計測した。

ζの幸吉；巣よりζれらの吸着材の，種J告の吸着期

間．海7]<流速．充てんE棋における吸翁伎能を比較

検討した。

(11）波カ吸収書目途波装置に関する研究

期間：昭和62～63年度
f且当部：梅洋開発研究費R

共同研究機関．三菱盤工業株式会社

ζの研究は，実験水繕f（：詰主備する巡波裟億であ

る波カ吸収型造波装置Eの流体力学的，制御工学的
機織的特性を明らかにする乙とぞ包的として実施

するものである。

一般的な実験水得IC装備されている進波装置Eは
側皇室，様型などからの反射波を受け，造波する躍2
I＜＇.：は再lr,tの迭波iζ造波厳で再反射した成分が加わ

るζとになってしまう。このため長時間にわたる

造波はできず，実験の制約を受けていた。

乙れに対し，造波機IC入射して来る波エネルギ

ーを吸収しつつ造波する波カ駁収ffi途波装置は，
このような欠点を舗い，実験の章者度を向上させる

乙とができるとされている。本研究においては．

本方式治波裳認の怠本特性を犯縫し．実用裂装議

の設計資料を得るため，各穫の実験を実施した。

その結果，進波体のmt体力学的特性が明自にな
り，制御 ・駆動機械を含めて最適なシステムI＜＇.：関

する知見を得た。ただし，幾つかの間題点も明ら

かになったが． ζれらの改良方法についても推測

できた。

112）国体メモリ一式波高針および涜速計の開発

期間：昭和62～64年度

担当部：海洋開発研究部

共同研究機関：協和商工株式会社

乙の研究は．長期間にわたり無保守で波溺及び

流向・減速を計測し．データを自動的に処潔，記

録する信頼性の高い釘記録式波書自，十及び流l匂・~

i車計を開発し．海域実験により，その性能を喜子価
するものである。

波高針
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本年度は．約1年間無保守でデータを記録でき

る波~8十， 流向・滅速百十を側発し，さらに佐官E向

上のためのデータを取得するために．それぞれを

沖ノ鳥島iζ設縫し．データの記録を鈎始した。

涜肉・浪速計

113) ＝ューマチック・ケーソン作業に係わるi'iiff
下シミュレーション実験

期間：昭和62年度

担当節；潜水妓術邸

共同研究機関：妹式会社白石

ζの研究I！，品aーマチック・ケーソン工法が

そのニ甲ズの鉱大と共fl'.，より大深度への適用が

望要求されるようにむってきた乙とにより2監察砕い

や酸索中畿の危倹性を伴うζとになり．安全な作

業を縫S草するためIζは．潜水技術を応用して混合

ガスを使用する必要が生じる。しかし.ifli庄下の

安全作業を綾子寺すると共に圧気工事の経済性を助

祭すると加庄のための環境ガス組成は空気とせざ

るを得ず，生体は空気1ζ暴露されて呼吸し，吸入

ガスのみ混合ガスとする特異な条件が設定され，

~体にとっては今まで経験された乙とのない特異

伝作業環境が出現するととになる。従って． ζの

稼t；.特殊な環境下においても作業の安会を計るζ

とができ，人体が迎応できるζとを調べる必袈性

が認められる。

これらの研究包的のために， 7.0kr,/cm2Gの~

気療機を作り，空気または混合ガスを呼吸媒介

とするζとで比較実毒症を行い，乙の聞の運動作業

能や心選機能磁の翁沓を笑絡した。
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第a• 研修司E業

海洋開発を阿滑に推進していくためには，幅広

い知識．伎術および経験をもった有能な人材が必

要である．

当センターでは海洋科学筏術センター法に基づ

く研修事業の一環として．潜水技術iζ関する各種

のコースを設け，昭和49年度以来．時代の饗舗に

適応した研修内容を実絡している。

本年度は従来のコースに加えて，事時たに深海潜

水緩衝コースと調書水業務管理コースを自主けて，よ

り－，fl飛E量的なものとするよう努力している．

昭和62年度は次の潜水研修を実施した．

深海潜水妓術コース2自．海水業務管理コース

2回および特別研修を6回実錯した．

1. ill!海理店氷後衛コース

(1) 実路期間

第 1IID 

昭和62年10月19日（月）～29日〈木）

第2回

昭和63苦手2月15日（月｝～25日〈木J

(2｝研修人員

第1図： 5名

第2回： 7名

(3）研修時数

議豊島 45時間

笑留 12時間

討議 7時間

(4）講畿内容

深海治水伎術繍鎗 2時間

深海潜水趨治 3時間

深海潜水生理 4時間

草書水システム 2時関

飽和潟水システム 4時間

ライフサポートシステふ 4時間

大循環潜水器 3時間

深海潜水借入装備品 2時間

ガス管理 2時間

飽和潜水業績 7時間

ベル・パウンス潜水業務 3時間

大気圧潜水装鑑 2時間

DPS ・ 2時間

ROV 2時間

2. 潜水難濁管理コース

(1) 祭給期間

第1回

昭和62年11月9日〈月）～14日〈土｝

第2回
昭和62年12月7日〈月｝～12日〈土J

(2）研修人員

第1回： 12名

第2阻： 13名

(3）研修時数

講義 28時間

実智

討議

(4）講義内容

潜水銭術総

潜水狸諭

潜水生埋

潜水絵

潜水装備

空気潜水業務

オープンベル潜水業務

ベル・パウγス潜水業務

救急蒋店法

ROV 

3.特別研修

(1) 研修名・再庄室操作業務

期間：昭和62年4月22臼（水｝

依鎖先．有限会社黒田海事

人員： 7名

9時間

78寺悶

2時間

3時間

4時間

3時間

2時間

3時間

3時間

3時間

3時間

2時間

目 的；潜水士応対して.J耳圧チェンパー
の繰作．ガス送気および救急、湾庄

法を理解させ，調書水作業の安全性

を向上させるζとを目的とする．

内容：議袋

救急再底法 3時間

繰作・送気法 4時間

場所：i島被県出雲市
オープYペル潜水業!!Ii 3時間
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ω研修名：潜水伎術訓練
期間．昭和62年6月1日〈月｝～12日〈金）

昭和62年6月15日｛月｝～26日〈金｝

依頼先：響察庁

人員 60名

目 的：響察庁の機動隊員に対して．スク

ーパ潜水に関する選S躍的知識，基
本訓練及び水鍵救助作業技術を習

得させるζとを包的とする．

内容：講畿

潜水銀論

調書水物趨

潜水生理・織害

減圧法

潜水法一般

救急再庄法

潜水管理

海洋生物

2時間

2時間

4時間

4時間

6時間

間

関

関

陣
吋
時
時

内，
U

内
J
h
w

内
F
U

：実習

基礎潜水法 27時間

慣熟溜水法 31時間

場所．海洋科学妓術センター

(3）研修名；潜水基礎鴎習
期間：昭和62年7月21白（火｝～22日〈水｝

依頼先・東京都教職員文化会

人員： 57名

目 的：教織員に対して，スターパ潜水IC:

~、裳とする基本的な潜水筏衡を習

得させるζとを目的とする．

内容：治水法一般 3時間

基鍵海水 11時間

場所．海洋科学筏術センター

ω｝研修名：神電車（18シートピ7）運用作業妓
術研修

期間：昭和62年7月24日同i～8月22自由
依頼先．深回サルベージ徐式会社

人員： JO名
目的管理要員応対して．船体，機関，

深海治水装置等の操作，取り扱い

要領を現地において指導し習得さ

せる乙とを目的とする．

-42 -

内容：船体関係

機関関係

深海潜水量産自E関係
渇所．筈川県小豆島書官土庄町

(5）研修名：潜水業務安全管理研修
期間：昭和62年8月3日｛月）～68（木｝

依頼先：東電工業練式会社

東京電力縁式会社

人員： 21名

目 的：潜水業務安全管患者に対して，治

水作業IC:関する2基礎知織，及び潜

水妓術体験等を習得させるζとを

目的とする。

内容・2韓議
潜水緩鎗

潜水位現

調書水物理

潜水管理

潜水法一般

：実習

体験治水

場所：海洋科学妓術センター

1時間

3時間

2時間
5時間

3時間

7時間

(6）研修名：港水伎術訓練

期間：昭和62年8月25日｛火｝

依鎖先：科学伎術健康保険組合

人員：6名

目 的・健保組合の広報員応対して，基本

的な海水妓術を習得させ，今後の

同委員会活動に広〈寄与するζと

を目的とする。

内容；潟水実習 38寺関

場所：海洋科学銭術センター





第4.情報業務
1 ..要

当センターの情報業務は海洋開発の専門情報セ

ンターとして．海洋科学銭街全般にわたる伎術情

報資斜を広く収集L，通切な分獄•！UJ!を行う外，

情報の専門家がこれらの伎術資料の中から，重要

かっ最新の情報を検索し．己れを要約．索引化と

いった加工を行った後，関係者に逐次提供するζ

とも，主要な鎌務の一環として行っている。

後術情報の続適は一般的IC図’－量量誌，妓術レ

ポートあるいは各種報告書等の一次情報の流通が

基本となっている．そして， I&近では，コンピュ

ーヲーや通信後衡の発遣により，一次情報の磁気

記録媒体への謡績が進んだ結果，各種のデータベ

ースが術祭され，オンラインによる検索が盛んと

なった．当センターにおいても，年度末ICスーパ

ーミニコンピュ四ターが導入されたのを契機とし

て．海洋科学校術情報のデータベース化による情

報流通を縫進するζととした．

情報室では多積多機化する情報ニューズ応対応す

るため，内外の海洋側係機関の年報・要覧等の資

料，各種海洋機器のカタログ資料等を聖E理・保管
し利用者の使に供している．また，海上保安庁水

路部の日本海洋データセンターを始めとする海洋

関連の専門情報機関と密綾な連自障をとりあ川そ

して互いに繍い合うζとにより，各界の情報ユー

ズに対する各種の情報提供を一層効果的なものと

するよう努力している。

2. 海洋闘発の動向と情報活動

海洋側発をテーマとした専門情報活動をより効

果的に行うため，情報ニーズの背景となる世界の

海洋開発の動向を常に注目し，偲怨するための調

査研究活動も1U警な情報活動である．
本年度は「海中針畠IJ枝術の動向純資J. 「海中

作業の将来展望に関する調査J, fRO V・海洋

ロポットの現状調査」及び「人工島の僑懇・綬針

tζ関する期資Jを実施した．ζれらの調査結果俗

いずれ印刷物として刊行される予定である。

海外の海洋開発動向はセンターニaース『なっ

しま」誌上で逐次IC:紹介してきた．

「なっしまJ第92，号κ縄織された fNOAAの
新しい人事動向と1鈎8年予算饗求Jでは．米閣の

海洋開発業界ままを出典として，その記事を婆約し

た．乙の外，世界の主婆な海洋開発会滋等IC出席

した研究者により，歳新の海外事情を「なっしまj

t志ょに紹介守した。そして，これらの会議資料は情
報室が保管している．

3. 本年度の情報活動

本年度の情報活動は図書資料の収集分類，書E

理，加工及び提供といった定常的業務の外，昨年

度IC引き続き，パソコンによる研究成果データベ

ースの作成及び海洋科学妓術用語の収集，事le.I!を

行った．

研究成果データベースは当センターの研究者が

センター内外に発袋した研究成果についてまと治

たもので，検索項目は10以上にわたる．既に執筆

者別あるいは発表年別のリストを簡単にプリント

できるようSむなり，研究者の用に供している．そ

して，本年度中IC発表された研究成果についても

逐~＂追加入力を行い，データベースの鍵備に努

めた．今後は．本年度IC:獲備された汎用コンピA

ーターへデータを転自慢し，デー夕、の増大化に備え

ると共κ迅速な処理を目差すζととした．
海洋科学技術用活の採録とそのチェックは各研

究部の協力の下に，約6,000f苦の見盛しを完了し

た。たたき台とした資科は昭和54年度にまとめた

「英和海洋科学緩衝用語集J（内部資料＞r:ある．
情報相談も主主警な情報活動の一環である．当セ

ンター内iζ技術相談推進制度が設けられたのは昭

和60年度である．乙の制度は各界の妓術相談ft:応

ずべく．各研究舗＼，室ft:栂談縫進役がa置かれ，情
報室が相談実績のまとめを行っているものである。

今年度の相談傾向として顕著なζとは．従来の業

種の停を越えて．海洋It:新しい事業の展開を期待

する相談が多かったととである． ζの乙とは海洋

がまだまだ未聞箔の分野であるζとを改めて認織

させるものであ勺た．

(1) 銭街情報の収集と徳供

l ＞筏術文献情報の収集

本年度末におげる所蔵図書資料の織成は次のと

おりである．
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・8 ・拘．
洋．
・定期刊行物

和維S事
洋雑S志

（昭和62年度購入分｝

2,593冊（新規増212冊｝

1.615冊（ H 32側｝

67~ 

97~ （新規It 2誌｝
・技術レポ田ト 1,23711 ( H 138) 

（寄贈受入分｝

・単行書及び調査研究報告書（和・洋｝

3,253 fill （新規治254冊｝

・定期刊行物 259誌｛新規地 5lt) 

2）情報サーピス

情報室は所蔵図書資料を広く一般に公開してお

り，無料で閲覧，貸出サービスを行う外．センタ

ーニaース『なつしまjによる海洋科学緩衝に関

係した新着図書資料の紹介等，所量産図・資料の績

極的な利用II:努めている．また，資料胸牽，妓術

動向，所在調資等tζ関する一般からの情報相談に

も応じるなどの情報サーピスも行っている．

定常的に行っている加工情報は次のとおりであ

る．

①海洋側発の新聞情報（週刊｝

主要な新聞10紙を毎日午前中fl:通覧し，当

センターが関係する記事はその日の内に関係

者へ回覧するとともに， 1週間分の記事索引

を作威して．センター内に配布する外．協力

団体連絡室を通じて賛助会員会社へも配布し

ている。サンプリングした記事は切り緩いて

ファイルへ!i湿してあるので， リクエストに
応じて，コピーサービスも行うζとIJt'できる。

②海外ユa ース〈月刊｝

海外の海洋側発ニ品目ス誌を素材として，

興味ある記事の日本語要約を作成L，掲織し

たものである． ζれらのー部はセンターニa

由ス「なつしまJII:も，もう少し鮮しく書き

直して掲載し，広く紹介に努めている。

③ コンテンツサービス〈月刊｝

コンテンツサービスは雑誌の目次をコピー

サーピスするものである．年度始めに．各研

究郡から希箆を聞き， 1ヶ月間II:受入れた雑

誌のうち該当する雑誌の目次をコピーして配

布するものである．

③ 会繊・農示会情報｛不定期｝

内外の会線開催予定やプログラム，あるい

は鎗文募集等を一覧袋にして紹介するもので

ある．センタ四ニ品明ス「なつしまlの新年

号には，新積図書資料紹介のページを使って，

「国際海洋開発会議開催予定一覧iを縄載し

ている．

海洋倒発一般から噂門分野tζ至る情報相絞や閲

覧．貸出害事の乙の1年聞の実績はti{のとおりであ

る．

3）利用実績（括弧内は61年度実績〉

① センター内部利用

・図・貸出 430 fill ( 367 fill) 
・雑誌貸出 53H事（6231志｝

②外保利用

・閲覧者 62人（ 83人｝

・図書資料貸出 47flll ( 69flll) 

－成果事ljfi物の有料頒布’ 65件（ 65件｝

・コピー受託 60件（ 55件｝

・レファレンス 120件（164件｝

なお，情報4曜の改革主が昭和62年11月から63年1
月にか妙行われたため， ζの問，外部の利用者に

は利用を遠慮していただいた．

4. 民量産研究報告の績集・刊行

情報室は当センターの研究成果刊行物のうち，

「海洋科学伎術センター鉱験研究報告lを編集刊
行している．本年度は第18号（6報文， B5判．

76ページ）及び第19号（21報文，B5半IJ,323ペ

ージ）を刊行した．

さらに，昭和例年12月に閃かれた第3回 fしん
かい2000l 研究シンポジヴムで発表された内容を

治文集にまとめ， 深海研究部の全面的な協カの下

κ刊行した． (26報文， B5判， 278ページ）

海洋科学後続センターlit陰研究報告目次

｛第18号昭和62年8月刊行）

1. 1錦5年9月三陸・常籍沖の泌速及び水温徳造

の観測

11.田芳史・原俊明・辻義人
美滋篤信・甲斐源太郎

2. 浮体式波力発電車主催の係留について

沼田平 ・ 'gi宮武~・鷲尾幸久

-44 -



3. DP S装備浴水支援船の覇軍状

岡本鎌縫

4. 海中音．信号伝自瞳2式験装舗の製作及びその海
上試験結果

土屋利雄・中西俊之・網谷泰孝

山本法文・衡木太飼l・許 正憲

5，底層流用流向減湾計の開発

森県美征・中西俊之・荻原自賢治

志村明敏・緑川弘量産・須山菅

6. 海面のマイクロ波放射符伎に関する研究

〈第5報｝

ー将来型マイクロ彼ラジオメドリー

佐々木保徳・浅沼市男・宗山敬

内藤玄ー・鈴木務

（第19号昭和62年3月刊行）

（島骨文｝

1. 南太平洋海繊〈ソロモン海．ラウ海盆．ジ令

ワ海itl）における深海曳航調査

r，馬大和・田中武男・大塚清
郷田宏

2. キャピテーション発生機織に関する研究

高川Ji{－・中西俊之・土屋利雄

網谷泰孝・許正憲

3. 音暢による画像信号伝送の研究

ーカラー画像の伝送ー

土屋利雄・中西俊之・網谷泰孝

山本浩文・許正憲・野立E健二
4. 『なつしまlのプロペラ維奮針測結集及び新

母船への適用

佐野正・中西俊之.~i川英一

調理谷泰孝・野沢和男・高須順三

5. 国体伝搬雑音予測法の検討及び新母紛への

適用

佐野正・中西俊之・縞谷泰孝

絵本潔・織田光秋

6.海洋深II水が海産緬物プランクトン，
SkelettJI脚叫 costat附 zの嶋勉に及ぼす影寄

中島敏光.！豊田孝畿

7. 波カ利用海水ウラン~~システムの関発

織田平・中川寅一郎・村山良孝

芦鴎~－韮 ・ 朝団 宏・丸中俊目lj

小織良一・児玉猛・杉向寛

高僧義明

8. 波力fl）用111：者伎術IC関する研究
績辰之介・工E証書言明・安田哲也
本多牧生・大西鍛

9. 没水平板による波浪集中授術に関する研究
工議君明・績辰之介・今井貧傷

秋山義信

10.東シナ海大陸棚縁辺援の海洋自構造の観測

（第1報｝

笑~篤信・康俊明・熊田芳史

浅沼市男•JII焔広紀・甲斐源太郎

11.ダイパーのフインキックによる常周推進力に

ついて〈第2報｝

（伎術報告｝

山口仁士・菊地秀治・様原正実

設楽文銅・猪木幡雄・毛布I）~彦

l 相償湾・伊豆諸島深海曳航調査
(DK87-2勘 IZUJ潟禽速報

深海調査グループ

2. 雨鳥島深海曳航調査

(DK87-3-MCSJ調査遮報

深海綿iiグル由プ

3. 海形海山深海曳航調査

(DN87-3-MCSl調査速報

深海潟盗グループ

4. !JI.航式TVカメラ周耐娠型ハロゲンランプの

2式作
松滞主主ニ・大爆清・r，馬大和
婚困 ~ 

s. H韓湿のGPS受信機の船舶における使用
結果級事自

門潟大狗・絵湾娘二・｛中二郎

満滞巨彦・娼田宏

6. 深海曳航式カラービデオシステムの開発，

及びその運用

大縁清・土島幸I）雄

7. パウスラスタトンネル喜容により発生する気泡

の者持動観察

佐野正・中西俊之・高HIJit一
大山正俊・)II尻勝己

8. 波力発'IIコストIC関する一考察
沼田平・宮崎武晃・鷲尾幸久
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9. 身自用大深度重量音波ドップラー・プロファイラー

の開発

甲斐源太郎・E黒田芳史、総滞誠二
奥野布署員I)

10.ダイパーレスキ.，.－f十画について

鈎本飾錐・山口仁士・稲田俊一

小泉至・綴係正実・青木笠

｛特集号 Jg 3図「しんかい2000J研究シンポジ

ウム昭和62年8月刊行）

I. 峻河トラフ北端郁 3富士川河口沖斜面の潜航
調査

大塚謙一〈僻岡大学｝

2. 重量河トラフ中紬翻lfCおける締mm力測定なら
ぴにトラフ底と静岡側トラフ斜簡の観察

墨付鈴夫・大塚謙一・S軒饗信明

〈鯵聞大学）

3. 「しんかい2000）用調筆観測機務〈底舗iifilll
流向流速Z十）の開発

荻原隊治・中西俊之・策鼻英征

緑川弘被｛海洋狗学校術セン-7ー｝

須山哲（鶴見続線｝

4. 級河湾輿邸におSするサクラエピを中心とした

深海生物の綴察

村中文夫〈静岡県水産i;t験峨｝

5. 8目模湾初島沖におけるシロウリガイ群集の

調査

締本館・田中武男・総湾畿二

割富田 宏〈海洋科学妓術センター｝

6. 栂績持軍初島沖における「シロワリガ「イ録集l

総合調査報告（ I ) 

太田秀・酒井均・平朝彦

大和田紘一・石井鱒秋・前田昌S電
線問倹太郎・才野敏郎・木事事一瞥

蒲主主俊敏・白山幾久・吉田俊夫

石1憲明男・遠藤圭子・角経拳
〈東京大学海洋研究所｝・書店関

宏 .車革本俸〈海洋科学校術セン

ターJ・半田鍋彦・埼湾敏行（名
古屋大学水圏科学研究所）・掘館

増輿〈千葉大学｝

7. アタリジンオレンジ染色によるエポキシ樹脂

包理組織切片中の共生絹磁の検索ーシロウリ

ガイ鱒組織中の共生細磁の検索を例としてー

進重量圭子・酒井淘・大国秀

〈東京大学海洋研究所J

8. 初島衛目巨沖シロウリガシf群集内のメイオベン

トスの生態について

白山義久｛東京大学海洋研究所）

9. 「しんかい2000]ICよる相俣湾初島沖のシロ

ウリガイコロニーの地様化学的研究

．酒井均・若者集能敬・遠縁圭子

Et暗純一郎・柳沢文孝・石塚明男
太図秀（東京大学海洋研究所｝

目下都実（岡山大学）・赤木右

五十嵐丈ニ｛東京大学｝

10.相燦湾初島沖深海底生物群集近傍堆積物中の

有機物の化学的特性

半閲唱曲彦・繕滞敏行｛名古屋大学

水筒科学研究所｝

11.相僕持軍初島沖海E量生物語草集の土佐積物コア間隙
水の化学組成

地湾敏行・半聞暢彦〈名古屋大学

水割科学研究所｝

12.潜水量調査船「しんかい2000］を利用したシロ

ウリガイ群生地でのガン7線探査

吉岡員IJ失・塚康弘昭（店自立防災科

学校術センター）

13.アカザエピ （Met側 fJzropsI a.抑 ics占の漁具
応対する行動調査

管主主 総・江川公明〈神奈川県水

産試験織｝

14.潜水調査船「しんかい2000)による7カザエ

ピの行動鍛祭と今後の現存量推定への応用

平本紀久雄〈千葉県水産鼠験嶋｝

IS.八丈凶地北部の海底地質及び微細地形

伸 二郎〈海洋草寺学妓術センター｝

Alexander Malahoff (Hawaii 

University) ・回中武努・r，，尊大
和・覇軍国 宏（海洋将学後術セン

ヂー｝

16.安山岸の海丘一「しんかい2000]による御蔵

海盆の海水調査ー

鎌尚換太郎〈東京大学海洋研究所｝

田中武努（海洋科学妓術センター｝

宕淵洋｛海上保安庁水路部｝
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古家手口英〈日本大学｝

調書田 宏〈海洋科学妓術センター｝

17. l¥瀬海織の底魚類羽釜

竹之内卓夫〈東京都水産銭験織八

丈分泌｝

18.沖縄トラフ中央地溝の研究

木村政昭・加厳徳三・大森保

兼永勝・小野朋典・押田淳

〈草花嫁大学J・田中武!1l・｛中二衡l
〈海洋科学授術セYター｝

蒲生俊敬・酒井均〈東京大学海

洋研究所J・山野 量産・上回議也

｛東京大学地震研究所）

安緩雅実容〈京都大学防災研究所）

井沢英二〈九州大学工学郁｝

19. 「しんかい20001による沖縄トラフの岩石の

主化学・微量元素組成， D/H,'"0/"0. 
軒 Sr／晶Sr，凶Nd／川Nd比

本節弘次・目下音事実・加々美寛it
（岡山大学｝・飯泉滋〈島4亜大
学｝・酒井筒・児玉幸雄〈東京

大学海洋研究所｝・木村政昭〈琉

隊大学）

20.沖縄トラフ海底熱水の池琢化学的能賞＜rt.. 
んかい2000J第235包潜航｝

罪事生俊敬・石橋純一郎・酒井 均

｛東京大学海洋研究所｝・小寺総

子・五十嵐丈ニ ・小崎橡・赤木

右・嶋田彰正〈東京大学）

21. 『しんかい20001の第231ti:治水調査により

沖縄トラフで得られた熱水位地積物の化学的

性質

益田明憲・石矯純一郎・蒲主主俊敬

酒井勾｛東京大学海洋研究所｝

加綴緒三〈疏1*大学｝

22.日本海中邸地.震源犠fζお砂る変動微細士由形

ICついて

田中武男・門馬大和・絵本自制

縄田宏〈海洋科学妓術センター｝

23.日本海最よトラフ海織におりる袋在位窓生生

物

総海誠二・橋本修〈海洋科学伎

術センター｝

24.日本海深海生物の分布と生態ー海経海峡西口

海域ー

涌坪敏明・貸金崎栄ー〈骨鎌県水

度鉱験絹｝

25.大和雄にお砂るホッコクアカエピの分衛生態

安田信也（石川県水産訟験湯）

26.潜航記録一覧表（昭和ω年度以降｝

-47鳴





第6..設・設備の重量舗と利用

1 ..備状況

本年度において盤自信したまな級裁は~－ 1 のと

おりである．

研究開発を行うのに必設な各鍾の大豊富実験研究締

役・設備を有し，乙れを各研究郎で使用するほか．

箇・企幾及び学界等外郎の機関で海洋科学妓術1ζ

関する研究開発を行う者の利用にも供している．
2. 利続試況

当センターでは，海洋科学校術IC関する各種の

なお，本年度の施役・設備の利用実績は表－4

のとおりである．

表－ 1 昭和62i事業年慶応型車備した主要健器顛

※ 日本自転車振興会徳助事業取得物件

機器の名称 取得年月 使用目的 性 能

無 人 探 査 機Is2. a I初OOm潜水船「しんかい2000J IC 潜水最大深度：：ぉOOm
よる調査研究をより効果的に実施 重貧約3.7トン

するため浴航海績の事前嶋倉，危 寸法約2m(H)×2 mM! 

険海域の調査，物体のま生紙回収 ×3 mlL) 

を行う．

※ 

海水循環水徳Is2. 91波と流れが共存する環境下附け 祭事： 20m
る傷造物等の諸符弘海水中にお 信 ；0.5m

砂る諸特性などに関する実験に使 深さ： 0.7m 

用するζとを目的とする． 波浪： 二方向

流れ：ニ方向

絹菌ガラス4長り
波高： Al大Tcm 

周期： 0.5～3秒
方向：］般大約60・

ダイパ回答報装鑑Is2. 9 I潟水作業をしているダイパーの心｜深度300mでの計測が可能
.図を針調IfL作業の安全を図るζ
とを目的とする．

多用問…ム162 11 I…一実海域実験で
データレコ『’ダIC取得したデータ

を解析し脳量産による二次元脳11図‘
聴覚脳幹反応Ja心.図上のR-R
間傭より自律停車筆活動を計測し，

高圧下における種々の生理学的解

析に用いる。
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機器の名称 取得年月

吸波型造後裟鍾I62. 11 

画像信号変復調訟験装置 I62. 12 

使用自的

水槽中の物体．側聖堂などから反射

してくる波を吸叙し，所定の波を

造波し続げる義揮であり，長時間

の波書量中現象の実駿を目的とする。

画像信号伝送鉱験Iζ周いる銭験装

銀• T V信号を変調して音・信号
として送信可憐な信号に変S慢し，
また受信した音響信号を画像信号

iζ変換してCRT K表示する．

VAX8800システム I63. I I乙のシステムは，米国DEC祉の
VAX 8800とVAX8250から偶

成される。

①VAX8800は12MIPS （メガ，

インストラクション1抄｝の処

痩速度を有し，以下の科学佼術

計算に利用される．

イ．シミュレーション

。海洋大循環シミュレーシsy 

。海洋曳航ケープルの運動シ

ミ'1レーシaン

。海洋泌音畿発娠源のキャピ

テーションのシミaレーション

。7イクロ波紋射伝量産浬論の

計算

。レーザ埋自由計算

。費量人機運動性能計算

。トモグラ7ィ理鎗計算

ロ．修造解析

。海洋情造物の婿進Z十算
。深海機器の僑造計算

ハ．データ解析

。各種海洋針演lデータの統計

解fir・周波数解析等
。潜水実験データ解訴

。動物実験データ解析
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波高：最大10cm

周期： 0.5～2.0秒

官E

型式。プランジャー忍及び

フラップ型

機能：吸波型

変復調型式： SSB

FM, FSK, 4 PSK, 8 PSK, 

ポF レート： 2.5K, 5 K, !OK 

画像表示： 128X 128 

256×256 

カラー表示：赤．概緑6X6×6

及び3×3X2



朝ai告の名称 取得年月 使用目的

ー．画像処理

。人工衛星データ処理

。サイドスキャYノーナ画像処l1I!

。シーピームデーク侮底地形

の殴化

(2)VAX8250は以下の特妹袋縦の

君事l御IC利用される．
イ．高解像度二次元画像表示装

ll 
ロ．高解像度三次元筒像表示量産

雌

ハ．ピデオ紛織りシステム

深海画像データ管混用I63. 3 Iζの装舗は．マイクロVAXをホ
2次元商像処理装置｜ ｜ストとし512×512函紫の表示能

カを待つ画像処母装置から織成さ

れる．

「しんかい2000）及び深海曳航体

により観察された写真などの画像

処理IC利用される．

スライ F，写真．ピデオなどの画

像入力が可能であり．自由度の大

きい画像処理緩能を鍵供する。

超高速 3次元カラーI63. 3 I 1024×1024函紫の表示能力を持
グラフィック ・ターミナル｜ iち＇ cーカルで（VAX8250と独

立に｝ 3次元画像の回転，縮小，

鉱大の作業がリアルタイムで実行

可能となる．

ζの装鑑Ii.，シービームデータで

求められた海底地形の3次元表示

IC利用され潜水船の潜水に先き立

私立体図をもとに行動予定の打

ち合せが可能となり，効率のよい

潜航及び安全な潜航が可能となる。

高解像度 2次元I63. 3 I主に，リモートセンシング衛星デ
箇像表示袋 llI ｜ータの表示に利飼されるo1024 X 

1024画祭の表示能力を持ち，きめ

の乙まかい通俊表示が可能である。
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機器の名称 取得年月 使用目的

高画質ビデオ駒織り I63. s Iζの装績は，高解像度2次元及び
システム I I 3次元画像袋示装IIのビデオ信号

を紀録できる。

高解像度画像は1024本の走査線を

持ち，一般の走査線517本と異な

るため．スキャンパ－,yを介して
517本の画像を記録する．記録は

VAX 8250 ICよりコントロ－，レさ

れ，完全IC自動化した7ニメーシ

ョン作成ができる。リモトセンシ

ング画像の時間変化をi畠いか砂た

7ニメーシsン作り，及びシーピ

ームによる海底地形の連続観察が

可能となる．

性 能

C T D 装自E 63. 3 IC：導亀事， T：温度， D：深度 ｜導電率針測繍度土 0.00015

※ 
光ファイパー陣容点検出 I63. 
器光減表器 。

※ 

コア直後裂光ファイパーIss. 
触省銀総 llll

を計測する装鑑． ｜温度計揖l用者度主 0.005・c

3 ！無人潜水題提等で光ファイパーを使

I mしたシステムで光77イパーが
！圧力等の外力により光量船員失を地

大する陣容を受けた個所を検出す

る．

深度計測精度± 0.25%FS 

.大距離レンジ： 120km

段取分解能・ Im以内

フレンネル反射守スク機能

: 3か所

s I無人潜水機等で光7ァイパーを使l平均緩統領失0・0.07d島ぺSM
用したシステムで光ファイパーを

銭続する時κ使用する．
0.05d.B/GI 

適用ファイパー径

: 1.5 mm以下

分割愛造波線I63. 3 波動水纏中IC斜め波。｛規則波｝を｜波高： J掻大7cm

C'T D船上データ I63. 3 
収集処理装置

造波するととを目的とする． ｜周錫： 0.5～3秒

CTD水中郵から岡純ケープルを

介して送られてくるデータを船上

で処理・出力する．

働 52-
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機器の名毒事 取得年月 使用目的 性 能

なつしま周GP揃法装鑑I63. s I rなっしまlのドップラープロフ｜蜘胤精度・ 15mRMS
ァイラーに紛位．船速データを由Ii車。度 : 0. 1 kt 
カする装置 ｜受信周波数 1575MHz 

大循環式潜水呼吸装鑑 I63. 3 I soc • DOCシステムに袋備した深｜銀大使用深度： 300m
話雇用呼吸装置。 ｜ダイパー送気量

呼吸ガスを回収精製して再利用す｜ : 150A{/min 

るため，紛へのガス繕載貨を大幅

iζ経滋できる。

深々度周非常呼吸装鑓I63. s Iダイパーが装備する非常用呉． i最大使用深度； 300m
呼吸ガスの供給が停止した絹合fCI使用可能期間； 300皿で

用い， SOC≪：ロックインするまで

安全に呼吸できる．

15分間

紛船用術壁画像受信装組 I63. s I船舶安全運航のための級新の5現象I24時間受信可能
情報をはじめとする各種情報の常

時収集を包的とする。

ホーネット制御主主鑑I63. 3 I自航式ビークルfホーネットlの｜ビデオモニターユニット，遜
船上制御装録。 ｜信制御ユニット.11綴ユニッ

水中の潜水機応光ファイパーを介｜ト等で編成

して前後進等の街令を送る．
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施 絵 名

I ）潜水訓練プール

2）波 動 水 栂

3）経 奮 波 水 糟

4）図 宮正 水 嶋

5）潜水シミ ,1 レータ

6）高庇~験水槽

7）小型 ~a:~ 験水糟

8）漏水呼吸器高圧訟験海軍

9）オープンパ Jレ

10）救忽祷庇訓練装鐙

II）然中乾式溶接袋鎚

12) 自陣 義 li 

表－2 供用施殴・段側一覧表

自陣 成 重量 Ill 仕 織 使間目的

潜水訓練プール プール ・ほIi正方形一辺の祭事21ro 深志3ro （二部i.5 m) 潜水筏術者の餐成
訓練．潜水機器の

潜水割l練用オープンタンタ オープンタンク： i置径3曲 S聖書3m 開発．性能試験

ホ槽本体・逃波装償・ltil'J 長さ40m 幡4m 深害2.3m a量大波高0.2m S主長0.5m～10.0 m 海群4障浩物．船船
消波装窃．オイル

台車・消波装綴 計測台車0.2～2.0m/s 速度変動$士3%F.S以内 フ＆ンス書事の鉱験

水制梅御本装体8・・鑓送・音無受渡波轡器送脱位受気波置遣軍検務鑑出自
祭事。：9m幅9m・深さ9田， I.Sm 測定モード・パルス及び連続犠 ‘水中での送受波器
周波数範囲： SkH忽～500kHz 周波数レスポンス：士 ldB の感度と指向性の

動厳正義窓 パルス波： IOJlsec以上 測定

水梅本体・送iM系駆動装8・ 。長さ 9.5田幡4.0皿認さ I.8血 船舶涜体力学．
減速： 0. 5 ～S.Om；鈍鵠~ 〈自由義街無し〉 海洋工学研究用

続遮測定装111・ホイスト 0.5～2.5 m 〈自由銭面有り〉

耐燐御圧盤:, チ£ンパ・ガス系統・環
ウェットチェンパ：内径3.6m 商事6.2m 混合ガス短時問機

ントロール系統・中央制 ドライチェン，マ ：内径2.3m 祭事7.5m 水制練．高庇環境
サプチ品ンパ ：内Ii2. 5 m 下の医学的研究等

水柿本体・加圧装鐙・モエタ 有効寸法：内径1.4m 長さ3血 深海用機器.f:.t科
経大加底：静庄加庇l.560kg/cd繰返し加庇650kg/c,I 等の開発研究実般

装歯・2十測量i鐙・作業装鐙 加圧媒体：潟水．海水〈人工語道水｝，油

水梅本体・加圧装自宣・＂＝.タ 有I&効大加寸法圧：’内70径ot~cd長さ70個 深海用機穏．材斜
等の開発研究実重量

袋飽・2十測装縫・作業装飽 加圧線体：真水

水栂本体・操作lit.人工呼吸 有効寸法：内印径刷＇C畑d 農さ 169cm 各種潜水機器の作
最大加庇： 動．性能磁認及び

器裳怨 加圧線体：水，不凍液（温水｝，気体（Air, He, He -0,. N2) 耐圧訟験

直径I.6皿高志 1.8m 銀大定員： 3名
調書水作業員事高地
安全の擁保

長さ4.3m 偏I.8皿高さ.I.9 m 級大定員： 2名 潜釧練水技．術高気者の圧獲隊成司盤

発生時救急蒋庇等

チιンパ本体・圧力針測車産殴 舗2・.7 m 奥行2.7m 高さ2.7 m 最大適用管径24inch （約600圃〉 水中事正式調書犠I！：関

潔償ガスコントロール強位・ する鼠厳

給11照明装磁・通信監線装蹴 般大定員： 3名

収容人民： 15名～30名程度 海す洋る績科学畿銭等術を行に関う



表－ 3 iii量・段繍使用t日当りの基準

施設・役繍名 使 周 料

潜水訓練プール施設 ... (6月～ 9月〉 冬（ 10月～ 5月）

加混（30・C) 自然温 加温（30・C) 自然温

円 円 肉 円

プ JI, 9 6. 000 41.000 113.000 41.000 
オープンタンク 5 4. 00 0 8. 00 0 70,000 8,000 

教 室 室 1.000円

2障裳釜 l室 3,000円

波 動 水 縄 I 2 4. 0 0 0阿

水 槽 本 体 水槽装置E一式

組音波水槽
77,000何 221.000同

回 曹弘 水 梅 3 8. 00 0円

高圧実験水車曹 積算基準により別途算出

潟水γミs レータ 積算獲貴闘により別途算出

水溶綾中子乾ェン式パ用ー 6 0, 00 0阿〈必加要算にす応る。じ，） 別途オベレーションtζ必婆な費用を

小型高圧実験水練 25,000円

潜高圧水鋲呼験吸装器鑓 3 3. 00 0円〈必要に応じ， jJIJ途加圧煤体Iζ必要な費用を加算する。）

オープンベル I 2. 0 0 0円

憲史愈再庄訓練裟自量 14. 0 0 0円

ー害事ー



表－4 昭和62年度鎗俊の使用状況

二六工
外 部 使 用

内総使用

件数 回数 金 領内

清水車IJ練プ ー ル 8 I 4 605,800 45 

オープンタンク 一
3韓 袋 '.¥: 2 2 6,000 

波 動 水 織 3 5 5 2 4. 2 0 0 149 

遁 奮 波 水 糟 I 3 I 7 3,526.600 243 

問 ~ 水 糟 2 4 141.200 29 

高 圧笑験 水得 I 0 ・20 11,927,000 89 

諸島水シミ品レータ ー ー

小製高圧実験水相 l 3 26 693,200 I 2 

そ の 他 I 6 I 0. 3 0 0 

合 針 52 94 17,434,300 567 
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3. 電子計算機の豊富備

センタ・・内め電子計算線の機総の砿充のため，

VAX8800システムを昭和62年度末iζ，導入した。

周システムは図ー 1IC示すように2台のスーパ
ーミニコンVAX8800とVAX8250を中心IC硲気

ディスク装雌．磁気テープ装置. 2台のミニコン

ピ＂＇ータ・マイクロ VAXII，毎々の画像処理装

II.数多くの総末装置E，ラインプリンタ，レーザ
ープリンタ， X-Yプロッタ君事から成っている．

己のシステムの特徴は， VAX8800/VAX8250 

の2台のCPU（中央処穆装置）をクラスタ結合

と呼ばれる結合方式で結合しており， 2台のCp 

Uがあたかも1台のCp Uであるかのように管理

さ札磁気ディスク装置，滋気テープ装IR2台の
CPUIC共有化されている。乙れらの設備はモデ

ムを介して公衆回線に銭銃されているために．セ

ンター外のど乙からでも〈たとえば，他のオフィ

ス， 一般の家庭．自動車の中．航行中の紛紛，外

国から｝アクセス可能であり，センタ一以外のユ

ーザーに公開するζともできる．また，数多くの

端末装置Eをセンター内の各部室IC配置し．大型電
子計算機並みに集中管怒を行う乙とは．スーパー

ミエコンとして11，あまり伊jのないζとであるe

ラ4ンプリンタ 2翁

クラスタ柏会

Ill担ディスク輯揖 12台 磁蝿チープ 4台

さらに，自動運転支緩システムを利用することに

よ勺て自動館勤．停止，隊書検知を行っている。

障害がおきると，警報器を鳴動させオベレータK

知ら：ぜるとともに，自動的に降客の状況をメーカ

ーへ途報し，復旧への対応を迅遺1ζ行うζとがで

きる．

ソフトウェアとしては，OS (1電子計算機の基

本ソフト｝はVAX/VMS（マイクロVAXにお

いてはVAX/VMSと完全κ互換性のあるMicro
VMS）を周いており，従来のVAX11/780で作

成したプログラムをすべて利用できる。また，高

級雲穏としてFORTRANコンパイラ， BASICコ

ンパイラ／インタプリタを有しており．科学校街

It蹄において非常IC汎用性が渇くなっている．ユ
ーティリティプログラムとしては，英単語チェッ

クソフト ・SPELLCH配 K，電子会議用ユーテイ

リティ ・VAXNOTE，鋪i1ii設計支援ソフト －
VAX FMS，英文筏術文書整穆ソフト ・TeX等が

ある．また数値計算用サブルーチン ・パッケージ

としては2基本統計計算用としてIMS Lを．また3
次元グラフィッヲ処理用としてPLOT79を備え

ており，さらにデータベース周ツールとして，デ

ータベース管穆システムRdb，情報検索K用いる

DATATRIEVE，システ1,.念体のデータ定義語字奮

毛デ4」

鎗＊聾置 $8台

品衆回線慣縫

尭’＂＂えタ 組理 2台

悶・・3 VAX8800システムの様念図
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期』ECommon Data Dictionary等を持ってい

る．

ζれらの設備の集中管理Eを行い．室内灘墳を独

立させるために，従来の情報室の機能を情報練2
階It集約し．同練1階を改革査し， VAX8800シス

テム及びζの周辺装.並びに電子計算機室を設II
した。

乙のVAX8800システムを会センター的に利用

して，海底地形図の作成．深海画像情報の処Ill!.
無人傑筆機の運動シミ a レーション，底質情報の

解4時，海洋浮体練造物fζ関するシミ品レーション，
海洋大循環のシミュレーション，人工衛星からの

情報の画像処理，黒潮調査研究に関するデータ分

割干，エルニ一品a現象の研究lとお砂るデータ解析，

海洋音・トモグラフィ由のシミ aレーシgンとデ

ータ解析，各覆データベースの嫌気ほか技術文

書の作成やセンター内の情報交僕等が行われ，セ

ンターの研究側発の発展に役立つ乙とが期待され

る．
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機器の渚元

機器名

1) VAX 8800 

2 > VAX 8250 

3) MicroVAX II 

続 製 性 能

本システムのま葺となる中央処理装置 ｜①主記憶容震 96メガパイト

45ナノ秒である。 ②サイクル・タイム

③デュアル CPU

@VAXBIパス 2ライン

⑤浮動小数点演算可能

⑥1114軍 240V/50Hz

①OS VAX/VMS 

舗像表示重量II等を銀統L，画像処痩｜①主記憶容量E 16メガパイト

16ナノ抄害事tζ利用するとともに， VAX8800I②サイクル・タイム

の衝動的な利用をする． ｜③VAXBIパス 1ライン

⑥浮動小数点演算可能

⑤電源

⑥OS 

240V/50Hz 

VAX/VMS 

2台有L..1台は深海の衝像データ｜①主記憶容it 5メガパイト

の処理，もう1.台を海洋観測データI011メガパイト磁気ディスク装鐙
の1次処理に周いる0 VAX8800/I 2台突重量

VAX8250とソフトウsアの互換性｜③95メガバイト

があり，作成したプログラムを有効｜ カ由トリッジ磁気テープ使用可能

に利用する乙とができる。 ｜③イーサネットケープルへ鍍続可能

⑤浮動小数点演算可能

⑥電源 JOO V / 50 Hz 

⑦OS Micro VMS 

4）磁気ディスク君主鍾｜繍助記憶装遣として， VAX8800と｜①形式・台数 SA482 3台

VAX 8250より高速でアクセスが可｜②記憶容量量 (I台あたり）

能な．大g震の密閉型のill気ディス ｜ 2.5ギガパイト

ク装置である．
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( 625メガパイト／ユニット

×4ユニット｝

③転送速度〈ユニットあたり）

2.4メガパイト／秒

③平均アクセス時間

32.3ミリ秒／ユニット



S農 器 名 機 曹長 性 官を

5）硲気テープ装鐙 総気ディスク装自tic常駐する必要の ①形式・台数 TA 78 1台

ない大震のデータを保存するのに用 TU 79 3台

いる。磁気ディスク袋鑑より信頼性 ②記録密度 6250/ 1600 BPI 

が高いので，パックアップ簿にも使 ~tc憶容量量 （2400 ftリーノレ｝

うζとができる。 145メカツ《イト

③富毒み書き速度 125インチ／秒

⑤最大伝送越度 781キロパイト／秒

6）ラインプリンタ 従来VAX11/780で利用していた ①形式 LSP32 （英字カナ）

炎文字・カナ筋ラインプリンタに加 LA 280 （英字カナ漢字｝

え，漢字 ・英文字・カナ燭ラインプ φ~大印字i車度 550行／分（LSP32)

ザンタを備え，多貨の出力結果を高 360行／分（LA280) 

速に印字するζとが可能である。 ③印字桁数 132桁 (LSP32) 

180桁 (LA280) 

7）大型 85, A4, 84, A3サイズの用紙 ①形式 LP S 40 

レーザープリンタ iζ高函質・高i車で印字するレーザー ②最大印刷速度 40ページ／分

プリンタで多数の字体を備えている。 ③解像度 300ドット／インチ

印刷等の願締作成Iζ用いるζとがで ⑥給紙収納枚数 2500枚

きる。

,8）綿 末 裟 II 漢字表示を行えるディスプレイ端末 ①形式・台数
と，漢字表示及びグラフィック表示 VT 282 （漢字） 21台

の行えるディスプレイ繊末の2穆鎖 VT 284 （演字グラフィック） 37台

あり，各建屋lζ画cllLセンター内の ②袋示行数 25行

どζからでも本システムICYクセス ③表示総数 80または132街／行

するζとができる． ＠対応インター7孟イス

DEC423(VT284のみ人EIA,RS232-C

9）小型 漢字及びグラフィックを高通貨で出 ①形式・台数 LN 03 17台

レーザープ！リIタ カ．できるA4サイズ燭レーザープリ ②印字i車度 8ページ／分

ンタで，各鐙屋ICl!i:!鑑し手経に印字 ③解像度 300ドット／インチ

できる。

・ 10）自動運転支緩 本システムの起動・停止及び猿II. ①形式 ARCOSSII 
t〆 ス ア ム 環境の.常応対する通報と繁急停止 ②環境センサー 高温度・高温度

を自動的IC行う。
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第s• 船舶の運航関係業務

当センターが保有する船舶は，潜水調筆鉛「し

んかい2000J，支援母鉛 fなつしまJおよび海中

作業実験船「かいようJの3隻である。 fしんか
い2000Jの浴航と日常の盤備は，当センターが直

緩行い， fなつしまJおよび「かいようJの遜航
と一般的な艶舗は，船舶運航会社ll:~託している。

’揃の運航を開始した昭和56年度以来の行動の

状況を．海滅jjljIζまとめて表ー 1Iζ示した。わが

国周辺の各海域で，当センタ由が開発した深海曳

航潟査システムおよび「しんかい2000」による深

海調査研究が箸突に発展している。また， 「なつ

しま」および fかいようJは，それぞれ潜水調査

船の潜航支援および海中作業実験の支援という2基
本機能のほかに．新鋭の海洋調査紛として各種の

海洋観測あるいは実験を支援している。~－ 1 の

下欄の外航は国際協力研究のための運航で外国の

研究者も乗船し，また.司寄港先では現地の関係者

に船内を公開して，国際線替にも寄与している。

昭和6拝皮業務には次のような特徴があ勺た。

fしんかい2000Jの潟査請書航は引き続き駿河湾 ・

相模湾，伊豆・小笠原，日本海および潟西諸島の

各重点海績での調査を進め各分野での成祭をあげ

てきた。

fなつしま」は無人事事査機「ドルフィン3KJ 

を繕載可能なように改造した後．駿河持層において

運用訓練を行った。

fかいよう」は定点保持と安定航走という本船
の符微を発簿し．各種の利用目的に良くIii'!応した。
とくに，本格的長期外洋行動として，日仏協力に

よる北フイージー海盆におけるリフト系調査に約

2カ月半ll:およぶ長期航海を行った。海洋調査船

の新しい船裂として， 『かいようJとその運航経
験には海外の造船技術者および調査船関係者も強

い関心を示している。紛高自のI!備については，乗
船研究者の菱銀も積極的にとり入れた各種の改良

を行い，安全運航はもとより，機能向上のための

諸施策を実施した。

1. 『しんかい2000／なっしまJの運航

昭和6持皮IC「なつしまJは1Sfi動（内航15,

外航0）を実絡した。実績線表を表ー2，行動海

域を図ーIIC示す。行動の内訳は，潜航支緩11行

動， 「ドルフィン3K」の訓練1行動，その他の

調査研究支緩3行動である。

潜航鶏牽は．潜水舗査船潜航潟貸錐進委員会〈海

洋科学技術センター〉および深海調査研究推進検

討会〈科学技術庁〉において審議され．センター

が策定した年度計画に従って行われ，昭和62年度

には相績湾の沖の山地付近でのシロウリガイ生物

撰集や．沖縄トラフ伊平屋回地での高滋熱水噴出

域の発見など注目される成集をあげた。

また，生物や地質の調査と並行して．深海微生

物lζ関する研究に役立つ保庄回収Z室温の実海緩試
験を行うなど機器開発への協カも行った。

なお． 「しんかい2000Jの年次盤備期聞につ

いては，今回再検討を行い，約10日間短縮した。

ζれは今後効率的な紛紛運用を進めるために有効

である。

昭和6持度の利用機関は袋一3のとおり当セン
ターのほか19機側で，昭和61年度よりゐ1機関が

増加した。それら内外の研究者の研究題目を，表

-41C示す。

寄港地におけるー般公開は．郷覇港（7月13日）

横須貿新港（8月9日）及び仙台港（9月5日〉

において実施した，

支銀母船「なっしま」の単独行動Ii,:.61:度ま’

では深海カメラ．サイドスキャンソーナーなどを

曳航して行われる深海調査の支援が主であったが．

昭和63年度2月からは．深度3300回無人探査機

「ドルフィン3KJの訓練滋航支援を開始した。．

〈表－ 5怠照〉

2. 『かいようJの運航

洋上で船の位置を定点11:保って海中作業実験を

支援する機能のほかに，動揺が少なく作業申書Eの
広い『かいようJは航走状態での海洋調査研究支

緩にも適している。そのため．昭和62年度の運用
は多機な研究目的に供され，とくに初めての本絡

的長期外洋行動として，日仏協力iζ11づく北フイ

ージー海重量リフト系調査に約2.5カ月遂行された．

外航の東シナ海行動は，昭和61年度から姶事っ

た日中黒潮共同研究の一部で．今回は上海港IC:寄

損害し．中国側研究者との交波及び船内の公開を行

い盛況であった。
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同じく外航の北71ージー海盆行動は．日仏協

力ICJ基づくリフト系調査であり．国内からも地質

潟査所，海上保安庁水路郎，国立公害研究所，東

京大学海洋研究所，筑波大学が多加し，シービー

ム．曳航式深海カメラ，ソーナー，採泥，地震係

資害事による海底調査が行われた。

昭和62年度の「かいようj行動海織を図ー 1IC, 

研究館目．利用部門等を，＆－6 IC，また運航実績

を表ー7.臼仏共同リフト系調査航跡図を関－ 2

1ζ示す。

3.船鋪の整備

昭和62年度の法定検査工事と震袈な型整備事項は

次のとおりである。

(1) fしんかい2000」

昭和62年12月I白から昭和63年3月12日〈施工

後の銭験潜航を含む〉の問，潜水調査紛~備場で

中間検査工事を行った。潜水調査船本体について

は，例年に倣うた各種機器の点検整備及び必袈な

部品交換を行ゥた後，陸上作動鉱験，沈降試験を

経て，重量河湾において最大潜航深度までの怠験織

航を実施し．無事IC検査工務を終了した。

また．中間検査工事の一環として，fなつしまJ

K俗載している潜水紛~－－池用充放電管理装抵
の制御装鑑換装工事を実施した． ζれは伺装置の

老符化によるものである。新しい豊富績は潜水調蜜

船整備織にある充放電管理装置との互候性を確保

し，相互に予備機としての役目を持たせるものと

した。

潜水草書道紛の改造工事としては，水中ステレオ

スチールカメラのピaーファインダー装置を製作

し．取り付けた。乙の装鑑は超小型の水中カラー

テレビカメラと3.3インチの液品モニターテレビで

車脅威され，今まで”勤”に頼勺ていた水中ステレ

オスチールカメラの織影範闘をテレピ画面で確認

する乙とが可能とな。た。

(2) 「なつしま」

昭狗62年12月3白から昭和63年1月28日の悶，

中llll検査工事そ行った。また．同期間中IC無人傑

盗事• rドルフィ ン3KJを答書見するため．総書量甲
j&の鉱援や5トYクレーンの増設．油圧配管の僧

紋・変質等の大改造工事を実施した。

一般部においては，経年目事終のため右舷錨鎖新

轡．ギ守レー内改修を行った他，張出し紬受のゴ

ムの接種位向上のための材質改善工事を行った。

特殊装置においては，音響航法装鑓の受波器・

送受波器の織成部品である腿幽ケ甲プルの定期交

換を行ったほか，格納，.天井クレーンのキャプタ

イヤケープルの新替等を行った。

また，揖i.!i!随像受信装置設置工事を施工したが．
乙れにより憲新の気象情報をはじめとする各種の

情報の常時収集が可能とftり，船鎚安全運航IC寄

与すると乙ろ大となった。

(3) 「かいよう」

昭如62年5月14日から6月22日の問．中間倹重量

及び伺関連工事を実施した。今年度Ii，定期検査

と中間検査の工事震を平準化するために，中間検

査で要求される法定検査の他IC，サイドスラスタ

8台の内の2台， SD C錫絡用ウインチ類9台の

内の5台， Aフレームクレーン3台の内の1台等

の開放検査を前倒しで行った。また，中間検査関

連工事としては，推進紬ターニング装置の新役．

紛t;'f両舷舗の狼装〈大型化〉等を実施した。

その他．マルチナロービーム音響機l深裟鹿周鉛
直ジャイロの換裟，音窃畠IJ位装置周ミニトランス

ポンダの製作，衛星画像受信装置の新綬等の豊富備

を行い，海中作業実験紛としての機能向上を図っ

た。
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表ー1 船自由の行動海織

fしんかい2000」： 1コ試験・訓練潜航 O潟資潜航
『なつしまJ ：ム 海洋実験・潟釜研究 .深海曳航調査

「かいよう」 : ＜＞海洋実験・調査研究 ・深海曳航調査

ーい之空 56 57 58 59 60 61 62 備考

相 機 湾 ロ 白企。企O • 0ム0・ O＜＞・

言量 河 湾 ロ. 。。 O• 0口 OD~＜＞・ 0ロム

t己 伊 水道 口

熊 野 ill ロ

百E 山 ill •O ． 。
一 縫 沖 • 。 〈〉

沖縄トラフ 。 。
鬼界カルデラ 。
四 国 神 』h 。
日 向 書量 • 。
大 和 土佐 • 。 。
秋 田 沖

a‘ 企 。
南 西 務 島 』h 。
途 州 灘 A 

四 国 海 盆 。 〈〉

伊 旦 諸 島 • 企O 。
八、 丈 島 • ． 
隠 量邑 堆 企
.上トラフ 。
資 量車 西 部 0・ 。
小笠原諸島 AO 

筒 鳥 島 • 
ピスマルンク溢海域鍾
ソロモ • 
トンガ海溝題提 a‘ 
インドネシア海犠 •• 
東シナ海犠 〈〉 く〉

赤道太平洋 ゐ

北フィジー海盆 。
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表－ 2 昭和62年度 fしんかい 2000』および『なつしまjの運航実績

I 2 3 • 5 6 1. 8 9 110 II 112 13114 同時口I18 I 19 I却 121 22 担 訓話 描 21揖拍 却 311
水＊ 金土 《A 自 火水 本I金 山＇R ll I火水 ;t;I金1±1帥Ill I火 P氏本 金，，.＂四 月火 ＠ 本
4 吊紫 ＠駿河湾〈銅線〉 ！

月
交換 ... ... .. 。ゆ偽
金土 {~ ＠ ＠ 水

針＠金厳i魁河＠湾凶・！火 * 本金土＠月 込tt比絹鶴企仲湾 間 月 火 ホ ＊金£ ＠5 

義z蛾t 
＠峨河湾｛鼠蟻〉 ＠伊 皐 ・

月
水中画像伝送実験 I<* 摘。 12'$ M割 100: ？” 1150 

月火水本金土 ＠ 月 火i主 ＊一！金一＠ ＠ 月火水本金 土＠ 月虫 水 3ド 金 ＠
,. 月火

6 小笠眼

華民験
＠小笠縦

軍陸月

I 2 3 • 5 6 1 8 9 10 ’I 12 13 I 14 115 116111 18 向調 21 22 23剖 2S 26 21 調 調 却 1311
氷 * 金 土 "' 月 火 本＊ ー也

,, .. '" 月｜火l>!<I本1・ ゴtイ面 月火 水木 d包 副 ＠ 月 λー 1権 本1・l
7 ＠南西諸島 I I 

月

1・$0 1帥 174& ，，。 '" 1666 陥30JS30 

土叫 月 火 氷水 • 巴T '" 月 火 水木 金土 剖 月火 * 本金 ’＆ “ 月火 旗本 金土 ＠ 月8 ＠備鳥島

月
． ．． 

深海曳航調査

火＊ 本 ・土 '" 月 火取 ＊金 ＂』 ＠ 月..商品 * l金l土l@IJJl:kl@諸民金 ’‘ 
,. 月火 水

.9 ＠飽登半島伸・歓闘・肯轟会神

月

161J蜘‘ ,,,J咽1110 

’‘＂ 
U調。 2，。 II‘s 1130 

I 2 3 
‘ 
S 8 ？ 891011 12 ’s 14 15 16 17 18同1：拍 21 2宮 担 24 畠摘 割 調 調 調1311

金 土 且＂＇ * * 金 l品、＂＂ ＇月 ・3巴 水 本金 土
，向 JI I火 水 木 金 ≪ド ，凶 II 火'* I；本1・4土1

10 @a常渇

月 ’l ' 
1$1 1896 

本中画像伝送実厳 i醐館割。
(8 月 l剖 '* 

温p 金 土 E同1 月 火 * * • 曲 '° 月火 水＊ 金 士 間目＠ 火 水本 金 ,., 【伺E 月
II ⑪披河湾 ＠相続湾

月

宮思 ·~ 嶋崎 300 ’010 121(] 10 II鶴 1朗自I副 111') 131。12$) 
火 ホ

’‘ ーー
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12 
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月 ・．． ・．． ・・ ・・ ・・・ ・・ 0・0・・0・J・・・中・－－間－・ ．壷． ．． ・．． ・．． ・．．

見 * * * ． 舎 4員 fl •k 水 国 金 ，.面 月 火 * 持t金 ゴ止
uu 月 •• 調k * 金 <±) '"' 月

2 
圃

月
ド1ルtrフ：工ィぷシも！・ioo沼官j野中訓間練検 上査

, 
－・・．． －・ ・・ ・・ 4・・ ・．．・．．・．． ・－－－－．．． ・．．

火 ＊ 本金土田＇ JI 火ljホ｜水11盆I(l) ＠耐火l水 本金 土田）＠必本本金曲師、月 火水 * 
3 産E駿t ＠駿河湾〈鼠蛾潜航｝

吊。li書i｜交i｜ 換
＠喰河湾〈割l鎌淘航｝

月
・ラ 捕掛川刷，o,J，醐 101J 1010 10刑制1 101J1醐101 ...・F糊〈数字は深度〉 〈＝土＞「怒っしま単独行動 〈…：…》工事

0内の数字は行動番号（l!ll-1－照〉
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図－1 62年度の紛鎗行動湯量量

注： 10しんかい2000 口なっしま単独 0かいよう．数字は行動番号。
注： 2 『かいよう」のリフト系調査海域⑪「なっしま』の南鳥島舗査海績回は遠洋のため本図に
含まない．
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表明3 『しんかい2000J鱒査漕航利用樋関

手事皮 58 59 60 61 62 機関名

I. 地質グループ

工集技街険地質調蜜所 。 。 。 。 。
2. 地形・海象グループ

(1) 舞踊気象台 。
(2) 海よ保安庁水路部 。 。 。 。 。
3. 海洋工学グループ

(1) 海洋科学妓術センター 。 。 。 。 。
(2) 国立防災科学技術センター 。 。
4. 学術グループ

(1) 静岡大学理学部 。 。 。 。
(2) 東京大学海洋研究所 。 。 。 。 。
(3) 東京大学地銀研究所 。 。 。
(4) 統E京大学現学部 。 。 。
(5) 東京水産大学水産資源研究施設 。 。
(6) 名古屋大学水銅科学研究所 。。
(7）京都大学防災研究所 。 。
(8) 東海大学海洋学部 。
(9) 神戸大学理学部 。
目。 鹿児島大学水産学総 。
ω 北海道大学水産学事事 。
5. 生物グループ

(l) 石川県水産獄験場 。 。
(2) 水産庁日本海区水産研究所 。
(3) 水産庁研究古都 。
(4) 富山県水産鼠験場 。 。 。
(5) 静鈎県水産鼠験織 。 。 。 。 。
(6) 書静岡県水産課 。
(7) 水産庁遠洋水産研究所 。 。
｛紛神奈川県JJ<al！式験場 。 。 。
(9) 神奈川県水産課 。
自由 岩手県水産鉱験絹 。
ω 沖縄県水産試験湯 。 。
(W 水産庁東海区水産研究所 。 。
ω鹿児島県水産獄験織 。
ω 宮崎県水産主主験崎 。
05i 千葉県水産斌験湯 。
日目 青森県水産銭験湯 。 。
日明 山形県水産録 。
自由 東京都水産鼠験織 。 。
自由 秋田県水産録輿センター 。
手リ 用 事現 関 数 13 15 11 18 19 
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褒－ 4 62年度鍋査潜航の研究題目

研 究 題 自

繍復清
相模湾における海底溶岩流の流出機式と地形・地質・岩石の研究

，， 
j中の山縫における深海築物採集の調査
伊豆大島近海における火山活動の調査
シロウリガイ群集と地銀活動JI:伴うラドン放出の関連性調釜
海底溶宕mi分布尊重lζ関する符蒼
初島沖生物コロニー及び周辺環境調査

" 
" 

海底地殺変動観測ステーションの設盤状況確認等

深海性甲量生類の潟資

伊豆諸島（／＼丈島周辺）
八丈北方海耳東の地形・地質調査

，， 

畿河湾
潜水鉛繕議機裁の現翁キャリプレーション
海底i!i上波測定装穫の絞鐙状況確認等
サクラエピの分布等観察
駿河トラフ及びその両側斜面の地形・地質・岩石学的羽釜

" 

沖縄トラフ

沖縄トラフ中輪部における潟底火山，，ついての研究

沖縄トラフ中紬邸調目録iζ位穫する凹地訴の調査
，， 

「しんかい2000J による海底地震計の設置
沖縄トラフにおける深海生物の絢資

,, 

富山湾
富山湾における海底盤カ測定

能筆半島沖

フ公ツサマグナ北邸延長よの海底地形変動

ホタルイカの鋭祭

秋田；中

，， 

ハテハタの深海での生息状況翁査

膏森；中
ベニズワイガニの様車耳生態の潟重量
底生生物への炭素の供給源である底泥．海水の調査
松前海重量における生物H躍の把握量及び魚類型事の領飼生態
B本海東縁部における熟読f置の調査
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利用機関

神戸大学理学総
軍事洋科学銭衡センター
海洋科学伎術センター

泌上保安庁水路邸
留立防災科学技術センター
海洋科学技術セン歩－

東京大学海洋研究所
g穴水圏科学研究所
鹿児島大学水産学部

東京大学海洋研究所
東京都水産訟験場

海上保安庁水路部
海洋科学妓術センター

海洋科学後街センター
海洋科学銭街センター
紗岡県 水皇室鼠験場

東京大学海洋研究所
野間大学理学邸

続E事大学狸学部
海洋科学技術センター

海上保安庁 水路部
工業妓術院地質調査所

京都大学防災研究所
沖縄県水産訟験湯
海洋科学緩衝センター

海上保安庁水路部

海洋科学妓術センター
工業妓術院地質舗査所

富山県 水E主主主験湯

秋田県水産振興センター

海洋科学銭街センター
北海道大学水産学制l
青森県水産試験湯

東京大学総震研究所



表－6 62年度「なつしまJ単独の運用

海 犠 研究題目および利用部門 行動香号〈図ー1)

曹k 河 湾 水中画像伝送システムの開発のための海域実験 ＠ 図
〈深海開発伎術部〉

「ドルフィン3KJの運用のための実海紙百If練 図
〈深海開発妓術部〉

南 鳥 島 南鳥 島周辺の深海曳航調査証 〈深海研究部｝ 図

授－6 62年度 fかいようjの運用

海 域 行動番号研究題目及び利用部門

栂 複 湾｜潜水呼級装II性能確認訟験（潜水技術部〉

深海曳航潟2ま 〈深海研究産自｝

200m予備笑海続実験〈潜水妓術創l)

ドルフィン3K運用訓練｛深海開発技術鶴）

200m実海緩実験〈潜水技術部〉

300m予備実渇緩実験（潜水技術鶴｝

ドルフィン3K海上鼠験〈深海側発技術保〉

航走型観測システI,.の研究開発（海洋開発研究郡）

シービーム海上獄験〈進航部｝

四国海盆

？骨量事・三陵沖

後河舟状海盆

東シナ海

北フィジ→毎盆

東京湾

野島崎北東

2 

4 

7 

8 

15 

3, 6 

5 

9 

10 黒潮の開発利用話題査研究のための海犠実験

〈海洋開発研究衛l，日中共同〉

〈海洋開発研究郎｝

日仏共同リフト系調査〈深海研究llll，日本各機関．臼仏共同〉

底質情報システム作動姥認｛深海開鎗技術創l)

底質情報解析システムの開発｛深海開発枝術都〉

aa
ョ，
Ea

内
J
U

内ベ
u
V

I

l

l

－
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図－2 日仏共筒リフト系淘査航跡図
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4 

月

5 

月

6 

月

7 

月

8 

月

。9

月

月

2 

月

3 

月

旦

＠圃酢潜水実験

表』7 昭和62年度 fかいよう」の逮航実線

盤盟主

月

3同m予備jl!将峨率験

〈二三〉海洋調査等 〈…・・・・・・＞工事
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第1:a顧問会織と鰐議員会

1. 顧問会館

当センターは，その運営IC関する重要事項につ

いて会長民意見を具申するために．定款の規定に

より顧問を置く乙ととしている。

昭和62年度の顧問は，以下のとおりである。

措置問〈五十音順，敬お略）

甘和j 昂ー 働運鎗綴興協会理事

石倉秀次 紛B本織物防疫協会耳軍事長

続湾邦箆 働省宙科学技術躍す団理事長

岡村鍵二 塁E平日海洋開発側顧問
久良知$：悟 宇宙開発餐員会?Ii員

志岐武司 大成建設側常任顧問

杉本正緩 鱒日立製作所特別嘱託

田口速三 紛日本機鉱工業連合会会長

参家膝ニ ユニコインターナショナル鮒

相談役

〈昭和63年3月31日現在〉

昭和62年度は，10月20日Iζ顧問会議を繍催し．

当センターの現状や昭和63年度予算綴算要求方針

等について説明を行い，各顧問から貧箪なと意見

及びどf旨矯を敏いた。

2. 5平自画員会

当センターは，その遜営Iζ関する重姿事項を審

議するために．害事綴員会を偉いている。 評議員会

は．海洋開発について耳車内的な知識を有する者の

うちから，科学技術庁長官の認可を受けて会長が

任命した好議員20名以内で組織されている。

昭和6持度の評議員及び評議員会での審議事項

は以下のと主主りである。

2平織員〈五十音順，敬称略）
石井察之助 三井造船側代表取締役専務取締

大島正光

久良知家信

黒木敏郎

佐古

佐覇藤美津雄

斉藤逮緩

役

制医療情報システム開発センタ

ー理事長

宇宙開発餐員会~員

東京水産大学名誉教綬

紛日本建設業団体迎合会会長

側B本海事協会名誉会長
側海洋生物環境研究所建事長

武田 聾

堤佳辰

男B須湖
奈須紀望書

西村 貧

長谷川縁治

花村仁八郎

君E回舜
久困 3i;失

日高準之介

三田勝i:£

渡辺茂

紛日本鉄鋼連盟会長

側日経事業出版社編集餐員

電気事業迎合会会長

停制飲送大学教俊

東海大学海洋学部教綬

紛日本造船工業会会長

紛経済団体連合会副会長 ・事務

総長

側 B本舶用機器開発協会理司厚長

新日本製皇軍側~与

石油鉱業速盟会長

船臼本篭織工業会会長

東京都立科学銭術大学学長

（昭和63年3月31日現在〉

(1) 昭和62年第2国野餓員会

日時昭和6坪 6月29日明112時～14時

場所東海大学校友会館

主な審議事項

I. 昭和61穆業年度決算について

2. 昭和63響楽年度予算概算要求の覇軍・褒Ii::つ

いて

(2）昭和6~手第 1 図解機員会

日時昭和63年3月18日幽12時～14時

総所東海大学校友会館

主な審議事項

1. 昭和63事業年度予算，事業計画．資金計

衝について

2. 昭和63事業年度業務針函の綴要について

主海洋科学銭術センタ一定数変更〈資本金

増加）について

4. 役員人事について

(3）昭和63年第1図評織員費量級会

日時昭和63年1月22日樹12時～14時

湯所京橋会館

主な懇談事項

I. 海洋線学校術センター長期ピジョンにつ

いて

-71-





一資料－

1. 集務目飽

く昭和62年＞
4月。科学校術週間行事として，センター施設を

一般に公開

。OTC’8H調査問を米国へ派遣

5月。6500m潜水調査船の起工式行う

6月。第2回波浪エネルギー利用シンポジウムを

関催

7月。緊4長係留実験〈第E回〉開始

。「しんかい2000J沖縄県那覇高市で一般に公

開

8月。「かいようJ.rしんかい2000」神奈川県被
須賀市で一般に公開

9月。「ニsーシートピYI十画J200m実海域実

験を相機湾初島沖で実施

。OCEANS・87調査留をカナダ・米国へ派

遣

IO月。創立記念式典を君事行

12月。第4回『しんかい2000J研究シンポジウム

を蹴催

＜昭和63年＞
1月。第13回研究発表会を開催

。fドルフィ：，3 KJ総合システム唆工式を

lTヲ

。6印Om潜水調査船支t聖母船の起工式を行う
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168. 3.31 
57.6.2改正｜ 定員

・2. 組織及び定員〈昭和57年度以降の組織の新設・改廃の縫移〉

161.3.31 
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3. 予算・決算表

表－1 昭和62事業年度収入決算額 （単位：何〉

区 分 収入予算額 収 入
釜 鎖決定済額

｛出資金部門〕 9. 791,828,000 10,366,584,093 574,756,093 
（欽〉出 資 金 9,305,433,000 8,942,119.600 ム363,313,400
（項）政府出資金

〈自）政府出資金 8,745,000,000 8,745,000,000 。
〈項）民間出資金及び寄付金

〈目〉民間出資金及び寄付金 560,433,000 197,119,600 ム363,313,400
〈欽〉事業 収入 459,285,000 368,102,112 6 91.182,888 
｛項〉事業収入

〈目〉共用施設収入 50,000,000 17,447,200 6 32,552,800 
〈包〉研 修 収 入 31,520,000 5,498,400 6 26,021,600 

（自〉情報 業 務収入 500,000 533,662 33,662 
（自〉受託 業 務収入 375,908,000 333,369,000 ム 42,539,000
〈自〉縫 奴 入 1,357,000 11,253,850 9,896,850 
〈款〉 事 業外収入 26,459,000 ’78,033,914 51,574,914 
〈項）預 金 車リ 子

〈包〉預 金 事j 子 25,000,000 58,340,265 33,340,265 
｛項）緩 収 入

（目｝錐 収 入 1,459,000 19,693,649 18,234,649 
（歎）繰 菌色 金

（攻｝繰 経 金

〈自）繰 越 金 651,000 978,328,467 977,677,467 

｛様助金郎 pq) 1,351,111,000 1,328, 72札830 6 22,390,170 
（欽）繍 助 金 1,339,695,000 1,322,433,000 6 17,262.000 
〈項）国庫告書助金

〈自〉国 Iii! 補助金 1,299,695,000 1,282,433,000 6 17,262,000 
〈項｝民間寄付金

〈自〉民間 寄付金 40,000,000 40,000,000 。
〈款〉事業外 収 入 11,416.000 6,287,830 t:::,. 5,128,170 
（項〉緩 収 入

｛目〉往 宅 貸付 糾 1,672,000 2,504,630 832,630 
〈目）保険料収 入 4,431,000 3,624,021 ム 806,979 
〈目〉雑 入 5,313,000 159,179 t:::,. 5,153,821 

~ ヨ 2十 11,142,939,000 11,695,304,923 552,365,923 
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•-2 昭和 62.業

区 分 支出予算額
前年度より 型車力条項』E

予備資使用額 nit用増6滋額
の繰鎗鍛 よる増額

［出資金部門〕 9,791.828,000 976,903,000 。 。 。
G世〉鰯発研究事業費 9,785,528.000 976,903,000 。 。 。
〈項〉研究開発賢 5.7 69.858.000 864,247,000 。 。 。
〈自｝深海潜水調査船闘発費 5,299,890,000 709,000,000 。 。 。
〈目〉潜水作築技術開発費 325,935,000 155.24 7,000 。 。 。
〈自〉海洋利用筏術開発費 81.410,000 0 。 。 。
〈目〉海樽観測筏術開発貸 62.623,000 。 。 。 。
〈項｝共通研究貨 456.022,000 。 。 。 。
（目）ー 般 研 究 費 135,105,000 。 。 。 。
〈自）綿 書量 研 究 貧 3,917,000 。 。 。 。
〈自｝共 同 頓 究 貨 317.000.000 。 。 。 。
〈項）業務運営費 2,754.664,000 92,050.000 。 。 。
〈自〉研 修 理事 業費 26,910,000 。 。 。 。
｛自〉情 報 費量 務質 29,902,000 。 。 。 。
〈目）特定義沼運営費 167,559,000 18550,000 。 。 。
〈自〉工業所有繊管麗質 1,208,000 。 。 。3,229,000 
（§）成 来 普 及 ’E 2,710.000 。 。 。 572,000 
〈自〉受 E主 業 務 費 3品0.452,000 。 。 。 。
〈包〉技 術 指 導 ’E 944,000 。 。 。 。
〈自〉船舶運用幾重督賞 2,164.979,000 。23,500,000 。 。63,801,000 
〈目〉特別運航潟護費 。5札000,000 。 。 。
（項｝共通施絵等建設費

〈目）~綬等建段質 775,707,000 。 。 。 。
〈項〉期地盤備費

〈自〉周 地 • 備 費 29,277,000 20.606.000 。 。 。
〈歎〉施 役

’ 〈項｝施 2生 費

〈包〉管 理 施 段 費 6,300.000 。 。 。 。
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年度支出決算額 〈単位円）

支出予算現領 支出決定済額
翌年度への

不用事責 備 考
縁結額

10,768,731,000 10,124,507,969 232,797.000 411.426,031 

10,762,431,000 10,118,294,224 232,797,000 411,339,776 

6.634.105,000 6,415,607,993 184,497,000 34,000.007 

6,008,890,000 5,982,530,943 7,397,000 18,962.057 

481.182,000 293,487,833 177,100,000 10,594.167 

81.410,000 81,406,145 。 3.855 

62,623.000 58,183,072 。4,439,928 
456,022,000 200.J 99,548 12.000.000 243.822,452 

135,l 05.000 121.260,893 12,000,000 1,844,107 

3,917,000 3,660,695 。 256.305 
317,000,000 75,277,960 。241.722,Q40 
2.846,714,000 2.693,276,008 36,300,000 117,137,992 

26.910,000 5,006,010 。21,903.990 
29,902,000 25,655.328 。4,246,672 
186,109,000 131,617,290 。54.491,710 
4,437,000 4,436,375 。 625 〈自〉船舶運用業務質から3,229.000円官官用

3,282,000 3,281,998 。 2 〈図〉船舶運用業務費から572,000阿流陶

360,452.000 332.670,713 300,000 27,481.287 

944,000 。 。 944,000 
2.184,67 8,000 2,148,150,650 36,000,000 527.350 

（船工獅有制輔ヘム3.229，脚円糊

50,000,000 42,457,644 。7,542,356 〈目〉成果普及費へ D.572，α)0円昔時期

775,707,000 760.250,675 。15.456,325 

49,883.000 48,960,000 。 923,000 

6,300,000 6,213,745 。 86,255 
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区 分 支出予算額
前年度より 事唱力条項IC

予備費使用額 流用期ム減綴の緑館書事 よる治績

【繍助金部門〕 1.351.111.000 。 。 。 。

G欽）一般管理運営費 l,351.111,000 。 。 。 。

〈項〉役駿員給 与 993,003,000 。 。 。 。

〈自〉役 員 給 与 75,376.000 。 。 。 。

〈目〉駿 員 給 与 917,627,000 。 。 。 。

〈項）共 通 経 Vl 161,444,000 。 。 。 。
〈目） i且 敏 金 61,074,000 。 。 。 。

〈包｝硲 事l 費 I 00,370,000 。 。 。 。

〈項〉一般管理費 196,132,000 。 。 。 。

〈自）~ 生 費 1,114,000 。 。 。 。

〈目〉管 理 w 195,018,000 。 。 。 。

〈項〉交 際 貨

｛目〉交 際 貨 532,000 。 。 。 。

。欽〉予 備 資

〈項〉予 俗 質

〈目〉予 4曹 Ill 。 。 。 。 。

メ日泊、 ift 11,142,939,000 976,903,000 。 。 。
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〈単位：内〉

支出予算現鍛 支出決定済額
翌年度への

不周額 備 考
銀総額

1,351.111.000 1.328,624,924 。22,486,076 
l,351.111,000 1,328,624,924 。22,486,076 
993,003,000 991,988.255 。1,014,745 
75,376,000 75,228,371 。 147,629 
917,627,000 916,759,884 。 867,116 
161,444.000 148,016,444 。13,427,556 
61,074,000 49,231,200 。11,842.800 
I 00,370,000 98,785,244 。1,584,756 
196,132,000 188,090,385 。8,041,615 
1.114,000 1,112.526 。 1,474 

195,018,000 186,977,859 。8,o40,141 

532,000 529,840 。 2,160 

。 。 。 。

12.119.842,000 11.453,132.893 232,797,000 433,912,107 
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表－ 3 財務諸表

貨 4昔 対 照 ヨ量

昭和63年 3月31日現在

資 産 の 部

科 目 金 額

円 円 円

曹え 動 資 EE 1,237,912,450 

現 金 ． 預 金 1,182,496,639 

売 E器 金 I 0,292,900 

仮 fム 金 1,000 

前 払 費 用 17,368,237 

来 収 収 主在 91,965 

朱 収 金 27,661,709 

国 定 資 産 20,402,911,382 

有形固定資産 20,381,259,238 

量E 物 957,870,186 

楊 築 物 1,173,296,568 

機 械 ． 装 Ill 307,125,535 

船 船 7,316,687,456 

車 両 運 副生 具 2,494,120 

工具・ 5署具・備品 主012.725,852

土 地 2,309,231,910 

建 設 仮 勘 定 6,301,827,611 

無形箇定資産 12,047,816 

工 雪量 所 有 権 2,695,693 

工業所有権仮勘定 8,946.003 

その他の無形固定資~ 406,120 

役資その他の資産 9,604,328 

数 金 8,650,303 

そ の他の資産 954,025 

線 延 資 ~ 4,666,667 

関 事E 貨 4,666,667 

資 産 合 at 21,645,490,499 

〈注）有形包定資穫の減価償却累計額は， 14,706,794,607円である。
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負 償 ． 資 本 の 事畠

科 目 金 額

同 円 円
習E 動 負 償 979,166,376 

来 払 金 251,868,877 
未 fム 費 周 7 I 1,245,932 
預 り 金 16,051,567 

国 定 負 E霊 17,848.020 

資 E重見返徳助金 1,980,8 I 8 
資 E重見返寄付金 15,867,202 

（負債合計） (997,014,396 

資 本 金 49,452,191.500 

政 府 出 資 金 49,422, 191,500 
民 間 出 資 金 3札000,000

欠 f員 金 ム28,803,715.397

資 本 費量l 余 金 3,149,972,348 
欠 j員 金 ム31,953,687,745

曹』 結 欠 j員 金 627,193,184.203 
当 Jtij ti員 失 金 ム 4,760,503.542

〈資本合計〉 (20,648,476.103) 

負債及び資本合計 21,645,490,499 
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科 目

経 ？官 収 益

• 重量 収 入

受託業務収入

包爆補助金収入

寄 付 金 収 入

資産見返補助金戻入

資産見返寄付金戻入

事 業 外 収 主主

受 取 事l

雑

t華 常 費 用

事 事長 費 期

研 究 関 発

共 通 研 究

研 修 事 業

情 報 雪量 事告

受 託 雪量 理聾

遥 営 官駐 務

望邑 設 管 理

関 発 貸 {I 

一般管 理費

般 管 E重

減 鏑 償 知

f員

息

益

費

賞

質

貨

'Ill 

貸

費

ま日

資

資

益 針 JJ 書

自昭和62年 4月18 

3[ 昭和63年 3月31日

金

円 円

34,733,112 

332,670,713 

1.280,267,794 

216,999,600 

88.482 

4,252,798 

77,594,024 

58,340,265 

19,253,759 

3,245,250,848 

514,200,228 

112,423,748 

5,006,010 

25,655,328 

332,670, 7 13 

2.118,196,151 

133,098,670 

4,000.000 

3,437,123,422 

1,326,545,624 

2,110,577,798 
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科 目 金 額

同 円 伺

特 jJtJ 収 益 6,371.820 

前期織益修正益 6,371,820 

特 jJIJ f員 失 31.107,615 

固定資産除却鋪 31,107,615 

当 期 f員 失金 4,760,503,542 

乙の財務諸表／;I., f特殊法人等会計処理遂準〈昭和62年10月2日財政制度審畿会公企業会計小袋員

会報告）J IC沿って作成している．

重要な会針方針

!. 固定資産の減価償却方法

(1) 有形関定資産の減価償紛の方法は，定率法によっている。

(2）無形固定資産の減価償却の方法は，定額法Iζよ勺ている。

2. 有価証券の評価書基準及び相薗方法

(1) その他の資穫のうち篭信電話債券（有価証券〉は，線価法lζより取得価額を計上している。

乳繰延資産の処理方法

(1) 開発費の償却の方法は，償却期間5年で毎期均等額を償却している。

主な会計方針の変更

!. 国庫補助金収入及び言寄付金収入により取得した固定資産の来償制務主高を，資産見返補助金及び資

it見返言寄付金として貸借対照表の固定負債に計上した。

2. 箇館補助金収入及び寄付金収入ICより取得した閤定資産の当期償却費相当署員を，資産見返補助金

戻入及び資産見返寄付金戻入として鍛益計算書の経常収益に計上した。

3. 研究開発事業原資の宮寄付金収入については，当期より寄付金収入として綴益計算書の経常収益に

計上した。
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4.研究発表等

(1）研究発表会

日時．昭和63年1月25日・ 26日

場所．コクヨホール

鍾

特別 E書演
21世紀への科学設術の展望

一科学技術の国際化についてー

都銀続演

(1) 治水紛で見た深海底

目

(2) 海洋利用妓衡と観測技術の現状と方向について

(3) ニAーシートピア実海域実験結果について

(4) 「しんかい6500Jの建造について

漂海研究部にお11る研究発表

(1） 相模湾沖の山雄における深海生物群集

αl 能登半島沖， Z富山トラフの微細地形及び地質
(3) 筒鳥島付近の海山の微細地形及び地質締途

運航告書におl:tる研究発表
(1) 「しんかい2000J周固定袈備観測号室置の改良について

深海側発緩衝鶴におゆる研究発表

(1) 「なっしまJのプロペラ錐音UiAIJ結巣及び新母船への適用

(2) 水中画像伝送装置の開発

(3) 6,500m潜水調査船観測ソーナ一周音響窓の検討

(4） 無人探査機ドルフィン3Kの絵能試験と運用訓練

海洋側発研究部におげる研究発表

(1) ターミネーター型波浪エネルギー利用装置に関する研究

(2）没水平叙による波浪集中技術Iζ関する研究

(3） 航~機繕載型高分解能多周波マイクロ波放射針の開発

漕7J<t宜術書容における研究発表
(1) 水深300mにおけるダ千パーの遊泳能力について

(2) 浴水と温度Iζ関する問題

(3）沖合海洋楊造物における生物汚f員

-84・

発 表 者

日経サイエYス編集長

餌 取 • 男
8届 国 宏

石 弁 進 一

金 国 英 彦

時 武 弘 敏

橋 本 t事
絵 本 期

｛中 ー 郎一

怠 村 明 敏

佐 野 正

土 E量 f!J 首主
φ 西 俊 之

flfl 部 陵 男

軍E 尾 幸 久
工 音量 君 明

佐々木 保 徳

山 ロ 主ニ 士
猶 木 暢 雄

伊 E事 信 失



(2）第2周波浪エネルギー利用シンポジウム

日時 昭和62年6月1日・ 2日

繍所 コクヨホール

－セ ツ ,;; ヨ ン 名

(1) 妥業技術〈一 次 19.: 換〉

(2) 婆 繁技術〈空気タービン）

(3) 要無技術（関連技術〉

発 袋 件数 4庫 考

発表件数 9 

発表件数 5 

発表件数 2 

(41 婆紫 筏術（ 波 浪〉 －発表件数 3 

(5）応 用 技術（波 浪制御〉

(6) 応用妓術〈海水ウラン事長取〉

(7) システム設計

(8）総合妓術

(3）第4図「しんかい2000J研究シンポジウム

日時 昭和62年12月15日・16日

場所 コクヨホール

題 自

発表件数 6 

発表件数 4 

発~件数 10

発表件数 6 

発 表 ． 者

(1) 沖縄トラフ fなつしま小海盆J1987年潜航調 ｜ 木村政昭（統E重大学）．図中武男〈海洋科学校

査 I 術センター〉．小野明典（統E重大学〉

12）潜水船「しんかい2000Jによる海底地震計の｜ 筒井智樹・安藤雅孝・金嶋聡保郡大学〉

~置について

(3）沖縄トラフ伊是名海穴の海底地質調li 中村光一 〈地質潟造所〉，金子康江・岩淵洋

〈海上保安庁水路部）

ω伊豆 ぽ畑一かレデラの鰍変質｜湯浅真人問郎一〈地質問〉
司監

(5）能登半島東方富山深海長谷における曳航及び潜 総本棚・仲二郎.B3中武男〈海洋科学校
航弱it (1) 術センター）

(6）能登半島東方禽山深海長谷における曳航及び潜 田中武男・｛中 二郎・絵本剛（海洋平等学絞

航調査｛21 術センター｝
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量量 自 発 ~ 者

(7）筋書量半島珠洲沖の富山深海長谷の地形とそζで i山崎晴雄（地質調2i所〉
観察される富山トラフの土佐積物

(8）富山湾での海底重力測定

(9）富山湾におけるホタルイカの分布について

ωハタハタの深海における行動について

ω ベニズワイガニの~鰐生態の潟査
一担聖観音収録のま式みー

ω総書奇海釜における環境と生物分布について

Ol 日本海東録音事奥尻海嶺付近における潜水調査

04> 梅線湾熱川沖海底溶岩流について

ω相It真湾底Dive277の溶岩流

E骨潜水鉛による海底の変動地形・活締法調査
一「しんかい2000Jによる駿河トラフの潟

釜からー

仰穏横湾沖の山堆にお砂る深海建物群集

O！八丈凹地にお砂る海底火山活動

長屋好治〈海上保安庁水路邸）

林清志〈富山県水産銭験所）

佐.善雄〈秋図水産振興センター〉

総滞緩ニ・橋本俸〈海洋科学技術センター〉

涌坪敏明｛費量距県水産総験湯〉

山野誠（東京大学〉，

門馬大和・田中武男〈海洋科学妓術センター〉

伸二郎・問中武男・門馬大和・縮図宏

〈海洋科学銭術センタ田）

字井忠英〈神戸大学〉．荒牧重雄（東京大学〉．

三宅康幸〈島線大学）

山崎晴雄〈地質鱒華iil時〉．加.茂〈海上保安

庁水路部〉

橋本修・松湾誠二〈海洋科学銭術センター）

Alexander Malahoff （ハワイ大学入

伸二郎・ 場回~（海洋科学技術センター〉

01伊豆海嶺附ける深海底続生物調蓋 I Marjorie R伺ka（メリーラYド大学〉，
松湾総ニ．梶本俸（海洋科学校術センター）

健 「しんかい2000J周固定装備観測装債の改良ICI 志村明敏｛海津科学技術センター〉
ついて
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遁 目 発 袋 署S

ω 音響による画像信号伝送の研究 土箆利雄・中西俊之．網谷泰孝・山本法文・

許正憲・野滋健二〈海洋科学技術センター〉

ω保庄型深海底微生物線祭器の開発 許正~ . jf:i川興一・総本惨 ・松湾誠二

〈海洋科学校術センター）
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(4）研究成県の外鶴発表

1) E事上発表

題 自

. ~i~:t~ 担acommuiti曲 dominatedby the 
clam, Catyi,togqna soyoae, along 

the slope foot of Hatsushima Isl回 d,
Sagami Bay，国ntralJapan. 

Free air gravity anomaly of the world 

ocean as derived from satelli総 altimetry

data 

海洋側発の諸問題

一深海潜水船を中心としてー

深海電車における高繍皮ポジショニング

「GP$計画と深海底高精度ポジショニングJ

について

ドJレフィン3K

相模湾東部海繊の生物・成質調音量

6500m潜水調査船（”しんかい6500”）の

概要

f未来産業妓術」潜水調査船

OTC・87及び海洋開発関連企業等調ま量級婆

報告

Long Term V時ionto the O偶anSarvey 

and its Method 

6500m潜水調査船のチタン合金耐圧稼殺

ROV，世界の情勢と臼本の動向

発 表 者 発 表 先

機本 t事 3 P journal 

瀬川楊銅 Bull. Ocean Res. Inst. Univ. 

松本 蹄j 。fτ'okyo

堀田 宏 日本機械学会

fメカライ 71;志J

r，鳥大和 海洋科学｛月刊〉

書店図 宏

門馬大和 自本海洋学会海洋工学シンポジ

ウム，東京水産大学

青木太郎 S十測自動指j復l学会会総1月号

服部俊男 繊須賀市自然縛物館報

富良谷 官E 紛臼窓舶用機械貿易娠興会

E世谷 • 側科学校術広報財団
機谷 貧 日本深海銭術協会報第25号

高川真一 第5聞東大生研国際シンポジウ

ム「海洋工学の学問研究の将来

ビジョンj

高橋憲二 $.cierce & Technology in 

Jopan 

服部陰努 rf乍業紛j第 175号
水中ロボット特集号
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麺 発表者 発 表 先目

無人潜水機の研究開発 青木太郎

水中画像伝送システふの開発 中西俊之

組高圧海水ポンプの開発 高川英

音響インテンシティ計測法の水中雑音への適 中西俊之

周一紛紛の放射雑音計測ー

…チー刊yntacticFoam) I 高川真

自由度円往群と陣l体裳円筏群の散乱音場の比｜ 中西俊之
鮫

Forward Scattering of Parallel Cylin- 中西俊之

ders in Water 他

〈水中にお砂るま主行円主主主草の前方散乱〉

店状平坂の管庄透過係数 中西俊之

無人潜水機の光通信について 青 木太郎

深海用無人潜水車種ドルフィン3Kの海域試験 服部隆男

低周波鎖耳まにおける高分子材料の超音波吸収 中西俊之

係数の測定

OTC・87及び海洋開発関連企業等調蜜報告 ｜ 破谷 貧

日本造船学会第8図海洋工学シ

ンポジウム

船舶妓術協会「船の科学J

ウsータージェット技術国際会

議

海洋音締研究会総

日本造船学会まま ミニ解鋭

白本音容学会研究発表会

東京農工大

日中越菅波会議

〈中国南京大学〉

昭和62年度海洋音暢研究会研究

発表（国際文化会館〉

電気学会

UJNR/OP 

1111子情報通信学会経音波研究会

東海区水産研究所

ECOR日本委員会機関誌

rECORJ 

Bil節目章第 IUJNR海洋締造物部会
〈第14回，米国ワシントン）

Deep ROV Dolphin-3K and ROVs 

Developed in JAPAN 

6500m有人潜水調査船について 高 HI真一

Japanese 6500m Deep Manned Research 

Submersible Project 
之
一
他

俊
樹
県

西
川
中
高

日本音響学会，海洋音響研究会

共催経音波研究会

Oceans ’86 

〈米国ワシントン〉
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重量 自 9軍 ~ 者 発 署員 先

深海潜水翁議船 高川真一 サイエンス

日本Iζお砂る海洋観測妓衡について 石 井進ー 科学技術庁

地E事国際シンポジウふ

洋上人工島「由良Jの研究開発 工 藤君明 科学朝日 5月号

一 浮体方式の課題と司飽健一

浮体式海洋織造物の緊強係留海耳真実験 工藤君明 Coastal Development 

Nn 7 

海水ウラン回収システムの技術開発 中川賢ー郎 日本造船学会第8回海洋工学シ

一波エネルギー利用方式に関する訟験研究ー ンポジワム・ワークジョ ップ

波力発篭装置 f海明Jの3軽傷域実験結果につ 婦問 平 同上

いて

海洋マイクロ波ラジオメトリーにお砂る散乱 佐々木保徳 「不規則形状体による散乱Jシ

過程と簡易務舗法 ンポジウム（文部省字省科学研

究所｝

人工光利用による軍事綴造成の鉱み 甲 5主源太郎 海洋工学シンポジウム

〈造船学会〉

「エネルギー・資源J 石 井進一 fエネルギー・資源j

通巻第46号(I!月号〉

I. 海表面水温揖1）~71レゴリズムとifliJjE精度 浅沼市男 「食：11と環境を考えるJ
2 エノレニーニョ・号ニターシステム 朝倉書店

F字体式海洋構造物の緊張係留に関する研究 工藤容明 日本造船学会第16号

〈第5報）ー緊張係留システムの潟場実験

A simplified microwave model and 佐々木保徳 The IEEE Transactions 

application to the determination of 浅沼市男 on Geoscience and Remote 

some oceanic environmental param- 宗山 敬 Sensing. 

etric values, u剖ngmultichannel m1c- 4血

rowave radiometnc observations 
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題 目 事E !c 宅言 発 ale 先

Dependences of the sea. surface micro- 佐々木保徳 The IEEE Transactions. 

wave emission on wind speed, frequen- 浅沼市男 on Geosciense and Remote 

cy. incidenceangle，組dpolarization 家山 敬 Sensing. 

over the frequency r担gefrom I to 他

40 GHz. 

Wind-generated r。ughnessdependences 佐々木保徳 The IEEE Transactions 
。fthe sea surface microwave em，鴇1ve 浅沼市男 。nGeoscience and Remote 
properties at 6.7副xi18.6 GHz. 芸書 山 敬 Sensing. 

他

Comparison of microwave emissive and 佐々木保徳 I The IEEE Oc畑巾in-
reflective properties among sea ice, 浅沼市男 eerir司gSociety. 
snow cover, and sea water. 宗山 竜邑

他

術』量マ司クロ波ラジオメトリーによる海上風 佐々木保徳 ｜日本ルトセンシン件会
観測のための最適周波数 浅沼市男 〈学会誌論文紋様〉

宗山 敬

｛也

マイクロ波ラジオメトリーによる水温．海上 徐々木保徳 I 8,$: •J -i: -H？…学会
風速および天空錫iJlt温度の岡崎観測 浅沼市男 （学会誌治文役稿）

主主山 敬

他

A Ship mounted Doppler Current 泉田芳史 ｜超音波留際学会〈輔｝

Profiler 

女性ダイパーと磁業 他谷 康 「マリ ンスポーツのはなしj

プロダイパーの世界 技報堂出版

ダイパーは何メートルまで漏れるか他Sal 関 邦縛 「マリンスポーッのはなしI」

および『マリンスポーツのはな

しIlJ技手寝室

現代生活の生理人類学 関 邦博 垣内出版

u:s. NAVYダイビング・ 7ニaアル 関 邦縛 朝倉書店

JI野.洋
横山被大
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/Ill 自 発 ~ 者 発 表 先

fUnderwater and Hyperbaric Physiol剛 関 邦博 Unde問ea& Hrpevbavic 

ogy IXJ 他 Medical s。cietyu・ S•A

「高圧生理学J 関 邦博 朝倉書店

坂本和装

山僑鼠広

海洋Iζ銚む（1)-A・ ピカールl.1:1ー 関 邦縛 科学新聞

他27点

ダイパーにとっての海洋学 関 邦博 マリンダイビング

緑川弘殺

2）口答発表

鍾 El 発 表 者 発 ;& 先

かながわ県民アカデミー lli! 回 宏 神奈川県立博物館

ドしんかい2000・でみた縮機湾）

Alvinと「しんかい2000Jーその比絞ー 郷田 宏 東大海洋研

f潜水銀Alvinーしんかい2000

酋太平洋における潜水調盗の成

巣と今後の展望J

スミスリフト東側斜面の潜航調査 沼田 宏 ,, 

fしんかい2000』による日本海海航の成巣 田中武 !)J 東大海洋研シンポジウム

と今後の計画 f日本海海底研究の最近の進展J

相模湾熱JIii中の海底溶岩波について ｛中 二郎 日本地質学会年会

若草E京大学

富山深海長谷における微細地形及び地質につ 国中武男 日本勉質学会

いて

深海IC銚む 堀田 宏 潜水科学7:kーラム

-6500m潟水と深海映像伝送νステふ一 科学銭術館サイエンスホール

本目標湾沖ノ山堆における深海袋物群集 縫本 f事 日本水産学会秋季大会函館
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鍾 自 発発表者 3量 先

堀田

期 ｜第8回筒極地学シンポジウム

〈於国立極地研究所〉

期 ｜地震学会秋季大会

〈於長野県媒民文化会館）

涜 I 19前年日本海洋学会秋季大会シ
ンポジウム「海洋工学j

宏 ｜第8回海洋工学シンポジウム

〈日本造船学会〉

南極周辺海減の地磁気異常分布 ｜松本

南極海における疑似金磁力異常分布とその解 l絵本
釈

シービームのデータ処理について ｜大嫁

潜水紛及び無人傑査機による海底締密調査

深海曳航技術と水中繍密損I）位

八丈凹地北総の地質微細地形について

伊豆半島東方斜面績に沿った応態微細地形に

ついて

建のuu 
n
U
 
ンイフル
失

ド

織
と

過

泉

透
成

の
の

板

K

平

3

つ

ン

拷
イ

を

7

箇

厳

ル

叫

削

A
ロ

ド

造

勘

定

無人探査機ドルフィン3Kについて

FR Pの音速と吸収係数の測定

Long Term Vision to the Ocean 

Survey and its Method 

門馬大和

｛中 二郎

第8包海洋工学シンポジウム

〈日本造船学会〉

日本地質学会第94回年会

大阪市立大学

日本地質学会第94回年金

大阪市立大学

回中武男

服郷緩男 ALVI Nシンポジワム

（口頭発表〕

日本音信学会昭和63年度春期研

究発表会玉川大学工学鶴

日本自自用機関学会．海洋機~研

究祭員会鶏演

日本音轡学会

昭狗6坪皮秋季研究発袋会

第5団東大生研国際シンポジウ

ム「海洋工学の学問研究の将来

ビジョンJ

中西俊之

服審事隆男

中西俊之

~川英一

音嘗滋音量率からの気泡分布推定方法lζ関する｜高 /II 兵 一 i日本造船学会秋季爺演会
研究 第一線理論的研究

工事管理用ソーナーの開発について ｜網谷君臨孝 ｜第8回海底調査νンポジウム
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錨 自 発表者 発 :& 先

無人潜水機の研究鰯発 青木太郎｜日本造船学会第8回海洋工学シ

ンポジワム

自白書壁内往Itと御j体：皇宮内住都の散乱管場の比｜中 西俊之！ 日本音響学会研究発al!会
較 ｜ l東京農工大

店状平寂の音圧透過係数 ｜中西俊之｜昭和62:年度海洋音響研究会研究

発表会〈国際文化会館）

無入浴水機の光通信について ｜青木太郎｜健気学会

深海周無人潜水機ドルフィン3Kの海域鼠験｜服部陵男 IUJNR/OP 

低周波鎖績における高分子材料の忽音波吸収 ｜中西俊之｜篭子情報通信学会館音波研究会

係数の測定 I l東海区水産研究所

局地位湧界と織業生産 ｜盛田孝義｜ シンポジウム「局地性湧昇と低

中島敏光 l次生物生産過程」

曳航式CTD（スライド式曳航体｝について 原 俊明｜三官庁海洋業務漣絡会

海洋測器専門委員会

ドプラー流速針と係留式流速計の比較実験IC｜線田芳史 ｜三官庁海洋業務連絡会

ついて ｜ ｜ 海洋~IJ IJ!I専門委員会

日本における海洋側IJ技術について i石井進一 IM学校術庁

我が国の海洋開発の将来 ｜石井進 一

〈再雇洋開発の歴史的必然〉

新しい海洋開発 ｜石井進一

日本海の海洋エネルギー ｜石井進一

没水平叙の集波効果』E倒する研究（第2報〉 ｜工藤君明
一三日月型没水平叙の波浪変形現II.ー

天空糊温度の大気モデル1ζよる観測値との｜佐々木保徳

比較 ー弱隣雨強度の場合 一
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地£1<国際シンポジウム

沖合人工島翻進委員会

第10図科学技術セミナー

〈純学技術庁〉

出羽庄内シンポジウム

日本造船学会問狗62年秋季大会

日本リモートセYシング学会

昭狗62年度第7回学術議演会



勉 発表者 発 重量 先目

On the Performance of the Wave Power 

Device KA I ME I. 

-The Results on the Open Sea Testes -

婦図 学
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平

Feasibility Study on Seawater Uranium i申川賢一郎 IOMAE 
Recovery System Utilizing Wave Power. 

海水ウラン回収システムの伎術関発 ｜中川賢一郎 ！ 日本造船学会第8@1侮洋工学シ

一波エネルギー利用方式Iζ関する鼠験研究ー｜ ｜ ンボジウム・ワークショップ

波カ発'Ill装置「海明Jの実海媛実験結集』Eつ｜猫 固
いて

海洋マイクロ波ラジオメトリーにおける散乱｜佐々木保徳

過稜と簡易評価法

人工光利用による型車織造成のま式み ｜甲 斐源太郎

スライド式曳航体による東シナ海大陸棚縁辺｜黒田芳史

繊の海洋梅:?Jiの線療l

波力発2置について ｜宮崎武晃

t黒潮絢査研究〈第llJVl)における海洋科学技 ｜美澄篤信
術セYターの研究計画について

平 ！ 日本造船学会第8回海洋工学シ

ンボジウム・ワークシaップ

「不続剣形状体による散乱Jシ

ンポジウム〈文郡省宇宙開発研

究所｝

海洋工学シンポジウム

〈造船学会｝

JECSS IV 

筑波 ・工業枝術院

紛日本鉱業会関東支郵62年度第

一包研究会

無期随筆研究成果験討会

無期調釜研究第I期の成果と第E期の方針JCI石井進一 ！ 黒潮調査研究成果検討会
ついて

クレセント盤投水平板の集波効泉IC関する研｜工藤君明-;t,.. 
海洋エネルギー利用銀術 ｜石井進一

スライド式曳航体（CTD）による東シナ海｜熊田芳史

大陸棚縁辺戚の海洋揚造の縦横l ｜ 他4名

第34回海岸工学懇量員会

〈清水市）

土木学会エネルギ一部会

日本海洋学会理事季大会

（東京水産大学〉
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組 目 発ヨ聖者 発 表 先

係留系による東シナ海鐙繍縁辺域の海洋申書造｜奨 澄 3確信｜ 日本海洋学会春季大会
の鍛測 ｜ 他｜ 〈東京水産大学〉

レーザによる測深のための基礎実験 ｜浅沼市男｜写真測鑓学会昭和6持皮春季誘

波浪エネルギ一帯l周技術について 婦問

波力発電装置「海明J の~’E性能について 堀田

他 l演会

平｜通産省・技術革新の動向と新市

織に関する研究会 WG 

平｜土木学会第1.2図海洋開発シンポ

ジウム

大型浮遊機造物聞の繍互干渉IC:関する実験的｜績

研究

辰之介｜：土木学会第12回海洋開発シンポー
ジウム

外海用浮消波4是It:関する研究開発 ｜績 辰之介｜ 昭和6拝 10月
浮防波堤ー現織と銀燭ーに

倒するシンポジワム

紛国際海洋科学妓術協会

海洋エネルギーを利用した海水ウラン回収lζIIi 困
ついて

平｜海洋工学委員会設計分科会

ドップラー減速計について

海氷の自然放射マイクロ波観測

マイクロ波による海氷観測

一海氷の基本的マイクロ波紋射特色の観測ー

（英文〉

A Ship-mounted Doppler Current 

Profiler 

黒田芳史

佐々木保徳

佐々木保徳

宗山 敬

内蔵玄一

黒田芳史

三官庁海洋業務速絡会

海洋測縫専門委員会

日本海洋学会秋季大会〈婦問〉

UJNR 

超音波国際学会〈鐙僑〉

水中におげる推進負荷量と心抱数の関係につ l山 口仁士｜第64四日本生理学会総会
いて I 他 i千S鹿市・千葉大学医学部

深度300mまでの高庇ヘリウム環境における｜槍木織維｜第64回日本生理学会総会

低温ガス呼吸と深量B体温 ｜ ｜ 千築市・千業大学医学部
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鰭 日 発表者 発 表 先

31 ATA下におけるダイパーの遊泳能カにつ｜山口仁士 ｜第22回目本高気圧環境医学会総

ι、て ｜ ｜会〈東京〉

潜水訓練時の血液成分の変動 ｜竹内久美｜第22回日本高気圧環繍医学会総

会｛東京）

川 TA附ける立泳負荷について ｜設楽文朗｜第22脚本高気圧漬繍医学会総

会（東京〉

300m相当深度まで町の高圧ヘリウム環境にお i治木暢雄｜第22四日本高気圧瀕境医学会総
ける呼吸放熱による探Ill¥体温の低下 ｜ ｜ 会 n臣家〉

水中自転車エルゴメータによる般大下作業 ｜設楽 文朗｜第33回目本宇宙航空環境医学会

総会

水深30mの人工魚礁におけるマダカ〈アワピ〉｜岡本峰雄 ｜昭和62年度日本水産学会秋季大

の行動 ｜ l会

500m相当深度圧でのサルの睡眠相の変化 ｜中野 正美｜第33回日本宇宙航空環境医学会

ラットの繁殖機絡に対する高圧暴露の彩密 他谷 歳 ｜第33四日本宇宙航空環場医学会

泳申下作業時の駿繁消費畿と，CA自数の相互関｜毛利元彦 i第26節目窓生気象学会｛京都市）
係

高庇潔境.録後のラットの繁殖機能 他谷
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5.外包出強調F

(1）外国出強

用務先・期間

米包

62. 4/25～5/8 

米箇

62. 4/26～5/9 

ニaーカレドニア

フィジー

62. 4i29～5/6 

仏国

62. 6/22～6/28 

中撃人民共和国

62. 7 /6～7/9 

米国〈グアム〉

北西太平洋

62. 7/13～8/2 

東シナ海

中幕人民共和国

62. 10/19～ll/5 

ニューカレドニア

フィジー

62. 11/10～12/20 

否認太平洋ポナベ

62. 11/16～12/10 

英歯

62. ll/22～ll/28 

ニューカレドニ7

フィジー

62. 11/25～12/17 

用 務

OTC’87会鎗出席及び潟牽

OTC’87会議， 展示会出席及び海洋関係
線開との打合せ

fかいよう」の南西太平洋行動に係る寄港
候補地の港湾設備等の事前調査

太平洋におけるリフト系の形成に関する調

貨のため

日中共同黒潮調査研究IC関する打合のため

日米科学悔力事業による f西太平洋背弧・
前弧域の日米協力研究Jのスミス凹地績舗
査に~加するため

f海洋観測のシステム化IC関する研究jiζ 
伴う海紙調査IC~加するため

船体応力等の針測を行いデータを収集する

ため

受託研究「熱帯域海洋混合層における熱給

送の繍密観測研究JIC伴う海洋実験IC参加
するため

英国NEROとの海洋調査船の効率的運航lζ

関する非公式会合に出席するため

筒太平洋におけるリフ ト系の解明に関する

研究
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氏 名

深海開発技術部機谷貧

海洋開発研究古都工蔵君明

理 司F 中戸弘之

運航郵 小谷良降

深海研究部 堀田宏

海洋開発研究部石井進一

深海研究部 世田国 宏

海洋開発研究部甲斐源太郎

，， 奨澄篤信

H 黒田芳史

運航部 宮鍋僚ー

海洋開発研究邸中島敏光

，， 黒山順二

望呈 E事 中戸弘之

深海研究部 橋本俸



用務先・期間 周 務 氏 名

ニューカレドニ7 ｜南太平洋にお砂るリフト系の解明に関する l深海研究部 門馬大和

大塚清

田中武男

松本側

フィジー ｜研究 ー ｜ 

62. 11/25～63. 1/6 I I 

／）レウェ－

62. 12/2～12/26 

，， 

高効率型波エネルギー利用装怨の実験を実 ｜海洋開発研究結鷲尾幸久

織するとともに波カ発電装置の．調査を行う l ， g匝国 平

ため

ニユaーカレドニ7 ｜南太平洋におけるリフト系の解明lζ関する｜ 深海研究部 満滞巨彦

フィジー ｜研究

62. 12/13～63. 1/6 

ニューカレドユア i紛体応力者事の計測を行いデータを収集する｜運航部 薗閏敏晴

7ィジー lため
62. 12/13～63. 1/21 

中華人民共和国

63. 1/19～2/5 

米国

63. )/26～2/13 

中華人民共和国

香港

63. 2/26～3/7 

米国（ハワイ）

63. 3/4～3/12 

英国

63. 3/6～3/14 

中軍属人民共和国

63. 3/7～3/24 

仏国

63. 3/11～3/18 

「かいようJ等を使用した東シナ海の綬測 ｜海洋開発研究郵原俊明

システムについての愈見交換を行うため

第7図OMAE会語障に＃加するため ．海洋開発研究部郷田平

II 中川賢一郎

第ll@IB&G 「を人の紛J容加 総務部

日米科学協力事業による f西太平洋背弧， ｜ 深海研究部

前弧績の日米協力研究JIζ関するセミナー

に出席するため

南山笑後

纏関宏

国際海洋開発研究部学会議I！：出席するため｜深海開発技術部野本昌夫

f日中共同黒潮調査研究JIC§づき海洋潟｜海洋開発研究鶴美澄篤信
表IC関する情報交換を行うため

海底綿密地形調査．研究IC関する会畿出席｜ 深海研究部 門馬大和
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用務先・期間 用 務 氏 名

オーストラリ 7 「太平洋における大気の海洋変動と気候変 海洋開発研究笥l』構図芳史

63. 3/12～3/18 動IC関するE菌際共同研究」lζ装づき関係各
事現衡を訪問し1意見交換を行うため

/ Iv勺ェー 深層水利用研究開発状況の調盗 話量洋開発研究部 中島敏光

63. 3/16～3/21 

米国 「しんかい6500J耐圧費量水圧銭験立会の 総務部 小林福三郎

63. 3/28～4/17 ため

米国 「しんかい6500J耐圧完全水圧試験立会の 深海開発筏術部 高川興一

63. 3/28～4/24 ため

(2）鱒量E派遺図

用務先・期間 用 務 氏 名

米国，カナダ OCEANS’87会議出席及び調査 多方日団員は別表のとおり

62. 9/27～10/9 

(3）長期海外研修

用務先・期間 用 務 氏 名

米国 海洋音響トモグラフィーによる大規t黄海洋 海洋開発研究部中塗岩男
62. 3/31～63. 3/30 変動現象の計測技術に関する研究等のため

(4）海外の研究者 ・銭術者の招へい

用務先 ・期路 用 務 氏 名

海洋科学技術センター 東シナ海共同翁査及び取得データの共同解 中国図書ま海洋局孔祥徳

「かいようJ乗船 析 " 吉 信

62. 9/30～l!/14 

海洋草寺学校術センター マイクロ波による海洋観測について情報を スクリプス海洋研究所

62.11/10～11/23 得るため Dr. Robert 
Mr. H. Stewart 
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刻表 OCEANS’87鍋査図書書加者名簿

。眠不岡敬称略〉

団長閉山 。峰 海洋科学技術センター

中村勝馬 日本海洋事業株式会社

米海邦雄 日本18池株式会社

泊中 陥 JII崎盤工業綜式会社
藤田良一 鹿島it!殺事t式会社
建主 意｛自 三菱重工業妹式会社

遠藤和彦 株式会社鶴見精機

川崎哲郎 日本ディジタルイタイツプ
メント株式会社

前田善悪自 三井造船株式会社

華字事浅沼市男 海洋科学校術センター

華字事 辻 義人 再雇洋科学技術センター

-JOI -



6. 出版物

llf 名 発行年月 版 ページ数

(1) 第2回波浪エネルギー利用シンポジウム 62. 6 B5 50 I 

(2) 海中計測妓術の動向調査報告望書 62. 6 B5 227 

(3）海洋科学技術センター試験研究報告第18号 ・ 62. 8 B5 76 

(4) 海得科学技術センター鼠験研究報告特集号第3図「しんか 62. 8 B5 278 
い2000J研究シンポジウム

(5）海洋科学妓術センター年報昭和61事業年度 62. 10 B5 J I 7 

161 第4回「しんかいZOOOJ 研究シンポジワム予稿集 62. 12 BS 51 

l71 OTC・87調査報告書 62. 12 B5 170 

(8）第13図研究発袋会裳旨集 63. I B5 I 14 

(9) OCEANS '87剥盗事時 63. 2 BS 155 

ω 海洋科学校術センター鼠験研究報告第19号 63. 3 'B 5 323 
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7. 委員会等

(1) 深海研究郵関係
深海微小生物研究漣絡会

氏名 司量 名 氏名

野儀費量吉l 大和田紘一
間見 郎 微生物化学研究所副所長

樋縦保夫
潟水 調理 東京大学海洋研究所助教授

林孝市郎 三!It大学水産学部長 鈴木智維

綴越 弘量生 理化学務究所主任研究員
会1事 E車伍

番良

水野左敏 国立予防衛生研究所抗生物質部長 鈴木逮彦

鈴木俊一郎 狸化学研究所研究員 大抱月橋且 治陵

曜E 名

策京大学繕洋研究所助教授

工業技術続中国紙験所洋開発
海 部長

工業技術院微i生敏物生物工業録技集管術研理究総長所

制微生物化学研究所主任研究員

事事臼本微生物応用技術研究所長

野村生物科学研究所主任研究員

潜水調査船潜航潟釜推進委員会

氏 名 峨 名 氏 名 験 名

Z要長員須E 紀幸 放送大学 小株和男 東京大学海洋研究所教授
, 

噌聾且沢議太良匹 東京大学教綬
奥谷喬司 東京水産大学教授

間見吉郎 相暗微生物化学研究所副痩事長
中村一明 東京大学池袋研究所教授

荒牧重雄 東京大学地震研究所教授
加藤 洋 日本海祥事業側顧問

治水調査船潜航調盗推進餐員会プレート境界傾緩専門郎会

氏名 職 名 氏名 司邑 名

石橋克彦 建築研究所主任研究官 塚原弘明 国立防災科学技術センタ一室長

岩淵義郎 海よ保安庁水路部企画書寝袋 新委信明 静岡大学教授

加E事 E覧 海官上保安庁水路部主任大鐙棚調査 橋本 f事 海洋科学技術センター副主幹

郷国 宏 震洋科学技術センター深海研究郷
小林和男 東京大学海洋研究所教綬

小体洋二 筑波大学助教授 松本 ー瞳 海洋科学技術センター深海研究喜界

嶋崎 吉彦 工長業授術院地質調資所海洋地質部 門馬大和 海洋科学校術センター主査

東京大学海洋研究所教綬
山術情t量 工業妓ifi院地質縄張所主任研究官

瀬川 画自餓

田中武男 海洋科学校街センター深海研究都
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潜水綿査船潜航調査推進委員会海底火山及び海山繊専門郎会

氏名 曜農 名 氏名 司也 名

荒牧重雄 東京大学地震研究所教授 中村 光一 工業綾術院地質調査所研究宮

宕淵 洋 海上保安庁水路部海洋調査官付 橋本 修 海洋科学技術センター副主紛

岩淵義郎 海上保安庁水路郎企画課長 勝井敏嗣 東京大学地質研究所助教綬

浦辺徹郎 工業技術院地質調釜所主任研究官 S車問換太郎 東京大学海洋研究所助手

酒井 均 東京大学海洋研究所教授 郷田 宏 震洋科学技術センター深海研究認

嶋崎吉彦 長業伎術館地質調査所海洋糊部
山野 東京大学地震研究所助手事量

田中武男 海洋科学技術センター深海研究郁 湯浅真人 工業技術院地質潟造所主任研究官

｛中 二郎 海洋科学技術センター深海研究部

調書水調査船調書航翁資推進餐員会生物・微生物専門部会

氏名 験 名 氏名 電車 名

太閤 秀 東部京門大助学教海授洋研究所海洋生物生態 橋本 修 副海洋主科斡学技術センター深海研究部

大和田紘一 東内京助大教学授海洋研究所海洋微生物事事 郷田 ヨE 海長洋科学技術センター深海研究部

関見 吉郎 事場微生物化学研究所刷所長 増回順行 神奈川県水産銭験犠長

!fl谷橋司 東京水産大学教授 奈良正人 書事岡県水産！；（I貴ti長
務主主 俊敏 東助京手大学海洋研究所無機化学古都門 小金湾昭光 水産庁研究郡毒害事官

主主因 正倫 国立科学博物館動物第三研究室長 伊藤 茂 東京都水産鉱験湯長

辻 fi人 海洋科学伎術セYター主幹 田中武男 海洋科学技師可センター深海研究官事

(2）深海開発銀術穏関係
海底調査技術ワーキンググループ

氏名 司臨 名 氏 名 司色 名

主牽

時武弘敏 海街洋古事科長学技術センター深海開発枝 菊池 真一 海上保安庁水路邸主任沿岸舗査官

東海大学海洋学部教授
村井弥発 海上保安庁水路部沿俸調査官

友図好文
浅田 昭 海上保安庁水路部海洋潟査官

加賀美英雄 高知大学理学部地質学科教授
中西俊之 海術洋邸科主学幹校術センヲー深海開発後

宮崎光輝 工技術業技開発術院線勉長賞潟査研物彊篠牽錦

土産 .flj雄 海術洋古都科学筏術センター深海側発筏
西村清和 工研業究銭宮術院地質調査所海洋地賀郡
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潜水調査給開発車貴討奈良会調2量級測専門部会

氏名 峨 名 氏名 職 名

包金量

小林和男 東京大学海洋研究所教綬 佐藤 百亀 横邸側河発北辰グZルE機ー側プ課マ長ーケッティング
大原信義 持友霊機械工業側平塚研究所所長

海長洋科学伎術センター深渇研究部郷田 宏

制 尚 ｜水産庁研究明官
筒井 為雄 元海洋科学校術センター鳴託

岩佐 欽司 海上保安庁水路部海洋研究室長
オプザーパー

嶋崎吉彦 工業妓術院地質調資所海洋地質部 笹谷 勇 海洋科学技術センター総務部長
E主

鈴木霊教 側鶴見務機技術部俊術線長 関谷係内者琢也 川崎Z重工業側潜水艦投It郵班長

潜水調酎摘発検討委員会オペレーション専門部会

氏名 織 名 氏 名 胃邑 名

卸会提

国中 妬 船舶伎術研究所推進性能部長 筒井 為雄 元海洋科学筏術センター畷託

佐伯 量久 !1¥1マリ7ンナ医科大学教授 下河原栄治 海洋科学伎術センター研究主任

磯野 正後 東京大学工学館教授 後杉 II行 JII崎震工業側潜水雛設計部長

足達 宏之 紛長紛綬術研究所海洋開発工学llll~ 難波 車愛 三菱盤工業側潜水艦部次長

＊プザーパー
野間 虫明 元日本航空側機長 笹谷 勇 海洋科学校術センタ山総務事事長

八十島姿三 元日本エンジユアリング側

潜水調査船開発検討委員会紛鍛専門郎会

氏名 司邑 名 氏名 験 名

包会長

山本善之 東京11機大学工学部教綬 小池 允 新日本製鉄側厚板銭術部次長

新自 顕 日本海事協会側発郎長 三代義雄 川崎重工業臨時潜水鏡役針都銀長

河辺義邦 金事事属長材料技術研究所強力材料研究 費量滋 直愛 三菱霊工業側治水量E鶴次長
千オブ々ザ谷ーパ真ー人 裂T学技街桁庁研蹴究関鵬発局海洋側発線

木村啓造 工学院大学生産機械工学科教授
オブザーパー

神尾 昭 船舶技術研究所材料加工部長 大村甥夫 連査事官前省海上技術安全局次席船舶検

野本敏治 東京大学工学部助教綬 オプザーパー
後谷 勇 海洋科学技術センター総務部長

西村 孝 宮戸製鋼所側材料研獅次席研究
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無人係資機研究会

氏名 晴世 名 氏名 験 名

箆畏

渡辺 茂 東京都立科学校術大学学長 高石敬史 費削船舶附研究所運服部

東 BB 策京大学工学部教授
竹内線住 2盛気辺健大学Z草子工学科助教綬

岩本 軍Hli 国有際線篭シ信ス電テ電話ム研側究研釜究長所 東綬京工業大学工学部制御l工学科教竹中俊夫

平 話事介 東助京教綬大学泌洋研究所海洋物鰻都内
友回好文 東海大学海洋学郎教綬

潜水舗造船側発倹討委員会

氏名 司邑 ・名 氏名 織 名

垂員畏

事E回 舜 自本舶用機器開発協会理軍事長 佐伯 長久 重量マリアンナE草草寺大学教授

元良識三 長崎総会科学大学学長 坂悶 正治 国立防災将学技地街震センター
第二研究郎総合 研究室長

山本善之 東京1lU農大学理工学総数綬
船舶技術研究所儀進性能部長田中 妬

河部義邦 金費事鼠長材料技術研究所強力材料研究 z千tブ々ザ谷ーパ真”人
科野と学校術庁研究開発局海洋倒発機

小林和男 東京大学海洋研究所教授 オプザーパー
松村文夫 漣資総官省海上妓術安全局次席船舶検

黒木敏郎 東京水産大学名誉教授
関係者

織井 2置 東海大学海洋学郎教授 m谷 勇 海洋科学技術センター総務部長
関係者

神尾 昭 船舶絞術研究所材料加工部長 千3量胤~ 日本海洋事業側総長

新田 置員 日本海事協会開発笥I~
関係者

池田 玉治 川崎m工業側紛紛事業本邸主幹
関係者

総崎吉彦 工業技術院地質調査所海洋地質都
長

績回公男 三菱重工業側綿戸造船所技師長

栗山 初 白本小型鉛舶検盗機織理事

潜水潟蒼船開発検討袋員会音響専門部会

氏名 曜量 名 氏名 司色 名

邸会長

4由井 清 策海大学海洋学郎教綬 本座栄一 最善鎚礎票費査所海洋地質部

奥島高E良 東京工業大学締官官工学研究所所長
山本 三夫 川崎震工業側潜水量量殺S十郎謀長

菊池年晃 防衛大学校応用物理学教室教授
泉川武彦 三~!I!工業側造船工作部次長

竹内倶佳 篭気通信大学助教綬
山根幸男 音型latiftlJ側

高高繍 弘治 長日本電気側無線事業グループ妓締 オ笹プ谷ザ四パー勇
海桝特技術センター総務書事長

小山孝音量 沖長11気工業側篭子応用事業銀枝師
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(3) 海洋開発研究部関係

消波発電システム研究会

氏名 織 名 氏名 験 名

聾本員間民 琢也 筑波大学構造工学系教後 杉量採 康宏 東海大学海洋学部教授

安藤定雄 連学総部省長船員自技術研究所海洋開発工 佐川I敏雄 軍事継カ中央研究所狛江研究所調査
役

前回 久明 東京大学生産妓術研究所教授 中尾絡英 東芝エレクトロユツクシステム側
顧問

石図秋生 通商産機省i草本工業脅B技術院サンシャイン針
日笠則明 室臼本海事協会妓術研究所船体研究

佐藤採七 東海大学海洋学部教綬
鈴木 E博之 泌洋盗難研究会技術顧問

長崎作治 東海大学海洋学部教授

I商a量発電システム研究会出力向上専門部会
氏名 晴E 名 氏名 職 名

認会長

井上袋行 告浜助国教立授大学工学部紛紛海洋エ学 荒川忠一 東教授京大学工学部舶用機械工学将助

朝団 宏 石業川本邸島織海洋磨震技工誕百業部側謀船長舶 ・海洋事 加藤俊司 選学鎗総校省船宮舶技術研究所海洋繍発工

平本 置h 富事士業電部機主側査電機事業本部輸送特級 村山敬一 動石川性能島織郡磨重工業側技術研究所運

波カ発電装鐙“海明”係留研究会

氏名 曜量 名 氏名 電量 名

安藤 ~雄 湿学総館省長紛会絶技術研究所海洋側発工 武藤 書官失 三井海洋開発闘技監

田上 t正志 船三菱舶盤技工術統業側信船実総鉄線事業本郵
井上 署長行 詩助想教立授大学工学部側海洋工学

日笠員lj明 日本海事協会筏術研究所船体研究
~ 

海滅 ffijj御技術研究会

氏名 司邑 名 氏名 職 名

庫県
酒匂敏次 東海大学海洋学部教授 字多潟明 土木研究所河川部海岸研究室長

幹石事井 進一 究海洋部草長字学校術センター海洋開発研
成田 仁 三井造船側海電車開発事業室長

飯田 宏 鹿島建綾側海洋開発室長

望上書貧北 征男 水水産産工庁学研研究究課所水産土木工学郵漁
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海域制御技術研究会専門部会

氏名 司t 名 氏名 司邑 名

.会畏

石井進一 海洋科学伎術センター海洋関発研 小林正典 三井造船昭島研究所総指マネージ
究部長 ‘’ー

工藤 lll明 海究洋部科学銭術センター海洋開発研 篠田良一 鹿島建設側海洋開発室

. 辰之介 海究洋郎科学銭街センター海洋開発研
今井賞繭 鹿島建設側妓術研究所主任研究員

菊池省吾 三井造船側海域開発事業室課長

新海洋観測システム研究会

氏名 織 名 氏名 験 名

要東員毘
昭 教東京授大学工学郎境界鎖誠研究施設 竹内倶佳 電気通信大学助教授

上野 豊島三 海調上査保官安庁水路部海洋調査錬海洋 永田 隻 東京大学理学部教綬

杉浦健三 水産庁東海区水産研究所海洋部長 検井 t曹 東海大学教授

杉森康弘 東海大学海洋学古都教綬

網野正明 気象庁海洋気象邸主任技術専門官
平 車事介 東京大学海洋研究所助教授

島県調陣織査研究評価検討研究会

氏名 職 名 氏名 司民 名

聾平員聖長子敏行 東海大学海洋学部教綬 森 巧 海上保安庁水路郡海洋情報課長

久保田効 気象庁海洋気象鶴海洋謀長 菅野 尚 水産庁研究郎~－宮

山田 修 海上保安庁水路鶴海洋調査謀長 石井進一 海究洋館科長学校副首センター海洋開発研

杉浦健三 水産庁東海区水産研究所海洋部長
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黛潮エネルギー犯鍾専門部会

氏名 験 名 氏名 織 名

護星

石井 進一 海究洋部科長学技術センター海洋開発研 高野健三 筑波大学生物科学系教綬

関線 事豊彦 紡術大学地学講師
石井容雄 海調上査保官安庁水量告訴海洋調査課海洋

穏業栄生 東海大学海洋学部教授

事草川 武信 宮ー電子研校究室術総長合研究所泌洋エネルギ 吉本 秀吉事 科第学2校調術庁資源翁査所
資グループ主任潟査官

網野正明 気象庁海洋気象邸主任技術専門官

海洋途関係資綬術研究会

氏名 司量 名 氏名 理能 名

鈴木 務 電気通信大学電子工学科教授 五代富文 宇宙開発事業団管狸邸長

治子治信 郵政省電波研究所研究官 内藤玄ー 園沿岸立防妨災災科第学2校研究術室セ長ンター

柴田 司S 気官象庁気象研究所海洋研究郎研究
丹波俊太郎 東海大学開発工学研究所教授

海洋レ由ザー研究会

氏名 曜鹿 名 氏名 司色 名

座畏

草書簡 知夫 制工業防発研究所主任研究員 竹内延夫 環究境室庁長国立公害研究所大気物理研

五十嵐蜂 郵政省電波研究所通信妓術郎長
千葉大学工学認教授江森康文

佐様車蔵 工ー技研院究篭室子長f支術総合研究所レーザ
安田嘉純 千葉大学工学車部教授

深層水有効利用研究検討~員会〈太平洋側海犠〉

氏名 駿 名 氏名 軍監 名

書員長

石井進一 究海洋部科長学技術センター海洋開発研 豊田 孝義 海究洋郁科£ill学主校鉾術セYター海洋開発研

木立 挙 南街海区水産研究所海洋部長 中島敏光 海究洋部科副学主幹技術センター海洋開発研

窪田 敏文 高知県水産訟験場長

杉村行勇 気象研究所地緑化学研究部長
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｛制港氷緩衝部関係

潜水実験安全世主役討委員会

氏名 電車 名 氏名 司邑 名
’ 

署員甚

オt 1噂正 東京医科高歯車唱大学名谷教授 山口 正畿 結核予防会湿~長

小松茂紛
元都機長洋科学技術セYター潜水技術 山野英記 産究部業安主任全研研究究所官清議実験級官草気研

員時水 久ニ 機浜国立大学工学部教綬 山祢 東海大学医学部教授

寺田泰治 日本海事協会技術研究所所長 谷島 -~ 日本大学医学部教授
長谷JII弘道 常務学閥浜松大学創立事務所長

潜水笑海域笑験検討~員会

氏名 車産 名 氏名 電量 名

盤直員

．荒木設さ 4寺静庁潟盗良 杉回 秀夫 海洋製橋潟資金常務理者匹

川崎:!Ii工業側紛総事業本部主幹
長鈎作治 東海大学海洋学郎教授

池岡 3i治
奥野 喜洋 東学京助教医科授自歯科大学医学部公衆衛生

坂井信介 日本サルページ開校術;la技師長

北川和比古 紛産業開発青年技術協会 矢島 信一 日本大学農獣医学部議飾

島田孫Eま 三ト井事造策船本側部船長員補自佐・海洋プロジェク 2畠地修一郎 深長図サルページ側取締役織浜支店

高圧生理学研究会

氏名 胃邑 名 氏名 峨 名

JII；罵 ~人 川lt整形外科病鋭院長 高橋英世 名古箆？で学医学総助敏綬

小松茂鍋 元部海長洋科学式術センヲー潜水緩衝 永坂鉄夫 金沢大学医学部教綬

細見 弘 香川医科大学教授
佐々木隆 熊本大学体質医学研究所教授

本田良行 千葉大学医学部教綬
佐藤 方彦 九州芸術工科大学教授

E草野馨洋 東京医科舗科大学助教綬
清水 強 徳島県立医科大学教綬

松岡成明 九州産業医科大学教綬
白木 星喜三 九州産業医科大学教授

山下 縛 九州産業医科大学教授
鈴木久喜 静岡大学教授
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大気圧調書水システム研究会

氏名 唱E 名 氏名 験 名

II量
竹内倶佳 11気通信大学篭子工学科助教綬 徳永三伍 三Z十副菱主震工務業側船舶筏術統箔~
青木秀男 室日本技海師事協会技術研究所材料研究

成瀬俊久 側御小研絵究製室作長所研究本都技研機織制

脅締重雄 横浜調書水衣具側筏術部長

有馬玄主 川崎鐙工業側環境銭術邸主筆
松田正直軽 住護課友重長線側船舶鉄構事業本笥l妓術

伊藤八郎 日本鋼管側厳船技街邸主任部員 自陣 正晴 川建防災工業側呼!l!l.~総括部俊術

佐藤孝1l 三術井部造線船長側海洋プロジェクト技
線長

M馬博之 日本酸紫側ガス妓術部チーフ

清水信失 深田サルページ側海洋開発室次長 米E軍畿健 カヤパ工濃臨時絞術研究所開発チー

伝広雅良 住友海洋開発防作業郎長
ム課長

(5）情報室

海中計iftiJf支術動向調盗委員会

氏名 職 名 氏名 司邑 名

書員長 竹内倶佳 16気通信大学電子工学科助教授
岡村健二 三菱自陸工業側船舶・鉄構事業本郷

中井俊介 東室京長大学海洋研究所観測機器管理顧問

井川 猛 側地＇＊科学総合研究所開発部次長 中西俊之 海深洋海開科学発校技術術セ部主ンタ幹ー

菅原一晃 選主申任自省研究港湾官技術研究所海洋水理郎
古海畠E苦 議室水産工学研究所縛機器研

鈴木霊教 鶴見線機開白河工場工湯長
屋野久雄 吉野電気附技術鎖問

瀬川溺紛 東京大学海洋研究所教綬
2長山 敬 海洋科学技術部セ主ン幹ター

高橋弘治 日本篭気附無線事業グループ筏西宮 海洋開発研究
長

-111舗



S 見学者

り圏内見学者

年 月 ま , ... 見 学 者 件数 人数

6 2. 4 側新潟鉄工所 2 I 5 
開住友重機滅工業

5 東京18力側 3 55 
相場官底力中央研究所

6 横須賀市教育祭員会 3 104 

横須賀市立夏島小学校

7 港湾技術研究所 6 234 

紛日本原子カ学会

大蔵省税関研究所

8 労働省産業安全研究所 2 39 
杉灘区立松~小学校

9 神主長川県i'Ji庄ガス協会 3 I I 0 
神奈川県商工総

I 0 紛日本機織工銭迎合会 8 175 
神奈川県工業妓術研修センター

国際ロータリ ー財団

I I テラメカニックス研究会 6 I 6 7 
日本世直子材料工業会

I 2 東洋駿索開 I 0 

6 3. 2 紛紛技術研究所 3 76 

3 運輸省第 2港湾建設局 8 I 2 5 
日本深海技術惚会

メロ、 Z十 45 1,1 I 0 

2）ー般公飼

年 月 8 h島 百時 公 関 施 設 見学者数

62. 4. 11 神奈川県横須賀市 会 般 913 

7. 12 沖縄牒 泌総i司王 『しんかい2000J，『なつしま」 9 6 I 

a 8 神奈川県横須賀市 fかいようJ 2,850 

8. 9 神茶川県繍須賀市 「しんかい2000J ，『なっしま」 5,061 

9. 5 宮減県 仙台市 「しんかい2000J • rなっしま」 主407

メE当ヨ、 針 I 3,192 
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3）外個人来訪者｛間行邦人を含む｝

年 月 主 f,i 来 訪 者 件 数 人 数

62. 4 日本 ノルウェ一世話会 36 

5 カリ 7定ルニ 7大学 2 4 

中国国家海洋Fol

6 シェル研究所 7 67 

ウッズ ホール話番洋研究所

7 ニューヨーク州立大学教授

8 南太平洋常2聖書き員会 3 3 I 

ウッズホール海洋研究所

9 フィンランド技術研究センター 4 12 

海上保安庁水路都研修生

I 0 英国自然環境研究協議会（NERC) 8 20 

ノルウ ェー海中技術センター

I I 中盟国家海洋局 7 37 

I 2 中留図書室海洋資料中心 3 

63. 2 事事国科学校術鋭海洋研究所 3 8 

3 工業妓術院地質潟査所研修員 I I 

合 u 38 220 
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9. 賛助会会員と寄付着E名簿

7 ジ ア 海洋作業側 五 洋 建 官註 唱翰

※7 JI, プ ス 唱邑 気掛 サ ン ト 韓噌

※:9: 官邑 建 設側 骨噂 埼 玉 銀 行

ア ユノ ツ 暗唱 佐 軍事 エ 業種増

池 上 通 信 4瞳世噌 共 噌地

石川島指揮里震工業側 ーー 洋 11 線網

※鱒伊藤高圧瓦斯容器製造所 側三 和 銀 行

イ ン ドネシア石油側 絢1 シ ス ア ム t支 研

s M C IN崎 ※シ ノマ タ エ 業側
※軸輔 大 林 組 t曹 水 建 設韓噌

神 11 気 エ 幾層帯 昭 和 高 分 子世晴

側 化学分析コンサルタント 明崎 湘 南 jf/j 周 波

か も め プ ロ ,,{ フ 側 曲噂 白 石

鹿 島今 量豊 紋晴噌 紛信 託 協 会

カ ヤ ノ、s エ 3提 唱噂 新 日 本 製 銭帽同

※川l ー量 汽 紛 ＼相時 住友海上火災保険制剤

HI 筒 m エ II tt噌 住 友 金 " エ 業側
。噌 キ s‘ 7 イ 住 友 金 属 鉱 山層構

共 立 管 財閥 側伎 友 銀 行

骨噂 協 和 銀 行 4主 友重機械 工 業側

世噂 共 和 電 業 主主 '5. 11 気 工 業側

極限作業ロポット伎術研究組合 暗崎 駿 河 銀 行

開 熊 谷 組 量産 河 車青 4農側

呉 羽 化 学 工 業側 セイ コーエプソ ン側

暗噌 鴻 池 組 セ ナ 。噌

側 神 戸 軍国 鏑 所 紛主主 命 保 倹 m 会

神 戸 ，、4・ イ ン ト 開 ※絢 、J Jレ ト ン

国 曹主 官置 信 11 話 1鱒 大正海よ火災保険隣

臨時 松 製 作 E時 大 成 建 t生時晴
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太陽火災海上保険側 西 芝 篭 S艶目噂

噌踊 太陽神戸銀行新総支店 ※日動火災海上保険側

噌地 太陽神戸銀行績須賀支店 自 南 石 油側

※ダイハツディーゼル側 日 i油 f支 研 エ 業側

側 第 勧 業 銀 行 日産火災海上保険繍

第 11 子 工 楽曲噌 日 ilE 自 動 lll ≪唱

大東京火災海上保険割増 日新火災海上保険側

大 日 本 土 木綿 8本 7イ ・ピー・エふ鱒

官踊 大 和 銀 行 日 本 海 洋 E匹 業側

※立 石 官軍 機構増 日本海洋石油資源関発側

千代田火災海上保険鮒 日本火災海上保験側

目噂 鶴 見 精 機 日 本 鍋 管骨噌

号量 図 石 油骨噌 ※臼 本 国 土 関 発日噌

東 ii 量E ~ エ 書店 鱒 日本サノレグェージ鱒

側 東 海 銀 行 8 本 量豊 察側

E草 海 サ Jレ ，、〈 ジ絢 8 本 深 海 ilE 紫煙噌

東京海上火災保険側 日 本 水 産側

自噌 東 京 銀 行 時晴 日 本 製 鋼 所

東京製鋼繊維ロープ側 ω 日本造船世話カ事業者図体連合会
※東洋エンジニアリング附 紛 日本｛員警保険協会

東 手宇 建 設目噂 日本大洋海底 2車線紛

東 苦与 通 信 機首噌 日 本 た tま ζ m 築制

策 1理 紡 産車 種噌 日本チェーンアンカー 暗唱

ト ヨ タ 自 動 lit 側 日本テ ト ラボッ ト 信噂

洞 海 タ グボ ト 明噌 ※日 本 D E C U噌

悶和火災話番上保険鱒 目 本 1lt 気臨時

ナカシマプロペ フ 韓噌 日｝ 本 lit 信 16 話韓晴

骨噌 中 村 鉄 工 所 日 本 電 池鮒

世噂 新 潟 鉄 ヱ 所 日 本 飛 行 S農側

西 松 建 設側 自 本 無 線信噂
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※日 * 郵 船時晴 世崎 一 弁 銀 行

臨時 日 平 ト ヤ 句.. 井 進 紛位制

陸場 間 組 一 重量 金 民融制

演 中 製 鎖 工 業側 一 菱 賃 エ 築制噌

寓 有 製 業側 ーー 愛 電 S艶曲晴

世噂 日 立 製 作 所 ヤンマーデイ田 ．ゼノレ側

日 立 進 船韓噌 矢 崎 総 難。噂

日 立 電 線側 安田火災海上保険制噂

姫 路 気 RI. u噌 湯 浅 唱邑 池骨噌

韓噂 プ ヂ ス ト ン 繊 河 唱阜 機骨噌

深 回 サ ノレ ベ ジ骨噂 骨骨 横 浜 銀 行

側 富 士 銀 行 倹 浜 ゴ ム骨噂

藤 倉 • 線側 側 縁 皐 社

富 士ゼ ロ ツ ク ス 骨噂 明噂 コ

富 士 通 世噌 。噌 若 策 建 2生

• 土 号S イ ー ゼル側 ワ ー ノレ ド 勺 " 
イ 世噂

富 土 'lg 機側
注〉※は62年度新規加入

フ ジ タ 工 業側

古 野 11 気 工 楽曲噂
62年度寄付会員

側 北海道妬 殖銀行
石 油 連 盟

曲輔 細 山 太 七 商 店
11 気 事 重臣 ヨ昆 合 会

本． 国 銭 研 エ 重量 側
紛 自 ー本 瓦 斯 協 会

※前 回 建 綾 エ 業種噌
船田本産業機械工業会

松 下 通 f章 エ 望陸 軍略
紛 日 本証券業 協会

絵 下 電 ~ E呈 業側
側東 芝

松 本 輿 産骨噌
繍三 書E 銀 行

馬 揖1・ 建 綾暗唱
自 本 交 通側

骨骨 丸川建築段計事務所

井 海 洋 関 発世輔

-井 金 民 鉱業側
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10. 特鮮〈出願中）

51) 無人潜水織の自己位置後知装置（受動型）

出願8 62年7月15日

海中の回線位置に対する相対位畿を抱鑓しなが

ら海中を持華航する無人潜水織に設けられて乙の潜

水機の自己位績を倹知する装置であゥて．潜水機

IC所定間隔で設けられ．目綴位鐙IC！生けた光線か

らの光を結像レンズを介してスポット光として受

光して，受光面上におけるスポット光の結像位鐙

のIi療を検出するt員数の光座線検出器と．乙の各
光座綴倹出~の倹出鹿練ICl基づいてElt軍位鏡花対

する潜水機の方向を判定し．かつ各光!i線検出器
の検出座線から各光E巨額検出若宮への光入射角を求
めると共IC，各光li線綾出器の間隔及びそれぞれ

の倹出陸線とから各光摩擦検出llllの光結像位種間

の鐙縫を求めて，乙の距雛と各光陸線検出~への

光入射角とに2基づいて三角測量t法演算により，因
縁位鐙IC対する治水機の距緩を判定する演算部と

を自耐えたζとを特徴とする無人潜水機の自己f立鏡
検知装甑。

52) 無人濁水機の自己位竃検知装.（能動~）

出願日 6Z年7月15日
渇中の後調査衝に沿って海中を浴航する無人潜

水機IC！生けられて，敏綿E壁面Iζ対する潜水機の自

己位憶を検知する装鑑であって，被Z周遊薗IC:向砂
て光ビームを発射する光発射郡と，乙の光発射部

から発射され被潟進両lζ当って反射される光を結

像レンズを介してスポット光として受光して，受

光面上におけるスポット光の結像位置のli標を検

出する複数の光座綴験出器と．乙の各光座標倹出

量告の検出li緩から各光lit車検出器への光入射角を
求めると共Iζ．各光座S車検出器の間隔及びそれぞ
れの検出座械から各光座標検出告書の光結像位銭関

の~綴を求めて， ζの短艇と各光座綴検出稼への

光入射角とに基づいて三角測量t法演算により，被
総量壁面の光反射点iζ対する治水機の~離を判定す

る演算部とを備えたζとを特徴とする無人潜水機

の自己位盤検知銭信。

53) 光ファイパスプール仏J
出願日 62年7月22日

m繰出し側IC:向ってl順次径を縮小したテ四パを
有するテーバ状心体の外周上，形状保持剤を通し

乾燥させた光ファイパケープルを巻付けた光ファ

イパケーブル巻付け婦を設砂て成る。 (2),tファイ

パケ甲ブルがスクリーユングレベル3%程度IC:高

強度化した光ファイパIC:よりt構成されていること。
(3）光77イパケープルが光ファイパの外周上Iζ繊

維強化プラスチック彼趨婚を具えた光ファイ，＜，心

IC:より構成されているζと。（4）光ファイパケープ

ルが光ファイパの外周ょに耐抗張力量韓維の巻付け

厳を具えた光ファイパ心により構成されているζ

と。乙れらを特徴とする光ファイパスプール。

54）光ファイパスプール（Bl

出願日 62年7月22日

(1）コイル状に形成した光ファイパケープルに形。

状保持剤を含浸して成るζと。（2）形状保持剣がエ

チレン・ピニル共重合体，エチレン・エチル共lli
合体，酢Itピ.；；.Jレ等のプラスチックを溶剤IC溶か
したものであるζと。（3）形状保持剤がゼラチン，

塁悪天害事を高浴場中iζ溶かしたもので．常温におい

てゲル状となる物質であるζと。似｝形状保持剣が

常温硬化型シリコ yゴム，液状ウレタンゴムの如

く含浸後硬化する物質であるζと。（51光77イパ

ケープルがスクリ由ニングレベル3%程度Iζ高強

化した光ファイパICより織成されているζと。（6)

光7ァイパケープルが光ファイパの外周上iζ織維

強化プラスチック被覆騒を具えた光ファ..f・，＜心に

より織成されているζと。（7）光ファイパケープル

が光ファイパの外周ょに耐銃強力繊維の巻付け騒

を具えた光ファイパ心により織成されているζと。

ζれらを特徴とする光7ァイパスプール。

55）海洋波集中Z産自E
出脱届日 62年8月198

海面下IC水平面をはして設越される三日月状の

平緩から構成される海洋波の集中裟畿であり，浅

海面IJの一点iζ波を集中させ．波カ発電，防波堤．

海上鍛楽施設等IC:活用させる乙とが可能となる。

ζの没水平板は，深海側の外形線が繍円弧状．

浅海側の外形線が円弧状Iζ形成される乙とを特徴

とする海洋波集中装置。
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56）ホース付排気弁在使用するドライスーツ

出願白 6拝 11月11日

(1)ドライスーツ内IC:空気を給緋気する給気弁及

び排気弁を備えたドライス四ツにおいて，緋気弁

IC:排気ホースを接続し，排気ホースの銑気ロをド

ライスーツ内の空気の溜る箇所に配設したζと。

(2）上旬排気弁を下腕部内側Iζ綬け，上記排気ロを

機後郎iζ配設したζと。 ζれらを特徴とするホー

ス付鋭気弁を使用するドライスーツ。

57）寝間式スラz~を有する無人海水織
出飯田 62!芋11月13日
無人治水織において機体中央部によ下移動期ス

ラスタを備え．乙の上下移動用スラスタを阻んで

機体上高lζ前後ti.右対称的iζ配設された後数豊富の
水平移動周スラスタを有L，これら複数基の水平
移動周スラスタの旋回駆動車由を旋回用タイミング

駆動機舗で360・全方向にわたって問一角度旋回

可能にしたζとを特徴とする旋回式スラスタを有

する無人潜水車種。

58）飽国式プロペラ装置の動力伝還機機

出綴B 62!Fll月13日

プロペラ駆動系：船体IC固設した歯車箱IC紬支

された入力舗のー織に箇着したピユオンと，乙の

ピニオンと噌合うギヤと， ζのギヤの上古事に包翁

され上部と中部及び下古都箇車よりなる組合せ傘鎗

.を回転可能に保持する中間紬UK動用紬受ケース

内の下郎鎗.と一体の中間紬と，乙の中間紬の下

童書のピニオン及びギヤを介しプロペラ紬を駆動す

るようになっている。

旋回駆動系：前Bel信車箱1ζ総支された旋回用入
力紬のー織に固着された中歯車及びζれと噛合う

上部働事と下部働率よりなる旋回用組合せ傘信恵

を有し．乙の旋回周組合せ$自歯車を構成するよ郎

錨草から自歯車を介し，前記プロペラ駆動系を締成

する組合せ傘留意のよ部飽JlilC連結されている。

他方旋回用組合せ傘備事の下線自歯車は平簡単を介

しプロペラ駆動系の中間輸を回転可能に紬支し．

S歯車舗に回転可能に支持された支往tζ問看された
平自歯車と舗車連絡されている。そして前紀旋回用

組合せ傘飽車と組合せ愈歯車の上部飽車を駆動す

る平儲車問の儲車比と，旋回用組合せ傘..と支

主主を駆動する平歯車問のlllil.i草比は同一で，宮古に同
一回転数で反対向に回転する。 ζれらの様成を有

する旋図式プロペラ装鑑の動力伝達機情。

69）浮遊式消波型波カ発電装置

出綴B 62!手11月278
波カ発包装躍において．波エネルギーを吸収す

る空気~を後数個，適切な間隔で連らね，又その

空気室ICは．その中の水練の運動を埼大させて波

孟ネルギーを効$3良く吸収するための底~， 外部

隔壁及び装置の横揺れを抑制する制緩ひれを有し，

乙れが波浪中IC浮遊して係留される乙とにより効

寧良い波エ卓ノレギー吸収を行うと同時に， t高波機
能も呈する乙とを特徴とする浮遊式消波型波力発

電装鐙。

工業所有権受録等状況

区 分 釜 鎌 出願中 備 考

4寺 許 8 45 

(4) ( ｝は外国出願数

実用新築 4 12 
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